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商標について 

ESMPR 〇と DianaScope は日本電気株式会社の登録商標です。 Linux は Linus Torvalds の米国およびその他の国における 
登録商標または商標です。 UNIX は The Open Group の登録商標です。 Microsoft 、 Windows、Windows Server 、 Windows 
NT 、 MS-DOS は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 Intel 、 Pentium 、 
Xeon は米国 Intel Corporation の登録商標です。 AT は米国 International Business Machines Corporation の米国および 
その他の国における登録商標です。 ROM-DOS および Datalight は Datalight, Inc. の登録商標または商標です。 Adaptec と 
そのロゴ、 SCSISelect は米国 Adaptec, Inc. の登録商標または商標です。 LSI および LS 旧ゴ - デザインは LSI 社の商標ま 
たは登録商標です。 DLT と DLTtape は米国 Quantum Corporation の商標です。 Adobe 、 Adobe □ ゴ、 Acrobat は 、 Adobe 
Systems Incorporated ( アドビシステムズ社）の商標です 。 Red Hat および Red Hat をペースとした全ての商標と□ゴ 
は 、 Red Hat,Inc. の米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。 

その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

Windows Server 2003 x64 Editions は Microsoft® Windows Server |M 2003 R2, Standard x64 Edition operating 
system および Microsoft® Windows Server™ 200 3 R2, Enterprise x64 Edition operating system 、 または Microsoft® 
Windows® Server 200 3, Standard x64 Edition operating system および Microsoft® Window 愈 Server 2003, 
Enterprise x64 Edition operating system の略称です 。 Windows Server 2003 は Microsoft® Windows Server™ 2003 
R2, Standard Edition operating system および Microsoft® Windows Server™ 2003 R2, Enterprise Edition 
operating system 、 または Microsoft® Windows® Server 200 3, Standard Edition operating system および Microsoft® 
Windows® Server 200 3, Enterprise Edition operating system の略称です 。 Windows Vista は Microsoft® Windows 
Vista® Business operating system の略称です 。 Windows XP x64Edition は、 Microsoft® Windows®XP Professional 
x64 Edition operating system の略称です〇 Windows XP は Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system 
および Microsof® Window 想 ） XP Professional operating system の略称です 。 Windows 2000 は Microsoft® 
Windows® 2000 Server operating system および Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server operating system 、 
Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system の略称です 。 Windows NT は Microsoft® Windows NT® 
Server network operating system version 3.51/4.0 および Microsoft® Windows NT® Workstation operating system 
version 3.51/4.0 の略称です 。 Windows Me は Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system の略称です 0 
Windows 98 は Microsoft® WindowsB)98 operating system の略称です 。 Windows 95 は Microsoft® Windows®95 
operating system の略称です。 


サンプルアプリケーションで使用している名称は、すべて架空のものです。実在する品名、団体名、個人名とは一切関 
係ありません。 

本製品で使用しているソフトウェアの大部分は、 BSD の著作と GNU のパプリックライセンスの条項に基づいて自由に配 
布することができます。ただし、アプリケーションの中には、その所有者に所有権があり、再配布に許可が必要なもの 
があります。 

本製品で使用しているオープンソースコードについては弊社サイト 『 http ゾ /www.express.nec.co.jp/linux /』 をご参照く 
ださい。 


ご注意 

(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

(2) 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

(3) 弊社の許可なく複製 • 改変などを行ろことはできません。 

(4) 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがあ 
りましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

(5) 運用した結果の影響については （ 4) 項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 
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使用上のご注意(必ずお読みください ) iii 


このユーザーズガイドは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておく 
ようにしてください。「使用上のご注意」を必ずお読みください。 


△使用上のご注意（必ずお読みください） 

本製品を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。また、本文中の名 
称については本書の「各部の名称と機能」の項をご参照ください。 


安全にかかわる表示について 


本製品を安全にお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従って操作してくださ 
い。 

この ユーザーズ ガイドには本製品のどこが危険でどのような危険に遭うおそれがあるか、どう 
すれば危険を避けられるかなどについて説明されています。また、装置内で危険が想定される 
箇所またはその付近には警告ラペルが貼り付けられています（本体に印刷されている場合もあ 
ります）。 

ユーザーズ ガイド、および警告ラペルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「注意」 
といろ用語を使用しています。それぞれの用語は次のよラな意味を持つものとして定義されて 
います。 




人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示します。 


△注意 


火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示しま 
す0 


危険に対する注意 • 表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよ 
うな意味を持つものとして定義されています。 


A 

注意の喚起 

この記号は危険が発生するおそれが 
あることを表します。記号の中の絵表 
示は危険の内容を図案化したもので 

(例） 

A 



す。 

(感電注意） 


行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記 
号の中や近くの絵表示は、してはなら 
ない行為の内容を図案化したもので 

(例） 八 

② 


す。 

(分解禁止） 

• 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記 
号の中の絵表示は、しなければならな 
い行為の内容を図案化したものです。 
危険を避けるためにはこの行為が必 
要です。 

(例） ^ 

C 

(プラグを抜く） 





















iv 使用上のご注意(必ずお読みください) 


(ユーザーズガイドでの表示例) 



本書と警告ラベルで使用する記号とその内容 


注意の喚起 


A 

感電のおそれのあることを示しま 
す。 

A 

発煙または発火のおそれがあるこ 
とを示し汞で。 

▲ 

指がはさまれてけがをするおそれ 
があることを示します。 


けがをするおそれがあることを示 
します。 

A 

高温による傷害を負ろおそれがあ 
ることを示します。 

A 

特定しない一般的な注意•警告を示 
します。 

A 

爆発や破裂による傷害を負ろおそ 
れがあることを示します。 



行為の禁止 


( 

S 


水や液体がかかる場所で使用しな 
いでください。水にぬらすと感電や 
発火のおそれがあります。 

③ 

本装置を分解 • 修理 • 改造しないで 
ください。感電や火災のおそれがあ 
ります。 

( 

§ 


火気に近づけないでください。発火 
するおそれがあります。 

⑳ 

ぬれた手で触らないでください。感 
電するおそれがあります。 

( 



指定された場所には触らないでく 
ださい。感電や火傷などの傷害のお 
それがあります。 


特定しない一般的な禁止を示しま 
す。 


行為の強制 



本装置の電源ブラグをコンセント 
から抜いてください。火災や感電の 
おそれがあります。 

〇 

特定しない一般的な使用者の行為 
を指示します。説明に従った操作を 
してください。 

❹ 

必ず接地してください。感電や火災 
のおそれがあります。 




































使用上のご注意(必ずお読みください )V 


安全上のご注意 


本装置を安全にお使いいただくために、ここで説明する注意事項をよく読んでご理解し、安全 
にご活用ください。記号の説明については iii ページの『安全にかかわる表示について』の説日月 
を参照してください。 

全般的な注意事項 







A 




AC\) 


人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 

本装置は、医療機器 • 原子力設備や機器、航空宇宙機器 • 輸送設備や機器など、人命 
に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込み 
やこれらの機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。これら設備や 
機器、制御システムなどに本装置を使用した結果、人身事故、財産損害などが生じて 
も弊社はいかなる責任も負いかねます。 


煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源を〇 FF にして電源プラグ 
を コン セントから抜いてください。その後、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社にご連絡ください。そのまま使用すると火災の原因となります。 


針金や金属片を差し込まない 

通気孔やフロッピーディスクドライプ、光ディスクドライブのすきまから金属片や針 
金などの異物を差し込まないでください。感電の危険があります。 


規格以外のラックで使用しない 

本装置は日 A 規格に適合した19型（インチ）ラックにも取り付けて使用できます。 
EIA 規格に適合していないラックに取り付けて使用しないでください。本装置が正常 
に動作しなくなるばかりか、けがや周囲の破損の原因となることがあります。本装置 
で使用できるラックについては保守サービス会社にお問い合わせください。 


指定以外の場所で使用しない 

本装置を取り付けるラックを設置璟境に適していない場所には設置しないでくださ 
い。 

本装置やラックに取り付けているその他のシステムに悪影響をおよぼすばかりでな 
く、火災やラックの転倒によるけがなどをするおそれがあります。設置場所に関する 
詳細な説明や耐震工事についてはラックに添付の説明書を読むか保守サービス会社 
にお問い合わせください。 

















VI 使用上のご注意(必ずお読みください) 



△注意 

AA 

海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。この装置を海外で使 
用すると火災や感電の原因となります。 

AA 

装置内に水や異物を入れない 

装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。火災や感 
電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐ電源を OFF にして、 
電源プラグをコンセントから抜いてください。分解しないで販売店または保守サービ 
ス会社にご連絡ください。 









使用上のご注意(必ずお読みください ) vii 


ラックの設置 • 取り扱いに関する注意事項 


A 注意 


1人で搬送•設置をしない 

AQ 

ラックの搬送 • 設置は2人以上で行ってください。ラックが倒れてけがや周囲の破損 
の原因となります。特に高さのあるラック (44 U ラックなど）はスタビライザなど 
によって固定されていないときは不安定な状態にあります。かならず2人以上でラッ 
クを支えながら搬送 • 設置をしてください。 


荷重が集中してしまうような設置はしない 


ラック、および取り付けたデパイスの重量が一点に集中しないようスタビライザを取 
り付けるか、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが倒れてけ 
がをするおそれがあります。 


1人で部品の取り付けをしない•ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

AQ 

ラック用のドアやレールなどの部品は2人以上で取り付けてください。また、ドアの 
取り付け時には上下のヒンジのピンが確実に差し込まれていることを確認してくだ 
さい。部品を落として破損させるばかりではなく、けがをするおそれがあります。 


ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

ラックから装置を引き出す際は、必ずラックを安定させた状態（スタビライザの設置 
や耐震工事など）で引き出してください。 


複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

複数台のデパイスをラックから引き出すとラックが倒れるおそれがあります。装置は 
一度に1台ずつ引き出してください。 


定格電源を超える配線をしない 

A \ 

やけどや火災、装置の損傷を防止するためにラックに電源を供給する電源分岐回路の 
定格負荷を超えないよラにしてください。電気設備の設置や配線に関しては、電源エ 
事を行った業者や管轄の電力会社にお問い合わせください。 












viii 使用上のご注意(必ずお読みください) 


電源 • 電源コードに関する注意事項 



| 

A A 

Q 


ぬれた手で電源プラグを持たない 

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 

アース線をガス管につながない 

アース線は絶対にガス管につながないでください。ガス爆発の原因になります。 


A 注意 


指定以外のコンセントに差し込まない 

AA 

指定された電圧でアース付のコンセントをお使いください。指定以外で使ラと火災や 
漏電の原因となります。 

また、延長コードが必要となるような場所には設置しないでください。本装置の電源 
仕様に合っていないコードに接続すると、コードが過熱して火災の原因となります。 

魚 

たこ足配線にしない 

コンセントに定格以上の電流が流れることによって、過熱して火災の原因となるおそ 
れがあります。 


中途半端に差し込まない 

AA 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接触不 
良のため発熱し、火災の原因となることがあります。また差し込み部にほこりがたま 
り、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。 


指定以外の電源コードを使わない 


本装置に添付されている電源コード以外のコードを使わないでください。電源コード 
に定格以上の電流が流れると、火災の原因となるおそれがあります。 

また、電源コードの破損による感電や火災を防止するために次の注意をお守りくださ 
い0 

AA 

• コード部分を引っ張らない。 • 電源コードをはさまない。 

• 電源コードを折り曲げない。 參電源コードに薬品類をかけない。 

春 電源コードをねじらない。 參電源コードの上にものを載せない。 

參電源コードを踏まない。 拳電源コードを改造 • 加工 • 修復しない。 

• 電源コードを束ねたまま使わな • 損傷した電源コードを使わない。（損傷 

し、 した電源コードはすぐ同じ規格の電源 

• 電源コードをステーブラなどで コードと取り替えてください。交換に 

固定しない 関しては、お買い求めの販売店または 

保守サービス会社にご連絡ください。） 


添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

A \ A \ 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、その安全 
性が確認されている物です。決して他の装置や用途に使用しないでください。火災や 
感電の原因となるおそれがあります。 






















使用上のご注意(必ずお読みください ）IX 


設置 • 装置の移動 • 保管 • 接続に関する注意事項 


A 注意 


1 人で持ち上げない 


本装置の質量は最大 31 kg (構成によっては異なる）あります。1人で運ぶと腰を痛め 
るおそれがあります。装置は2人以上で底面をしっかりと持って運んでください。ま 
た、フロントべゼルを取り付けた状態で持ち上げないでください。フロントぺゼルが 
外れて落下し、けがの原因となります。 


指定以外の場所に設置 • 保管しない 


本装置を次に示すような場所や本書で指定している場所以外に置かないでください。 
火災の原因となるおそれがあります。 

• ほこりの多い場所。 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所。 

• 直射日光が当たる場所。 

• 不安定な場所。 


腐食性ガスの存在する環境で使用または保管しない 


腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど） 
の存在する環境に設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中に腐食を促 
進する成分（塩化ナトリウムや硫黄など）や導電性の金属などが含まれている環境へ 
も設置しないでください。装置内部のプリント板が腐食し、故障および発煙•発火の 
原因となるおそれがあります。もしご使用の環境で上記の疑いがある場合は、販売店 
または保守サ_ビス会社にご相談ください。 


カバーを外したまま取り付けない 

A\A\ 

本装置のカパー類を取り外した状態でラックに取り付けないでください。装置内部の 
冷却効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って火災や感電 
の原因となることがあります。 


指を挟まない 

ラックへの取り付け • 取り外しの際にレールなどで指を挟んだり、切ったりしないよ 
う十分注意してください。 


ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

ラックから引き出された状態にある装置の上から重荷をかけないでください。フレー 
ムが曲がり、ラックへ搭載できなくなります。また、装置が落下し、けがをするおそ 
れがあります。 


プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 

AA 

インタフェースケープルの取り付け/取り外しは電源コードをコンセントがら抜いて 
行ってください。たとえ電源を〇 FF にしても電源コードを接続したままケープルやコ 
ネクタに触ると感電したり、ショートによる火災を起こしたりすることがあります。 


指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 

A\ 

インタフェースケープルは、弊社が指定するものを使用し、接続する装置やコネクタ 
を確認した上で接続して<ださい。指定以外のケープルを使用したり、接続先を誤っ 
たりすると、ショートにより火災を起こすことがあります。 

また、インタフェースケープルの取り扱いや接続について次の注意をお守りください。 

• 破損したケープルコネクタを使用しない。 

• ケープルを踏まない。 

• ケープルの上にものを載せない。 

• ケープルの接続がゆるんだまま使用しない。 

• 破損したケープルを使用しない。 
















X 使用上のご注意(必ずお読みください) 


お手入れ • 内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 



A\ 

② 

自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理•改造を行ったりしない 
でください。装置が正常に動作しなくなるばがりでなく、感電や火災の危険がありま 
す。 


リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取り外さない 

A A 

卷⑭ 

本装置内部にはリチウムパッテリが取り付けられています（オプションデパイスの中 
にはリチウムバッテリやニッケル水素パッテリを搭載したものもあります）。パッテ 
リを取り外さないでください。リチウムパッテリやニッケル水素パッテリは火を近づ 
けたり、水に浸けたりすると爆発するおそれがあります。 

また、パッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分解•交 
換•充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 


プラグを差し込んだまま取り扱わない 


お手入れや本装置内蔵用オプションの取り付け/取り外し、装置内ケープルの取り付 
け/取り外しは、本装置の電源を〇 FF にして、電源プラグをコンセントから抜いて 
行ってください。たとえ電源を OFF にしても、電源コードを接続したまま装置内の 
部品に触ると感電するおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってくだ 
さい。ぼこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれ 
があります。 


△注意 


局^ n 汪思 

A 

本装置の電源を OFF にした直後は、内蔵型のハードディスクドライプなどをはじめ 
装置内の部品が高温になっています。十分に)令めたことを確認してから取り付け/取 
り外しを行ってください。 

A 

中途半端に取り付けない 

電源ケープルやインタフェースケープル、ボードは確実に取り付けてください。中途 
半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発火の原因となるおそれがあります。 


感電注意 

A 

本装置の泠却ファン、八ードディスクドライプ、および電源ユニット （2 台搭載時の 
み）はホ'ソトスワップに対応しています。通電中に部品の交換をする際は、内部の部 
品の端子部分などに触れて感電しないよろ十分注意して<ださい。 




















使用上のご注意(必ずお読みください ） xi 


運用中の注意事項 


警告 


ラックから引き出したままや取り外したまま使用しない 

本装置をラックから引き出したり、ラックから取り外したりしないでください。装置 
が正しく動作しなくなるばかりでなく、ラックから外れてけがをするおそれがありま 
す0 


雷がなったら触らない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントがら抜いてください。また電源ブラ 
グを抜く前に、雷が鳴りだしたら、ケープル類も含めて装置には触れないでくださ 
い。火災や感電の原因となります。 


ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が装置内部に 
入って火災や感電の原因となります。 

光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

引き出したトレーの間からほこりが入り誤動作を起こすおそれがあります。また、卜 
レーにぶつかりけがをするおそれがあります。 

装置の上にものを載せない 

本体がラックから外れて周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 

巻き込み注意 

本装置の動作中は背面にある冷却ファンの部分に手や髪の毛を近づけないでくださ 
し、手をはさまれたり、手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをする 
おそれがあります。 

















xii 使用上のご注意(必ずお読みください) 


警告ラベルについて 


本体内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラペルが表示されています（警告ラペルは本 
体に印刷されているか、貼り付けられている場合があります）。これは本体を取り扱う際、考 
えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです（ラペルをはがしたり、塗り 
つぶしたり、汚したりしないでください）。もしこのラペルが貼り付けられていない、はがれ 
かかっている、汚れている、本体に印刷されていないなどしているときは販売店にご連絡くだ 
さい。 


装置外観 


△注意 CAUTION /\^\ 

• 高温になるコンポーネントがあります。十分に冷えてから触れるようにしてください。 

• 電源を切ってもパッテリで稼動している部分があります。保守をするまえに各々の 
コンポーネントの取り扱い説明書をお読みください。 

• As some components may become very hot bunng system operation,give ample time to allow cooling as well as use 
precaution when handling internal components immediately after powering down. • Some internal components may still 
be operational on battery power. Refer to instruction manuals for this system as well as options prior to maintenance. 

-有的部件可能会达到高温。请注意待其冷却之后再接触。 

• 有的部件即使切断电源仍然使用电池在运转。进行设备维护前， 

请事先阅读各部件相关的说明书。 ^ 






△注意 CAUTION 


オプションの 取 付け、 取 外し時は 電源 プラグをコンセントから抜き、外部 装置と 接続している ケ-ブルを 外して下さい。 
Disconnect all AC power cords from both system A 

and external peripherals prior to oA 

installing/removing options. 

进行可选配件的安装和拆卸时，请先把电源插头从插座中拔出，并取下与外部设备连接着的线缆 . 

ネジは本体内部へ落とさない様、十分ご注意下さい。 A 

Do not drop any screws inside the system. ZlA 

请一定注意不要把蝈丝掉落在主机内部。 

ポ-ド及び オプション機器の接続の際は、 必ずユ-ザ-ズ ガイドを参照し、正しく接続して下さい。 ル 
誤った 蹦 は、 鹕ゃ嫂 の 願と なります。 ^ 

Refer to the "User's Guide" when option board or peripherals are 
installed. Incorrect installations may resuit in damage to the system 

对板卡以及可选设备进行连接时，请务必参照 " 用户指南 ' 正确进行连接 . 

如果错误连接，可能会导致故障或火灾的发生 . 

指をはさんだり、ぶつけたりしないように注意して下さい。 ^ ^ 

To avoid the risk of personal injury, 

be careful when accessing the inside of the system. 

请小心不要夹住或碰伤手指。 

装置の持ち上げ、移動の際は、装置の底面をしっかり持って持ち上げて 下さい。/^ 
Firmly hold the bottom of the system wnen required 
to lift and carry the system. 

抬起或移动设备吋 , 请注意托稳设备底部。 

243-201192-001 -A-1 irf HY -80 









A 重量物注意 

/!\ WARNING： 
ムニ ^ HEAVY ITEM 

注意重物 


ぎっくり腰や落下事故防止 
のため移動のさいは 2 人 
,_, « 以上で行つて下さい。 

I18KGSI ン 

overtW^V ^ 0 avo id the risk of 
^^personal injury or 
\ damage to the unit , 
move the unit with 

at least two or 
more people . 

为了防止腰肌受损以及物体 
失手落下，移动设备时请一 
定由 2 个人以上进行。 

243-201192-001- A -1 a HY -80 





















































使用上のご注意（必ずお m みください) 


装置内部 


CAUTION PCI ポ-ドの取りつけ時は、装置のユ-ザ-ズガイドの該当箇所をよぐ読んで実施して下さい。 

It may have broken a connector.Read the corresponding part of tne USER'S GUIDE when installing or removing PCI board . 
PCI 板卡插拔吋，请务必仔细阅读“用户指南”的有关说明之后，再进行操作。否则可能会导致接头的损坏。 




サボートバーを取り外す際は、サボートバーを手で押さえてネジを外して下さい。 

A 〉 主意 

( サボートバーか浮き上かり、ネジを紛失する恐れかあります。） 

CPU 增設時はブ CDt ッサタクトの実装状髂について User’ sGuide を必す衮照して下さい。 

/f\ 

Firmly hold the support bar and loosen the screws when removing the support bar. 

^ CAUTION 

Read the corresponding part of the USER'S GUIDE when Installing or removing CPU. 

在处理帮助棒的时候 , 请紧紧接着进行作业。 


当増加 CPU 的时候，请必须参考用户指南。 . 


xiii 




































































































































xiv 使用上のご注意(必ずお読みください) 


取り扱い上のご注意 


本装置を正しく動作させるために次に示す注意事項をお守りください。これらの注意を無視し 
た取り扱いをすると本装置の誤動作や故障の原因となります。 

• AC 入力電圧が10 0 V のコンセントに添付の電源コードを接続してください。 

• 周辺機器へのケープルの接続/取り外しは本体の電源を OFR こなっていることを確認し、 
電源コードをコンセントから外した後に行ってください。 

• 電源の OFF やフ□ツビーディスクの取り出しは、本体のアクセスランプが消灯している 
のを確認してから行ってください。 

參本体の電源コードをコンセントに接続した後、30秒間は本体の電源を ON にしないでく 
ださい。 

• 本体の電源 ON 後 、 POSKPower On Self - Test ) 終了までは電源を OFF にしないでくださ 
い。 

• 本体の電源を一度 OFF した後、再び ON にするときは30秒以上経過してからにしてくだ 
さい。 

• 電源コードをコンセントから抜いた後、再び接続するまでは30秒ほど時間を空けて<だ 
さい。 

參本体を移動する前に電源を 0 FR こして、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

• 定期的に本体を清掃してください（清掃は7章で説明しています)。定期的な清掃はさま 
ざまな故障を未然に防ぐ効果があります。 

• 落雷等が原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この対策として無停電電源装 
置等を使用することをお勧めします。 

• 規格に準拠しない「コピーガード付き DVD / CD 」 などのディスクにつきましては、 
DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• オプションは本体に取り付けられるものであること、また接続できるものであることを 
確認してください。たとえ本体に取り付けや接続ができても正常に動作しないばかり 
か、本体が故障することがあります。 

• 次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認•調整をしてください。 

-装置の輸送後 

一装置の保管後 

一装置の動作を保証する環境条件（温度： 10 T ： 〜 35 X ： • 湿度： 20%〜80%)か6外 
れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要 
求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーパ （ NTP サーパ）などを利用 
して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お 
買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 






使用上のご注意(必ずお読みください ）XV 


• 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を保てる場所に保 
管することをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：- 10 T ： 〜 55 X ：、 湿度： 20%〜809 6) を 
守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 

• 本装置、内蔵型のオプション機器、パックアップ装置にセットするメディア（テープ 
カートリッジ）などは、寒い場所から暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、その 
まま使用すると誤作動や故障の原因となります。保管した大切なデータや資産を守るた 
めにも、使用環境に十分になじませてからお使いください。 

参考： 冬季（室温と10度以上の気温差）の結露防止に有効な時間 

ディスク装置：約2〜3時闇 
メディア： 約1日 

• オプションは弊社の純正品をお使いになることをお勧めします。他社製のメモリやハー 
ドディスウドライプには本装置に対応したものもありますが、これらの製品が原因と 
なって起きた故障や破損については保証期間中でも有償修理となります。 



本装置の保守に関して専門的な知識を持つ保守員による定期的な診断 • 保守 
サービスを用意しています。 

本装置をいつまでもよい状態でお使いになるためにも、保守サービス会社と定 
期保守サービスを契約されることをお勧めします。 


• 本装置のそばでは携帯電話や PHS 、 ポケットペルの電源を OFF にしておいてください。 
電波による誤動作の原因となります。 




XVI はじめに 


はじめに 

このたびは、 NEC の InterSec シリーズをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 

本製品は、インターネットビジネスに欠かせないファイアウォール機能、プロキシ機能、メー 
ルサービス、 Web サービス、ウィルスチェック機能、□ー ドパランサ機能など、各機能をそ 
れぞれの専用ハードウェアに集約した NEC の InterSec シリーズの1つです。 

コンパクトなボディに高性能と容易性を凝縮し、堅牢なセキュリティ機能が安全で高速なネッ 
トワーク環境を提供いたします。 

また、セットアップのわずらわしさをまったく感じさせない専用のセットアッププ□グラムや 
マネージメントアプリケーシヨンは、お客様の一元管理の元でさらに細やかで高度なサービス 
を提供します。 

本製品の持つ機能を最大限に引き出すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、 
装置の取り扱いを十分にご理解ください。 



本書について XVII 


本書について 

本書は、本製品を正しくセットアップし、使用できるようにするための手引きです。セット 
アップを行うときや日常使用する上で、わからないことや具合の悪いことが起きたときは、取 
り扱い上の安全性を含めてご利用ください。 

本書は常に本体のそばに置いていつでも見られるようにしてください。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわる注意記号の他に3種類の記号を使用しています。これら 
の記号と意味をご理解になり、装置を正しくお取り扱いください。 


p-O 

mm 

装置の取り扱いや、ソフトウェアの操作で守らなければならない事柄や特に 
注意をすべき点を示します。 

1チェック1 

装置やソフトウェアを操作する上で確認をしておく必要がある点を示しま 
す。 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


本書の再入手に〇いて 


ユーザーズガイドは、 InterSec シリーズのホームページから夕'ウン□ー ドすることができま 
す。 


http://nec8.com/ 











xviii 本書について 


本書の構成に〇いて 


本書は7つの章から構成されています。それぞれの章では次のような説 B 月が記載されていま 
す。なお、巻末には付録 • 用語解説 • 索引があります。必要に応じてご活用ください。 


「使用上のご注意」をはじめにご覧ください 

本編をお読みになる前に必ず本書の巻頭に記載されている「使用上のご注意」 
をお読みください。「使用上のご注意」では、本装置を安全に、正しくお使い 
になるために大切な注意事項が記載されています。 


第1章 InterSec シリーズについて 

本製品の特長や添付のソフトウェアについて説明します。 

第2章八ードウェアの取り扱いと操作 

本体の設置や接続、各部の名称などシステムのセットアップを始める前や運用時に知っ 
ておいていただきたい基本的なことがらについて説明しています。 

第3章システムのセットアップ 

専用ツールによるセットアップなど装置を使用できるまでの作業と注意事項を説明しま 
す。再セットアップの方法についても説明しています。 

第4章システムの管理 

クライアントマシンから Web ブラウザを使って本装置にアクセスする方法や Web ブラウ 
ザ上に表示される 「Management Console 」 を使ったシステムの設定や状態のチェック 
の方法について説明します。 

第5章保守•管理ソフトウェア 

本体に添付の 「EXPRESSBUILDER DVD 」 の使い方と DVD にあるツールやアプリケーショ 
ンの使用方法について説玥します。また、本体添付の 「EXPRESSBUILDER DVD 」 およ 
び「パックアップ DVD - ROM 」 にそれぞれ収納されている 「 ESMPRO / ServerManager 」 
と 「 ESMPRO / ServerAgent 」 の使用方法については、それぞれの DVD に格納されている 
オンラインドキュメントをご覧ください。 

第6章システムの拡張とコンフィグレーション 

内蔵オプションの取り付け/取り外し方法と、 BIOS の設定内容の確認と変更方法などに 
ついて説明します。 

第7章故障かな？と思ったときは 


「故障かな？」と思ったときは、装置の故障を疑う前に参照してください。また、この章 
では故障を未然に防ぐための保守のしかたや InterSec シリーズをご利用のお客様に提供 
しているサービスについても紹介しています。 






付属品の確 eS XIX 


付属品の確認 

梱包箱の中には、本体以外にいろいろな付属品が入っています。添付の構成品表を参照してす 
ベてがそろっていることを確認し、それぞれ点検してください。万一足りないものや損傷して 
いるものがある場合は、販売店に連絡してください。 



付属品について 

• 添付品はセットアップをするときやオプションの増設、装置が故障した 
ときに必要となりますので大切に保管してください。 

參 フ□ッピーディスクが添付されている場合は、フロッピーディスクの 
バックアップをとってください。また、添付のディスクをマスタディス 
クとして大切に保管し、バックアップディスクを使用してください。 

參添付のフ□ッピーディスクまたは DVD などの媒体は使用方法を誤ると 
お客様のシステム環境を変更してしまうおそれがあります。使用につい 
てご不明な点がある場合は、無理な操作をせずにお買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 

• 本製品のセキュリティ機能を提供するメカニカルロックキー（セキュリ 
ティキー）は、紛失や盗難などがないよう大切に保管してください。 




XX 第三者への譲渡について 


第三者への譲渡について 


本体または、本体に添付されているものを第三者に譲渡（または売却）するときは、次の注意 
を守ってください。 

• 本体について 

本装置を第三者へ譲渡（または売却）する場合には、付属品も一緒にお渡しください。 

八ー ドディスクドライブ内のデータについて 

譲渡する装置内に搭載されている八ードディスクドライブに保存されている 
大切なデータ（例えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩するこ 
とのないようにお客様の責任において確実に処分してください。 

オペレーティングシステムのコマンドなどを使用して削除すると、見た目は消 
去されたように見えますが、実際のデータは八ードディスクドライブに書き込 
まれたままの状態にあります。完全に消去されていないデータは、特殊なソフ 
トウェアにより復元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償）また 
はサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強くお勧めしま 
す。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社にお問い合わせください。 

なお、データの処分をしないまま、譲渡（または売却）し、大切なデータが漏 
洩された場合、その責任は負いかねます。 


• 添付のソフトウェアについて 

本装置に添付のソフトウェアを第三者に譲渡（売却）する場合には、以下の条件を満た 
す必要があります。 

- 添付されているすべてのものを譲渡し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこ 
と 

- 各ソフトウェアに添付されている『ソフトウェアのご使用条件』の譲渡、移転に関 
する条件を満たすこと 

一譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、インストールした装置か 
6削除した後、譲渡すること 






消耗品-装置の廃棄について XXI 


消耗品 • 装置の廃棄について 

• 本体、およびハードディスクドライブ、フロッピーディスク、 DVD / CD - ROM などの 
ディ スクやオプシヨンのボードなどの廃棄については各自治体の廃棄ルールに従ってく 
ださい。また、本製品に添付の電源コードも他の製品への転用を防ぐために本体といっ 
しょに廃棄してください。詳しくは、各自治体へお問い合わせください。 


• 本体の部品の中には、寿命により交換が必要なものがあります0令却ファン、装置内蔵 
のバッテリ、内蔵光ディスクドライブ、フロッピーディスクドライブなど)。装置を安 
定して稼働させるために、これらの部品を定期的に交換することをお勧めします。交換 
や寿命については、お買い求めの販売店または保守サービス会社にご連絡ください。 


拳 本体のマザーポード上にあるバッテリの廃棄（および交換）については 

お買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 

參 八ードディスクドライブやバックアップデータカートリッジ、フロッ 

ピーディスク、その他書き込み可能なメディア （CD-R/CD-RW など） 
に保存されているデータは、第三者によって復元や再生、再利用されな 
し、ようお客様の責任において確実に処分してから廃棄してくださし、。個 
人のプライバシーや企業の機密情報を保護するために十分な配慮が必要 
です。 


警告 


A A 

'(g) 


リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素パッテリを取り外さない 

本装置内部にはリチウムパッテリが取り付けられています（オプションデパイスの中 
にはリチウムパッテリやニッカドパッテリ、ニッケル水素パッテリを搭載したものも 
あります）。パッテリを取り外さないでください。リチウムパッテリやニッカドパッ 
テリ、ニッケル水素パッテリは火に近づけたり、水に浸けたりすると爆発するおそれ 
があります。 

また、パッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分解•交 
換 • 充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

その他、オプションボードに搭載されているパッテリの位置についてはオプション 
ボードに添付の説明書を参照してください。 
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xxviii ユーザー登録をしましょう！ /オンラインドキュメントについて 


-ユーザー登録をしましよう！- 

弊社では、製品ご購入のお客様に 「Club Express 会員」への登録をご案内しております。 
Club Express のインタ ー ネットホームぺ ー ジにてご登録ください。 

http://club.express.nec.co.jp/ 


6客择登録- Microsoft Internet Explorer P 同® 



「Club Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる 
上で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club 
Express のインターネットホームページにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 


-オンラインドキュメントについて- 

添付の 「EXPRESSBUILDER DVD 」 には次のオンラインドキュメントが収められています。 
必要に応じて参照してください。 

• ESMPRO/ServerManager Ve 「.4.3 インストレーシヨンガイド 

• Universal RAID Utility (Linux 版）ユーザーズガイド 

• DianaScope オンラインドキュメント 

添付の「バックアップ DVD - ROM 」 にはオンラインドキュメントとして 「 ESMPR 0/ 
ServerAgent ( Linux 版） Ve 「.4.2」 のユーザーズガイドが収められています。必要に応じて 
参照してください。 

バックアップ DVD - ROM :/ nec / doc / 500 / esmp 「 o . sa / users _ v 4 Zpdf 

また、プリインス I ルされている lnte 「 Safe ( ICAP 版)について InterSafe のドキュメントも 
格納されています。必要に応じて参照ください。なお、 lnte 「 Safe ( ICAP 版)の使用にはライ 
センスの追加が必要です。 

バックアップ DVD - ROM :/ nec / doc / inte 「 safe / lnterSafev 60 Admin.pdf 

lnterSafev 60 QuickGuide.pdf 

LogLyzerv 60 Admin.pdf 
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NEC Express 5800 シリーズ 
InterSec 

Express 5800 /CS500f 


InterSec シリーズについて 

本製品や添付のソフトウェアの特長や導入の際に知っておいていただきたい事柄について説 
明します。 



InterSec シリーズとは （2 ページ） 

InterSec シリーズの紹介と製品の特長.機能について説明しています。 

機能と特長 （4 ページ） 

本製品の機能と特長について説明します。 

添付のディスクについて （9 ページ） 

本体に添付のディスクの紹介とその説明です。 





2 InterSec シリーズとは 


InterSec シリーズとは 


お客様の運用目的に特化した設計で、必要のないサービス/機能を省き、セキュリティホール 
の可能性を低減し、インターネットおよびイントラネットの構築時に不可欠なセキュリティに 
ついて考慮して設計されたインターネットセキュリティ製品です。 




1台のラ、ソウにそれぞれの機能を持つ装置を搭載 
(クラスタ構成可能） 


InterSec シリーズの主な特長と利点は次のとおりです。 


• 運用性 

運用を容易にする管理ツールを提供します。 

• クイックスタート 

Web ペースの専用設定ツールを標準装備。短時間（約5分）で初期設定を完了します。 


• 高い信頼性 

単体ユニットに閉じた動作環境で単機能を動作させるために、障害発生の影響は個々の 
ユニットに抑えられます。また、絞り込まれた機能のみが動作するため、万一の障害発 
生時の原因の絞り込みが容易です。 

• 高い拡張性 

専用機として、機能ごとに単体ユニットで動作させているために用途に応じた機能拡張 
が容易に可能です。また、複数ユニットでウラスタ構成にすることによりシステムを拡 
張していくことができます。 

• コストパフオーマンスの向上 

運用目的への最適なチューニングが行えるため、単機能の動作において高い性能を確保 
できます。また、単機能動作に必要な環境のみ提供できるため、余剰スペックがなく低 
コスト化が実現されます。 


* 管理の容易性 

環境設定や運用時における管理情報など、単機能が動作するために必要な設定のみです。 
そのため、導入 • 運用管理が容易に行えます。 
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InterSec シリーズには、目的や用途に応じて次のモデルが用意されています。 

• CS シリーズ（プロキシ） 

Web アクセス要求におけるプロキシでのヒット率の向上（フォワードプロキシ ）、 Web 
サーバの負荷軽減•コンテンツ保護（リパースプロキシ）を目的とした装置です。 

• MW シリーズ（メール/ WEB ) 

Web や FTP のサービスやインターネットを利用した電子メールの送受信や制御などイン 
ターネットで必要となるサービスを提供する装置です。 

• LB シリーズ （□— ドバランサ） 

複数台の Web サーバへのトラフィック（要求）を整理し、負荷分散によるレスポンスの 
向上を目的とした装置です。 

• VC シリーズ（ウィルスチェック） 

インターネット経由で受け渡しされるファイル（電子メール添付のファイルや Web/FTP 
でダウン□ー ドしたファイル）から各種ウィルスを検出/除去し、オフィスへのウィルス 
侵入、外部へのウィルス流出を防ぐことを目的とした装置です。 



4 機能と特長 


機能と特長 

本装置は、社内から外部 Web サーバへのアクセスをより効率化するフォワードキャッシュと、 
WWW サーバの前段に設置し、 WWW サーバの負荷軽減 • コンテンツの保護を行ラリバース 
キャッシュの機能を共にサポートします。運用管理ツール （ Web ブラウザペース）やレポー 
卜機能を標準で装備し TCO 削減にも役立ちます。ストリーミングキャッシュ機能（オプシヨ 
ン）をサポートしています。 



Web コンテンツ 

( HTML ファイルや画像ファイル) 





Web サーバ 


コンテンツをキャッシング（保存) 


キャッシュされた 
データを共有 


ネットワーククライアント 
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• フォワードキャッシュ機能 

クライアント側に Proxy サーパと新規/置換/併設して設置することにより、高性能キャッ 
シュ機能を活かし、アクセスされたコンテンツを自動的に保存（キャッシュ）/再利用し 
て、素早いレスポンスの提供と、回線コスト&トラフィックを軽減/削減します。 



• リバースキャッシュ機能 

Web サーパ側の前段に設置しアクセス受付を代理させることで、高性能キャッシュ機能 
を活かし、コンテンツを自動でコピー保存（キャッシュ）し、複数台分の Web サーパと 
同じインターネットアクセス量を受け付けます。 















































































6 機能と特長 


• スト u —ミングキャッシュ機能 

ストリーミングキャッシュ機能を持った、 RealNetworks 社 （ http :// www . jp . realnetworks . com /) 
「 HelixServer 」 または 「Helix Proxy 」 をオプションでサポートします。 


— フォワードキヤッシュ機能 



— リバースキャッシュ機能 



※ HTTP プロトコルを使用してストリーミンク 4 コンテンツを参照するだけであれば、 CS 単体で対応可能です。 Helix は、 
RTSP、MMS などのストリーミングプロトコルを使用したコンテンツの参照や、コンテンツのキャッシュを行いた 
い場合にご購入ください。 


運用管理機能 

単純な導入であれば30分で可能（①設定ディスク 
をセットして、②電源を〇 N にするだけ）。管理ツー 
ルも Web ブラウザ経由で GUI 化されています。 
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• 統計情報表示機能 


アクセス□グを解析し、 
式で表示します。また、 
ン□ー ドスケジュール、 
うことも可能です。 


統計情報をグラフ • 表形 
この統計情報を元にダウ 
アクセス制限の指定を行 



• スケジュールダウンロード機能 


よく参照されるページをあらかじめ指定時刻にダ 
ウンロードし、キャッシュに格納しておくことが 
可能です。 



• IP フィルタ U ング機能 


プロキシ機能を利用するクライアントを IP アドレ 
スで制限し、部外者の不正な利用を防ぎます。 


123.123 .123. 123 



• URL フィルタリング機能 


フィルタ機能を利用すると、有害な Web などへの 
アクセスを制限します。 



また、 L 4 スイッチを導入し、 CS に透過プロキシ設定を行うことで、クライアントは、プ□キ 
シの設定をする必要がなくなります。 




































































サーバ 管理 


本体のハードウエアの状態を管理するために 「 ESMPRO / ServerAgent 」 がプリインス 
卜ールされています。必要に応じて起動•設定してください。 「 ESMPRO / ServerAgent 」 
は本体の稼動状況などを監視するとともに万一の障害発生時 「 ESMPRO / 
ServerManager 」 と連携してただちに管理者へ通報します。 ESMPRO / ServerAgent を 
インストールした場合、データビューアの項目ごとの機能可否は次の表のとおりです。 


機能可否表 


機能名 

可否 

機能概要 

ハードウエア 


〇 

ハードウエアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリパンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

I/O デパイス 

〇 

I /〇デパイス（シリアルポート、キーボード、マウス、ビ 
デオ）の情報参照をする機能です。 

システム環境 


〇 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能で 
す。 


温度 

〇 

筐体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

筐体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

〇 

電源ユニツトを監視する機能です。 


ドア 

〇 

Chassis Intrusion (筐体のカパー/ドアの開閉）を監視す 
る機能です。 

ソフトウェア 

〇 

サービス、ドライパ、〇 S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネツトワーク (LAN) に関する情報参照やバケツト監視を 
する機能です。 

拡張パスデバイス 

X 

拡張バスデパイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□— カルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の MB 項目の値 
を監視する機能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライプなどのストレージ機器やコント 
□—ラを監視する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能で 
す。 

ディスクアレイ 


〇 

ディスクアレイコント□ーラを監視する機能です。 

Windows 版 ESMPRO/ServerAgent の機能とは一部異な 
ります。 

障害通報機能のみのサポートです。 




※別途、ディスクアレイコント□—ラの RAID システム監 
視ユーティリティが必要です。 

その他 


〇 

Watch Dog Timer による〇 S ストール監視をする機能で 
す。 



〇 

〇 S STOP エラー発生後の通報処理を行ろ機能です。 


〇：サポート△:—部サポート x :未サポート 
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添付のディスクについて 

本装置にはセットアップや保守 • 管理の際に使用するフロッピーディスクや DVD などの媒体 
が添付されています。ここでは、これらのディスクに格納されているソフトウエアやディスク 
の用途について説明します。 


添付のフロッピーディスクや DVD などの媒体は、システムのセットアップが 
完了した後でも、システムの再セットアップやシステムの保守•管理の際に使 
用する場合があります。なくさないように大切に保存しておいてください。 


• パックアップ DVD-ROM 

システムのパックアップとなる DVD - ROM です。 

再セットアップの際は、この DVD - ROM と添付の「インストール/初期導入設定用ディス 
ウ」を使用してインス!'ールします。詳細は3章を参照してください。 

パックアップ DVD - ROM には、システムのセットアップに必要なソフトウェアや各種モ 
ジュールの他にシステムの管理•監視をするための専用のアプリケーション 「 ESMPRO / 
ServerAgentJ が格納されています。システムに備わった RAS 機能を十分に発揮させる 
ためにぜひお使いください。 

• EXPRESS 巳 UILDER DVD 

本体装置の保守 • 管理などにおいて使用するメディアです。 

このメディアには次のようなソフトウェアが格納されています。 

- EXPRESSBUILDER 

シームレスセットアップから RAID を構築したり、システム診断やオフライン保守 
ユーティリティなどの保守ツールを起動したりするときに使用します。詳細は5章を 
参照してください。 

— DianaScope 

システムが立ち上がらないようなときに、リモート ( LAN 接続または RS -232 C ケー 
ブルによるダイレウト接続)で管理 PC から本装置を管理する時に使用するソフト 
ウェアです。詳細は5章を参照してください。 

— ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO / ServerAgent がインストールされたコンピュータを管理します。詳細は 
EXPRESSBUILDER DVD 内のオンラインドキュメントを参照してください。 

• インストール/初期導入設定用ディスク（フロッピーディスク） 

セットアップ、再インストール時に使用する初期導入設定情報を書き込みます。設定情 
報の作成や変更を行ラ「初期導入設定ツール」も含まれています。 





NEC Express 5800 シリーズ 
InterSec 

Express5800/CS500f 



八ードウエアの取り扱いと操作 


本体の設置や接続、各部の名称などシステムのセットアップを始める前や運用時に知っておい 
ていただきたい基本的なことがらについて説明します。 

設置 （12 ページ） 

本体の設置手順について説明します。 

各部の名称と機能 （22 ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

接続について （33 ページ） 

本体にケープルを接続する際の注意事項を記載します。 

基本的な操作 （36 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびフロッピーディスウや DVD などの媒体のセッ 
卜方法などについて説明しています。 
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本装置は EIA 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 


ラックの設置 


ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合 
わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
るまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定以外の場所で使用しない 
• アース線をガス管につながない 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 荷重が集中してしまうような設置はしない 


• 1人で部品の取り付けをしない•ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 定格電源を越える配線をしない 

• 腐食性ガスの発生する環境で使用しない 


次の条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き出せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生する場所。 
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• 腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど）の 
存在する場所。また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分（塩化ナトリウムや硫黄な 
ど）や導電性の金属などが含まれている場所。 

• 薬品類の近くや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ウ 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近く（電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行 つてく ださい）。 


ラック内部の温度上昇とエアフローについて 

ran 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、 
ラック内部の温度が各装置から発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 (10° C ~35° C ) を超え、誤動作をしてしまうおそれがあります。運用中に 
ラック内部の温度が保証範囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
口一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面から吸気し、背面へ排気します。 
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ラックへの取り付け/ラックか！5の取り外し 


本装置をラックに取り付けます（取り外し手順についても説明しています)。 





装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所に設置しない 



△注意 



AA 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• カバーを外したまま取り付けしない 
拳指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け手順 

本装置は弊社製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 


• ラック搭載前の準備 


装置運搬時の脱落防止のために、工場 
出荷時にスライドレールは左右ともに 
背面側と側面がテープで固定されてい 
ます。ラックへ取り付ける前に、テー 
プをはがしてください。 



テープ 
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• レールアセンブリの取り外し 


本体左右に取り付けられているスライ 
ド式のレールを取り外します。 


本体前面にあるロック解除ポタンを押 
しながら、レールを持ってゆっくりと 
装置後方へスライドさせてください。 


しばらくすると、「カチッ」とロックさ 
れます。本体側面にあるレリーズレ 
バー（白色）を矢印の方向に引き、□ッ 
クを解除しながら本体から取り外しま 
す0 




引き出してください。 


レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態になります。 



イン ナーレー ル 














取り外したレールアセンブリは、レ 
パーを押しながら矢印方向へ動かし、 
もとに戻してください。 



• レールアセンブリは、取り外したインナーレールに再度取り付けます。 

• レノ （ 一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 


レールアセンブリの取り付け 


レールアセンブリの四角い突起を、19 
インチラックの角穴に入れて取り付け 
ます。この時に「カチッ」と音がして、 
□ックされたことを確認してくださ 
い。 

右図は右側（前面）を示していますが、 
右側（背面）、左側（前面/背面）も同 
様に取り付けてください。 

もう一方のレールを取り付ける時、す 
でに取り付けているレールアセンブリ 
と同じ高さに取り付けることを確認し 
てください。 





前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 


^ レールアセンブリが確実にロックされて脱落しないことを確認してください。 
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• 本体の取り付け 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 



1. 左右のレールアセンブリのスライ 
ドレールを□ックされるまで引き 
出す。 




エック1 



2. 2人以上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラッウに取り付けたレールアセン 
プリに確実に差し込んでからゆっ 
くりと静かに押し込みます。 








































途中で本装置が□ックされたら、 
側面にあるレリーズレバー（青色 
のレバーが左右にあります）を手 
前または、奥に押しながらゆつく 
りと押し込みます。 

完全に装置を押し込むと装置前面 
のロックがかかり装置を固定でき 
ます。 






參 レノ (一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 

參 差し込む時、インナーレールの両側をまつすぐ挿入してください。 

參設置時は、左右のツマミを持ってゆっくりと確認しながら取り付けてく 
ださい。 



參 初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに 
強しヽ摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 

參 差し込みが不完全ですと、片側のレールが押し込み時に途中で止まるこ 
とがあります。その場合一度装置をロックがかかるまで完全に手前に引 
き出してください。左右のロックが完全にかかったのを確認してから、 
その後左右のロックを解除させて再び装置を押し込んでください。 


本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


^ • ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と 

本装置の筐体が干渉していないことを確認してください。もし干渉して 
いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直してください。 

參 スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールがラッ 
クのフレームにあたり、引き出せない場合は、スライドレールを取り付 
け直してください。 
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• フロントべゼルの取り付け 


フロン トぺゼルの左端のタブを本体の 
フレームに 引っかけるようにしながら 
取り付けます。 



取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。 


A 注意 


A\A\ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 1人で取り付け • 取り外しをしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックが不安定な状態でデノ（イスをラックから引き出さない 
春複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

參動作中に装置をラックから引き出さない 


1 . 本装置の電源が OFF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. セキュリティロックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

3. < オプシヨンのケーブルアームを 
取り付けている場合のみ> 
ケーブルアームを本装置から取り 
外す。 



セキュリティキース□ット 
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4. 本装置前面の左右にあるロック解 
除ポタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

r カチツ」と音がしてラッチされま 
す。 



5. 左右のレリーズレバー（青色）を 
手前または奥に押して、ロックを 
解除しながらゆっくりとラックか 
ら引ぎ出す。 



胃"〇 装置を引き出した状態で、弓 I き出した装置の上部から荷重をかけないでくださ 
し、装置が落下するおそれがあり、危険です。 


6. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 



• 複数名で装置の底面を支えながらゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• レノ (一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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7. レールアセンブリを取り外す場合 
はレバーを押しながらレールを矢 
印方向に弓 I いて外してください。 
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各部の名称と機能 


本装置の各部の名称を次に示します。ここで説玥していない部品は本製品では使用しません。 




(1) フロントべゼル 

日常の運用時に前面のデパイス類と本体上面部の 
ドライプカバーを保護するカバー。添付のセキュ 
リティキーで□ックすることができる （—36 ペー 
ジ)。 

(2) キースロット 

フロントぺゼルのロックを解除するセキュリティ 
キーの差し口 （—36 ページ)。 

(3) STATUS ランプ（緑色/アンバー色） 

本装置の状態を表示するランプ （—28 ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点灯する。異常が 
起きるとアンパー色に点灯または点滅する。 

(4) ACT ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯する （—29 ページ)。括弧数字の後の数字は 
「1」が LAN ポ ーM 用で、「2」が LAN ポート2用 
を示す。 


(5) DISK ACCESS ランプ（緑色/アンバー 
色） 

内蔵のハードディスクドライプにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。内蔵のハードディスク 
ドライプのうち、いずれか1つでも故障するとア 
ンバー色に点灯する （—29 ページ)。 

(6) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する （—28 ぺ一 
ジ)。 

(7) U 旧ランプ（青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する。ソフト 
ウェアがらのコマンドによっても点灯または点滅 
する。 






























ハードウェアの取り扱いと操作 23 


( 10 ) 



(1)(2)-0 (2)-1 (2)-2 (3) (2)-3 (2)-4 (2)-5 


^1 ' 


(4)-2 


⑷ -3 ⑷- 



(6)-1 ⑹ -2 (6)-3 (5) 




； 


(1) ハンドル（左右に1個ずつ） 

ラックからの引き出しやラックへ収納するときに 
持つ部分。 

(2) 八ードディスクドライブベイ 

ハードディスクドライプを搭載するペイ （—131 
ページ)。括弧数字のあとの数字は Port 番号を示 
す。標準構成では (2)-0 と (2)-1 にハードディスク 
ドライプが搭載されている。 

(3) DISK ランプ（緑色/アンバー色） 

ハードディスクドライプにあるランプ （—30 ペー 
ジ）。ハードディスクドライプにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。ハードディスクドライ 
プが故障するとアンパー色に点灯し、リビルド中 
は緑色とアンパー色に交互に点滅する （ RAID シ 
ステム時のみ）。 

(4) 光ディスクドライブ 

セットしたディスクの読み出しまたは書き込みを 
行ろ装置 （—41 ページ)。 

(4)-1 強制イジェクトホール 
(4)-2 ディスクアクセスランプ 
(4)-3 トレーイジェクトボタン 

(5) シリアルポート巳コネクタ （ COM 巳） 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—33 ぺージ)〇 

管理 PC 以外のシリアルインタフエース機器は接続 
しないでください。 


(6) 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ□ッピーディスクを揷入してデータ 
の書き込み/読み出しを行う装置 （—39 ぺージ） 
(6)-1 ディスクアクセスランプ 
(6)-2 ディスク揷入口 
(6)-3 イジエクトボタン 

(7) UID (ユニット ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを〇 N /0 FF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する （—38 ページ)。 
ソフトウエアからのコマンドによっても点灯また 
は点滅する。 

(8) POWER スイッチ 

電源を〇 N /0 FF にするスイッチ。一度押すと 
POWER ランプが点灯し、〇 N の状態になる。もろ 
一度押すと電源を 0 FR こする （—37 ぺージ)。4 
秒以上押し続けると強制的に電源を〇 FR こする 
(—232 ぺージ)〇 

※本装置はスリープ機能をサボートレていませ 
ん〇 

(9) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。 

(10) ランプ （6 個、前ページ参照） 


装置前面（フロントべゼルを取り外した状態) 



□onn1DDD2n 
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(13) (14) 


(13) 


(9) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。 

(10) UID (ユニット旧）スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを〇 N/OFF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する （—38 ページ)。 

(11) シリアルポート A コネクタ （ COMA ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(―33ぺージ 

なお、管理 PC などのコンソールの接続はシリア 
ルポート B のみ可能です （BIOS の設定が必要）。 
また、専用回線に直接接続することはできませ 
ん〇 

(12) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ （—31 ページ)。括弧数字の後 
の数字は「1」が LAN ポ ーM で「2」が LAN ポー 
卜2を示す。 

(13) Speed ランプ（アンバー色） 

LAN の転送速度を示すランプ （—32 ページ)。 

(14) LINK / ACT ランプ（緑色） 

l_AN のアクセス状態を示すランプ （—31 ペー 
ジ)。 

(15) 管理用ポート 

1 0OBASE-TX/1OBASE-T 対応の Ethernet コネク 
夕 （—31 ページ)。 



(14) (15) (13) 



(14) 


(1) □-プ□ファイル PCI ポード増設用スロット 

□—プ□ファイルタイプの PCI ボードを取り付け 
るスロット。上から 3C、2C、1C スロット。 

「3C」 に RAID コント□—ラ (N 8103 -117 相当内蔵 
) 標準実装 （—151 ぺージ)。 

(2) セットスクリュー 

ロジックカパーを固定するネジ。 

(3) フル八イト PCI ポード増設用スロット 

フルハイトタイプの PCI ボードを取り付けるス 
ロット （—151 ページ)。上から3巳、2巳、 1B ス 
□ット。 

(4) AC インレット 

電源コードを接続するソケット。 

(5) AC POWER ランプ 

電源コードから AC 電源を受電すると緑色に点滅 
し、装置の電源が ON されると緑色に点灯する 
(—32 ぺージ)〇 

(6) 電源ユニット（パワーサプライスロット 1) 
本装置に DC 電源を供給する装置。 

(7) 電源ユニット増設用スロット（パワーサブ 
ライスロット 2) 

オプションの電源 ユニッ トを取り付ける スロット 
(->137ページ)。標準の状態ではプランクカバー 
が取り付けられている。 

(8) UID ランプ（青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する。ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点滅する （—30 
ぺージ)〇 


装置背面 


( 1 ) 


( 2 ) 


(3) 




⑷ 
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装置外観 


( 2 ) 



(1) ドライブカバー 

(2) ロジックカバー 

(3) 光ディスクドライブ 

(4) フロッピーディスクドライブ 

(5) 八ードディスクドライブベイ 
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装置内部 


図はプロセッサダクトを省略しています。 


⑴ (2)-1 (2)-2 (3) ⑷ 



(1) バックブレーン 

(2) 冷却フアン 

(2)-1 FAN 1 
(2)-2 FAN 2 
(2)-3 FAN 3 
(2)-4 FAN 4 
(2)-5 FAN 5 (オプション) 
(2)-6 FAN 6 (オプション) 
(2)-7 FAN 7 (オプション) 
(2)-8 FAN8 (オプション) 

(3) サボートバー 


(4) 電源ユニット 

(5) マ ザ ーポー ド 

(6) ライザーカード 

(7) カバーオープンセンサ 

(8) RAID ポード 

RAID コント □— ラ (N 8103 -1 17相当内蔵)は 
「3C」 に標準搭載 （—151 ぺージ)。 

(9) DIMM (2 枚標準装備） 

(10) プロセッサ （ CPU 、 ヒートシンクの下に取 
り付けられている） 

(11) フロントパネルポード 
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(1) 電源コネクタ 

(2) 電源信号コネクタ 

(3) US 巳コネクタ 

(4) 未使用コネクタ 

(5) 冗長ファンジャンパ 

(6) 未使用ジャンパ 

(7) パスワードクリア用ジャンパスイッチ 
(—233 ページ） 

(8) CMOS メモリクリア用ジャンパスイッチ 
い233ページ） 

(9) リチウムバッテリ 

(10) PCI ライザーカード用コネクタ（フル八イ 
卜の ポー ド用） 

搭載可能なボードの仕様については 「PCI ボード 
(151 ページ)」を参照してください。 


(11) PCI ライザーカード用コネクタ（ロープロ 
ファイルのポード専用） 

搭載可能なボードの仕様については 「PCI ボード 
(151 ページ)」を参照してください。 

(12) DIMM (インターリーブタイプ用） 

ソケット（図の上のソケットから順番に DIMM 
#41、#42、#43、#11、#12、#13、#21、#22、 
#23、#31、#32、#33)。 

(13) プ□セッサ （ CPU ) ソケット 

(14) バックプレーンコネクタ 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意味は次のとおりです。 

POWER ランプ （ :f ) 

本体の電源が ON の圊、緑色に点灯しています。電源が本体に供給されていないときは消灯し 
ます。 


STATUS ランプ (A) 

ハードウェアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します。 STATUS ラン 
プが消灯しているときや、アンパー色に点灯/点滅しているときはハードウェアになんらかの 
異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 


两~〇 • ESMPRO をインストールしておくとエラーログを参照することで故障 
Bto の原因を確認することができます。 

• いつたん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャツトダウン 
処理ができる場合はシャツトダウン処理をして再起動してください。 
シャツトダウン処理ができない場合は、強制電源 OFF をするか （232 
ページ参照)、一度電源コードを抜き差しして再起動させてください。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
パイスを確認後、早急に交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復可能エラーが多発してい 
ます。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

電源を〇 N にしてください。 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU 内部エラーが発生した。 

( ERR ) 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
〇 N にし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を検出した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンパー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い0 

アンパー色に点滅 

冗長構成の電源でどちらか一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どちらが一方の電源ユニッ 
卜の故障を検出した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 


ファンアラームを検出した。 

ファンユニットが確実に接続されて 
いるが確認してください。それでも 
表示がかわらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡して<ださい。 


温度警告を検出した。 

内部ファンにホコリやチリが付着し 
ていないかどラか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


いずれかのハードディスクドライブ 
の故障を検出した。 

い0 


ACT ランプ（晶） 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアウセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 


DISK ACCESS ランプ （i) 

DISK ACCESS ランプはハードディスクドライプペイに取り付けられているハードディスク 
ドライプの状態を示します。 

ハードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

DISK ACCESS ランプがアンパー色に点灯している場合は、ハードディスクドライプに障害が 
起きたことを示します。故障したハードディスクドライブの状態はそれぞれのハードディスク 
ドライブにあるランプで確認できます。 
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UID ランプ ( UID ) 

このランプは1台のラックに複数台の装置を設置しているときに、 UID スイッチを押すと、装 
置前面および背面の UID ランプが青色に点灯し、保守をしようとしている装置を特定すること 
ができます。 UID ランプを消灯させるには UID ランプを再度、押してください。詳しくは ruiD 
スイッチ-本体の確認- (38 ページ)」を参照してください。 


ディスクアクセスランプ 

フロッピーディスウドライプと光ディスクドライプのディスクアクセスランプは、それぞれに 
セツトされているディスクにアクセスしているときに点灯します。 



リモート管理ソフトウエアなどからランプを点灯させることができます。 


八ードディスクドライブのランプ 


ハードディスクドライブペイに搭載される 
DISK ランプは表示状態によって意味が異な 
ります。 


• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアウセスし 
ていることを示します。 

• アンバー色に点灯 

RAID システムで論理ドライプを構成 
しているとき、取り付けているハード 
ディスクドライプが故障していること 
をボしま"5"。 



fAl RAID システムで論理ドライブ ( RAID 5) を構成している場合は、1台のハード 
lr |7 H ディスクドライブが故障しても運用を続けることができます。しかし、早急に 
ハードディスクドライブを交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧め 
します（ハードディスクドライブの交換はホットスワップで行います）。 


* 緑色とアンバー色に交互に点滅 

ハードディスクドライプ内の再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあ 
りません）。 RAID システムでは、故障したハードディスクドライブを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能）。リビルド中はランプが緑色とア 
ンパー色に交互に点灯します。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンパー色 
に点灯します。 
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□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 


：) Qo 〇 目目 






LINK/ACT 

ランプ 



Speed ランプ 


Speed ランプ 



ランプ 


管理用ポー f 


LINK / ACT ランプ 


運用 ポー ト 


本体標準装備のネットワーウポートの状態を表示します。本体とハフに電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワーウポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します ( ACT ) 。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コント□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 


胃スジ リビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動 
してからハードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の 
注意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん賺源を OFF にするとオートリ 
ビルドは起動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけて 
<ださい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 


LAN コネクタのランプ 

背面にある3つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 
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• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワ ー クインタフ エースで 
動作されているかを示します。 

- 通常の運用で使用される2つの LAN ポートは、1000 BASE - T と100 BASE - TX 、 
10 BASE - T をサポートしています。アンパー色に点灯しているときは、 

1000 BASE - T で動作されていることを示します。緑色に点灯しているときは、 

100 BASE - TX で動作されていることを示します。消灯しているときは、 10 BASE - 
T で動作されていることを示します。 


- 管理用として使用される LAN ポートは、 100 BASE - TX と 10 BASE - T をサポートし 
ています。アンパー色に点灯しているときは、 100 BASE - TX で動作されているこ 
とを示します。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示しま 
す。 


AC POWER ランプ 

背面にある電源ユニットには 、 AC POWER ランプがあります。 AC インレツトに電源コードを 
接続して AC 電源を電源ユニットが受電すると緑色に点滅します。 

本装置の電源を ON にするとランプが緑色に点灯します。本装置の電源を ON にしてもランプが 
点灯しない、またはアンバー色に点灯または点滅 5 " 1 する場合は、電源ユニットの故障が考えら 
れます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットを交換してください。 


AC インレツト 



AC POWER ランプ 


PaI オプションの電源 ュニッ トを搭載している場合は、一方の電源 ュニッ トが故障 
Iribhl しても、もう一方の電源 ュニッ トで運用を続けることができます（冗長機能)。 

また、故障した電源 ュニッ トはシステムを停止することなく、ホットスワップ 
(電源 on のまま）で交換できます。 


*1 2台の電源 ユニッ ト構成で、一方の電源 ユニッ トにのみ電源コードが接続されていて、 AC 電源を受電していると、 
もう一方の（電源コードが接続されていない方の）電源 ユニットの ランプはアンパー色に点滅します。電源コード 
を接続すると、緑色の点滅に変わります。それでもアンパー色に点滅している場合は、保守サービス会社に連絡し 
て保守を依頼してください。 
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接続について 

本体にネットワークを接続します。 

ネットワークケーブルを本体に接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグを 
コンセントにつなげます。 


無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチユニットへの接続•設定などシステム構成に関する要求が 
ございましたら、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知らせください。 



警告 


Ad) 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 

AA 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
い 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 


• 
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u ❹ 巨巨 1 


A lolo I 


シリアルインタ フエー ス 
を持つ機器 


最後に添付の電源 
コードをコンセント 
に接続する。* 

UPS に接続する場合 
は次項の説明を参照。 


電源コードは、 15 A 以下のサーキットプレーカに接続すること。 

20 0 V 環境下にて、ご使用の場合は、オプションの電源ケープルを購入してください。 




ネットワークに接続する前に次の点について確認してください。 

• LAN のネットワーク設定 

本装置に割り当てる IP アドレスやネットワーク環境について確認してく 
ださい。 

• ネットワーク機器 

必要なルータやパプ、ケープルが準備されていることを確認してくださ 
し、また、 ISP との接続に用いるルータもしくはダイヤルアップルータに 
あらかじめインターネット接続に必要な設定をして、設置しておいてく 
ださい（イントラネットで使用する場合は必要ない場合があります)。 
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• 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

參弊社以外（サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブル 
を接続する場合は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用 
できることをあらかじめ確認してください。サードパーティの装置の中 
には本装置で使用できないものがあります。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してください。 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイで固定してくださ 
い0 

• ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないよう 
フォーミングしてください。 

• 電源 コー ドは装置の AC イン レット 部分で少したるませる程度に フォー 
ミングしてください。装置を引き出したときに電源コードが抜けるのを 
防ぐためです。 

• 電源コードのプラグ部分が圧迫されないようにしてください。 


無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 

本体の電源コードを無停電電源装置 ( ups ) に接続する場合は、 ups の背面にある出カコンセン 
卜に接続します。詳しくは ups に添付の説明書を参照してください。 


<例> 


コンビュータインターフェースポート （ UPS ) 



入カコネクタ 電圧感度設定ボタン 

( NEMA 5-15 P ) 


本体の電源]—ドを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために本体の BIOS 設定の変更が必要となることがあります。 

巳 IOS の 「 Server 」 _ 「 AC - LINK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
定することができます （ UPS を利用した自動運転を行う場合は 、 「Power On 」 を選択してく 
ださい）。詳しくは183ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取り付け • 取り外し 


本体の電源の ON / OFF やフ□ッピーディスクドライブ、光ディスクドライプを取り扱うとき、 
ハードディスクドライブベイへのハードディスクドライプの取り付け/取り外しを行うときは 
フロントぺゼルを取り外します。 


W-W フロントべゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けるこ 
P 華身 とができません。 

フロントべゼルの取り付け•取り外し時に POWER スイッチを押さないよう注 
意してください。 


1. キース ロッ トに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフロントべゼル側に軽 
く押しながら回してロックを解除する。 



2. フロントべゼルの右端を軽く持つ 
て手前に引く。 

3. フロントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームから外し 
て本体から取り外す。 



フロントぺゼルを取り付けると 
きは、フロントぺゼルの左端の夕 
プを本体の フレームに 引っかけ 
るようにしながら取り付けます。 
取り付けた後はセキュリティの 
ためにもキーでロックしてくだ 
さい。 


フレーム 


タブ 
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マザーボード上にある本装置を監視する「サーパーマネージメント論理回路」 
は、システム電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続し 
た後や、電源を OFF にした後は、電源が OFF の状態から POWER スイッチを押 
すまでに約30秒ほどの時間をあけてください。これは、通常の動作であり、 
サーパーマネージメント論理回路が要求するものです。 


1. フロントべゼルを取り外す。 

2. フロッピーディスクドライブにフロッピーディスクをセットしていないことを確認する。 

3. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが緑色に点灯します。 


WO • AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すま 
で30秒以上の時間をあけてください。 

• POWER スイツチを押してから約30秒以内の間は電源を OFF にしない 
でください。 


電源 0 N の後、自己診断プログラム ( POST ) を実行してハードウエアを診断します。 
POST を完了するとシステムが起動します。システムの起動後は Management 
Console 本体の設定や管理ができます。4章をご覧ください。 

本体の電源の〇 FF やリセット（再起動）は Management Console を使用します。4 
章を参照してください 。 Management Console から電源を〇 FF できないときは本体 
の POWER スイッチを4秒以上押し続けてください（強制電源 OFF )。 



POWER スイツチ 
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LMD スイッチ■本体の確認- 


複数の本装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれであるか 
を見分けるために装置の前面および背面には 「 UID (ユニッ HD ) ランプ」がもうけられています。 

UID (ユニット ID ) スイッチを押すと UID ランプが点灯します。もう一度押すとランプは消灯 
します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している本装置の電源や 
インタフェースケープルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイッチを使って保守す 
る本装置を確認してから作業をすることをお勧めします。 



装置背面 



UID スイツチ UID ランプ 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフロッピーディスクを使ったデータの読み出し（リード）•保存（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフロッピーディスクドライプが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フロッピーディスク （1.44 M パイト）と 2 DD フロッピーディスク （720 K パ 
イト）を使用することができます。 

フロッピーディスクのセット/取り出し 

フロッピーディスクをフ□ッピーディスクドライプにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点灯）になっていることを確認してください。 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライプに完全に押し込むと「カチッ」と音がし 
て、フロッピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び出します。 

イジェクトポタンを押すとセツトしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか 
ら取り出せます。 


^ • フォーマットされていないフロッピーディスクをセットすると、ディス 

I?ェックI クの内容を読めないことを知らせるメッセージやフォーマットを要求す 

るメッセージが表示されます。 0S に添付のマニュアルを参照してフ 
ロッビーディスクをフォーマ'ソトしてください。 

• フロッピーディスクをセットした後に本体の電源を 01X1 にしたり、再起 
動するとフロッピーディスクがら起動します（インストール/初期導入 
設定用ディスクは除く）。フロッピーディスク内にシステムがないと起 
動できません。 

• フロッピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してから 
フロッピーディスクを取り出してください。アクセスランプが点灯中に 
取り出すとデータが破壊されるおそれがあります。 


フロッピーディスクの取り扱いについて 

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケート 
にできていますので、次の点に注意して取り扱ってください。 

• フロッピーディスウドライプにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 鉛筆やボールペンで直接フ□ッピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないでください。 

• フロッピーディスウの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。 

• 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。 
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• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フロッピーディスクは、保存している内容を誤って消すことのないようにライトプ□テ 
クト（書き込み禁止）ができるようになっています。ライトプロテクトされているフ 
□ッビーディスウは、読み出しはできますが、ディスクのフォー マッ トやデータの書き 
込みができません。重要なデータの入っているフロッピーディスクは、書き込み時以外 
はライトプ□テウトをしておくようお勧めします。 3.5 インチフ□ッビーディスクのラ 
イトプ□テクトは、デイスク裏面のライトプ□テウトスイツチで行います。 



• フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にパックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され 
ているフロッピーディスクは必ずパックアップをとってください。） 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライプがあります。光ディスクドライブは DVD / CD-ROM (読み出し 
専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 DVD / CD - ROM はフロッピー 
ディスクと比較して、大量のデータを高速に読み出すことができます。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上の注意 

本装置を使用するときに注意していただきたいことを次に示します。これらの注意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守つてください。 


ファームウ I アのバージヨンアップについて 

本装置のファームウエアのパージョンアップについて弊社ホームページにてご案内する場合 
があります。 

[NEC 8番街]: http :// nec 8. com / 

弊社より案内のないファームウエアへのパージョンアップは行わないでください。その場合、 
該当装置は弊社の保証期間内であっても保証対象外となりますので注意してください。 


ディスクのセット/取り出し 

ディスクは次の手順でセットします。 

1. ディスクをドライブにセットする前に本体の電源が ON ( POWER ランプが点灯) 
になっていることを確認する。 

2. ドライブ前面のトレーイジェクトポタンを押す。 

トレーか V J > し出てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す。 
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4. ディスクの文字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


5. 図のように片方の手でトレーを持 
ちながら、もう一方の手でトレー 
の中心にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるように指で押して、 

ト レーに セツトする。 





wrO ディスクのセツト後、ドライブの駆動音が大きく聞こえるときはディスクを 
BB ^ i セツトし直してください。 
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ディスクの取り出しは、ディスクをセットす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き出します。 

アクセスランプが点灯しているときはディ 
スクにアクセスしていることを示します。卜 
レーイジェクトボタンを押す前にアクセス 
ランプが点灯していないことを確認してく 
ださい。 

右図のように、片方の手でトレーを持ち、も 
う一方の手でトレーの中心にある駆動部分 
を押さえながらディスウの端を軽くつまみ 
上げるようにしてトレーから取り出します。 



デイスクを取り出したらトレーを元に戻し 
てください。 
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取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクが取り出せない場合は、次の手順に従つてデイス 
ウを取り出します。 


1. POWER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の 
金属製のピン（太めのゼムクリップ 
を引き伸ばして代用できる）を卜 
レーの前面にある強制イジェクト 
ホールに差し込んでトレーが出てく 
るまでゆっくりと押す。 




3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 


• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 



強制イジェクトホール 


ディスクの取り扱いについて 

使用するディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

• 規格に準拠しない「コピーガード付き DVD / CD 」 などのディスクにつきましては、 
DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

參ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラペルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスウに書き込まないでください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでください。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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NEC Express 5800シリ-ズ 
InterSec 

Express 5800/ CS 500 f 


システムのセツトアップ 


本体を設置し、ケープルを接続したあと、システムのセットアップをします。システムのセッ 
トアップは購入後、初めてセットアップする場合と再セットアップする場合に分けて説明して 
います。 

初めてのセットアップ （46 ページ） 

システムを使用できるまでのセットアップ手順について説明しています。ここ 
では必要最低限のセットアップのみを説明しています。お客様のお使いになる 
環境に合わせた詳細なセットアップについては第4章で説明しています。 

管理 PC のセットアップ （52 ページ） 

ネットワーク上のコンピュータからシステムの管理.監視をするパンドルアブ 
リケーシヨンのインス I ■'ール方法について説明しています。 

ストリーミングキャッシュソフトウェアのインス I -ール （53 ページ） 

Helix Server/Helix Proxy (別売)をインストールする際の手順について説日月し 
ています。 

再セットアップ （57 ページ） 

システムを再セットアップする方法について説明しています。 
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初めてのセットアップ 

購入後、初めてシステムをセットアップする時の手順について説明します。 


初期導入設定情報の作成 


「インストール/初期導入設定用ディスウ」は本装置を導入するために最低限必要となる設定情 
報が保存されるセットアップ用のフロッピーディスクです。 

初期導入設定情報は、添付のインストール/初期導入設定用ディスクにある「初期導入設定ツー 
ル」を使って作成します。初期導入設定ツールは 、 Windows XP / 2000以降が動作するコン 
ピュータで作成します。 

初期導入設定プ□グラムの実行と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従って初期導入設定情報を作成します。 

1 . Windows マシンのフロッピーディスクドライブに添付のインス I ル/初期導入設 
定用ディスクをセットする。 

2. フロッピーディスクドライブ内の「初期導入設定ツール （ CSNConf . exe )」 をエ 
クスプローラなどから実行する。 

[初期導入設定ツール]が起動します。プ□グラムは、ウィザード形式となってお 
り、各ページで設定情報を入力して進んでいきます。 

必須情報が入力されていない場合や入力情報に誤りがある場合は、次へ進むときに 
警告メッセージが表示されます。項目を正しく入力し直してください。入力事項に 
ついては、この後の説明を参照してください。 

すべての項目の入力が完了すると、フロッピーディスウに設定情報を書き込んで終 
了します。 

3. インス I ル/初期導入設定用ディスクをフロッピーディスクドライブから取り出 
し、「システムのセットアップ」に進む。 

インス I 'ール/初期導入設定用ディスクは再セットアップの際にも使用します。大切 
に保管してください。 
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各入力項目の設定 

[初期導入設定ツール]で入力する項目について説日月します。 


パスワード設定画面 


システムのセットアップ完了後、管理 PC から 
Web ブラウザを介して、システムに□グイン 
する際のパスワードを設定します。この画面 
にある項目はすべて入力してください。 

パスワードは推測されにくく覚えやすいもの 
を用意してください。 


CacheServer ビルドアツブサ-パ期導入設定ツ-ル-ノ< 


J (スワードを変更する埸合は、「新し U &ワー^の#こ、新しい){スワードを A ?] してさ 
い。赌認のため、2度入力します。） 



ワ-ドの設定- 


必要事項を入力した5、「次へ ( N » J を押して<£さ“ 


r ;欠へ⑽〉 I キゃンセル」 


パスワードは画面に表示されません。タイプミスをしないよう注意して<ださ 
IチェックI い。 


管理者パスワード 

初めて設定する場合は、同梱の別紙「管理者用パスワード」に記載された出荷時の管理 
者用パスワードを入力してください。以前に設定を行っている場合は、設定されている 
パスワードを入力してください。 

新しいパスワード 

設定するパスワードを入力してください。ここで入力したパスワードは、管理者 ( admin ) 
で□グインする場合に必要となります。パスワードを忘れたり、不正に利用されたりし 
ないように、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、設定されている管理者パスワードと同一の 
パスワードを新しいパスワードとして設定してください。 

(確認再入力） 

パ スワー ドの確認用です。新しいパ スワ ードと同一のものを入力してください。 
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ネットワーク設定画面 

ネットワーク設定をします。 

ホスト名 （FQDN) 

ホスト名 (FQDN) を入力してください。 

IP アドレス 

ethO に割り振る IP アドレスを指定して 
ください。 

サブネットマスク 

ethO に割り振るサブネットマスクを指 
定してください。 

デフオルトゲートウェイ 

デフォルトゲートウェイの F アドレスを指定してください。 

プライマリネームサーバ 

プライマリネームサーパの F アドレスを指定してください。 

セカンダ U ネームサーバ 

セカンダリネームサーバが存在する場合、セカンダリネームサーパの IP アドレスを指定 
してください。 


2U 


ホスト名 <FQDN> 

IP アドレス 
竹ネットマスク 
デ方ルトゲートウェイ 
ゴライ VU ネームサーバ 
セカンダリネームサーバ 


必要事項を入力した6、「次へ (N)>J を押して 


<戻 5® 」次へ⑽> J キゃンセル」 
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システムのセツトアツ 


初期導入設定ツールで作成した初期導入設定情報を使用して、短時間でセットアップできます。 

セットアップの手順 

以下手順でセットアップをします。 



正しくセットアップできないときは、次ページ、および7章を参照してくださ 

い0 


1. 本体背面の LAN ポート1にネットワークケーブルが接続されていることを確認す 
る 0 



2. 前述の「初期導入設定用情報の作成」で作成したインストール/初期導入設定用 
ディスクを 3.5 インチフロッピーディスクドライブにセットする。 

3. P 〇 WER スイッチを押す。 

POWER ランプが点灯します。 


3.5 インチフ□ツピーデイスク 
ドライプ 



しばらくすると、インスI^ール/初期導入設定用ディスクから設定情報を読み取り、 
自動的にセットアップを進めます。2〜3分ほどでセットアップが完了します。 

セツトアップが完了した6、4章を参照してシステムの状態確認や設定変更を行って 
ください。 





參 セットアップの完了が確認できたらセットしたインストール/初期導入 
設定用ディスクをフロッピーディスクドライブから取り出して大切に保 
管してください。再セットアップの時に再利用します。 

• LAN ポート1が ethO、LAN ポート2が eth 1として 0S に認識されます。 
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セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、自動的に電源が OFF ( POWER ランプ消灯）にな 

ります。正常にセットアップが完了しなかった場合は、インス!'ール/初期導入設定用ディス 

ウに出力されるログファイル 「 logging . txt 」 の内容を確認し、再度初期導入設定ツールを使用 

して初期導入設定情報を作成し直してからシステムのセットアップを実行して<ださい。 

< 主なログの出力例 > 

• rinfo: completed .」 

—正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

• 「 Info: quitting with no change 」 

—初期導入設定情報の再作成を行わずに、一度セットアップに使用したインストール 
/初期導入設定用ディスクを再使用した場合に表示されます。この場合、システム 
の設定情報は更新されません。 

• rCannot get authentication: root 」 

— インス I 'ール/初期導入設定用ディスク中のパスワードの指定に誤りがある場合に 
表示されます。 

• 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.autj 

— インス I ■'ール/初期導入設定用ディスク中にパスワード情報を格納したファイル 
( linux . aut ) が正しく作成されていない場合に表示されます。 

參 「 Error ： cannot open: /mnt/floppy/linux.autj 

— インストール/初期導入設定用ディスク中にパスワード情報を格納したファイル 
( linux . aut ) が正しく作成されていない場合に表示されます。 

セットアップや運用時のトラブルについての対処を7章で詳しく説明しています。 


オンラインアップデートの実行 


オンラインアップデートは、システムソフトウエアを最新の状態に維持して、最高の機能•性 
能を発揮できるようにするために必要な手続きです。セットアップ後、および、再セットアッ 
プ後に必ず実行してください。 

詳細は、84ページの「オンラインアップデート」を参照してください。 
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ESMPRO / ServerAeent のセットアップ 


ESMPR 〇 /ServerAgent は出荷時にインストール済みですが、固有の設定がされていません。 
以下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップをしてください。 

添付のノ t ツクアップ DVD-ROM:/nec/doc/ 500 /esmp「o.sa/use「s_v4Zpdf 


wO シリアル接続の管理 PC から設定作業をする場合は、管理者として□グインし 
Bto た後、設定作業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を 「 C 」 に変更してくださ 
し、。デフオルトのシェル環境の場合は以下のコマンドを実行することで変更で 
きます。 

#export LANG=C 



ESMPRO/ServerAgent の他にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）がイ 
ンストール済みです。ご利用には別途契約が必要となります。詳しくはお買い 
求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 


システム情報のバックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をパックアップすることをお勧めします。 

システム情報のパッウアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってパックアップをしてください。 


两~〇 「EXPRESSBUILDER DVDJ からシステムを起動して操作します。 

Bto 「EXPRESSBUILDER DVD 」 から起動するためには、事前にセットアップが 
必要です。5章を参照して準備してください。 


1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. EXPRESSBUILDER DVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再起 
動する。 

EXPRESSBUILDER から起動して 「Boot Selection」 メニューが表示されます。 

3. 「Tool menu(Normal mode)」—「Maintenance Utility 」 を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 

続いて管理 PC に本装置を監視.管理するアプリケーシヨンをインストールします。次ぺージ 
を参照してください。 
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管理 PC のセットアップ 

本装置をネットワーク上のコンピュータ（管理 pc ) から管理•監視するためのアプリケーショ 
ンとして、 「ESMPRO/ServerManager」 と 「DianaScope」 を用意しています0 
これらのアプリケーションを管理 PC にインストールすることによりシステムの管理が容易に 
なるだけでなく、システム全体の信頼性を向上することができます。 

ESMPRO/ServerManager と DianaScope のインストールについては5章、または 
EXPRESSBUILDER DVD 内のオンラインドキュメントを参照してください。 
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スト 1 J — ミングキャッシュソフトウェア 
のインストール 

オプションの Helix Server/Helix Proxy (別売)をインストールする際の手順について説明しま 
す。 


インストールの準備 


1. ハードウエアのセットアップを行う。 

Helix 用にメモリを増設する場合はシステムをシャットダウンします。増設方法につ 
いては6章を参照してください。 「EXPRESSBUILDER DVD」 を使用して RAID シス 
テムの設定を行っている場合は、2つめの論理ドライブを Helix 用に使用します。 


胃-〇 システムに論理ドライブが1つしか存在しない場合は 、 「EXPRESSBUILDER 
Bto DVD 」 を使用して RAID システムの再設定を行う必要があります。その際、現 
在のデータはすべて消失してしまいますので、必要なデータはパックアップを 
とってから再設定を行ってください。 RAID システムの再設定については6章 
を参照してください。データのノ （ ックアツプについては4章を参照してくださ 
し、。 


2. 電源を ON にしてシステムを起動する。 

3. 4章を参照して Management Console で保守用ユーザ （ mainte ) のパスワードを 
設定し、 Telnet サービスを起動しておく。 

4. ユーザ mainte で本システムに Telnet □グインする。 

5. su コマンドを実行して特権ユーザ ( root ) になる。パスワードは初期導入設定ツール 
で設定したものを入力する。 

6. 以下のコマンドを実行して、プロキシサーバを停止する。 

/etc/init.d/roma stop 



Management Console の[プロキシ]でプロキシサーバの状態が確認できます。 


7. 以下のコマンドを実行して、 / opt / nec / roma / tables / 配下にあるすベてのファ 
イルを削除する。 

rm -f / opt/nec/roma/tables/* 

8. 以下のコマンドを実行して、 fdisk を起動する。 

/sbin/fdisk /dev/rd/cOd 1 

9. n と入力してノ（ーテイシヨンを追加する。 

Command (m for help) : n 
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1 0. p と入力して Primary Partition を選択し、パーティション番号1を入力する。 

Partition Number (1-4) :1 

11. First cylinder , Last cylinder はそのままく Enter 〉 キーを入力してすべての領域を 
確保する。 

12. p と入力して、パーティションが作成されていることを確認する。 

Command (m for help ) : p 

13. w と入力して fdisk を終了する。 

Command (m for help ) : w 

14. 以下のコマンドを実行して、作成したパーティションを ext 3 ファイルシステムで 
フオーマツトする。 

/ sbin/mkfs -t ext 3 / dev / rd/cOd 1 p 1 

15. 以下のコマンドを実行して、作成したパーティションをマウントするディレクトリ 
を作成する。 

mkdir / usr / local/helix 

16. 以下のコマンドを実行して、手順16で作成したディレクトリに fdisk で作成した 
パーティションをマウントする。 

mount / dev / rd/cOd 1 p 1 / usr / local/helix 

17. vi エディタなどを使用して / etc/fstab ファイルの最終行に以下の記述を追加し、 
作成したパーティションが再起動後も自動マウントされるようにする。 

/ dev / rd/cOd 1 p 1 / usr / local/helix ext 3 defaults 12 
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Helix のマニュアルを参照して、 Helix のインス!ルを行ってください。また、以降の内容も 
併せて参照してください。 


インストール時の注意事項 


Helix インストール時は以下の点に注意してください。 

• インストール先ディレクトリには以下のディレクトリを指定してください。異なるディ 
レクトリにインストールを行うと 、 Management Console から Helix の管理ツールを開 
く際にインス I -ール先ディレクトリの指定が必要になります。 


Helix Server 
Helix Proxy 


: / usr / local / helix/server 
: / usr / local / helix/proxy 


拳ポート番号を設定する際は本システムの HTTP ポート番号（既定値は808 0) 、 

Management Console 用のポート番号 （50090 または5045 3) は指定しないでくださ 
い0 


インス I -ール後の設定 


Helix をインストールした後に、続けて以下の手順を必ず行ってください。 

1 . ユーザ mainte で Telnet □グインし、 su コマンドを実行して特権ユーザ ( root ) にな 


2. 「バックアップ DVD - ROM 」 を光ディスクドライブにセットし、以下のコマンドを 
実行して DVD - R 〇 M をマウントする。 

mount / dev/cdrom / media/cdrom 

3. 以下のコマンドを入力してファイルを本システムにコピーし、実行属性を付ける。 
下線部は Helix Server の場合は 「 rmserver」、Helix Proxy の場合は 「 rmproxy 」 
と入力する。 

cp / meaia / cdrom / nec / Linux / helix/rmserver / etc / rc . d / init . d / 
chmod 755 / etc / rc . d / init . d/rmserver 

4. 以下のコマンドを実行して、 DVD - ROM のマウントを解除する。 

umount / media/cdrom 

5. システム起動時に Helix を自動起動するように設定する場合は、以降の「システム 
起動時の自動起動の設定」を参照して設定を行う。 

6. 以下のコマンドを実行してシステムの再起動を行う。 


reboot 
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使用ポートの開放 

本システムはセキュリティ確保のため未使用のポートを塞いでいます。そのため、 Helix を使 
用するためには使用するプロトコル用のポートを開く必要があります。 

1. 以下のコマンドを実行して RTSP で使用するポートを開く。下線部は Helix のイン 
ス I ル時に指定した RTSP ポート番号を指定する。 

/ sbin/iptables -I INPUT -p tcp -dport 554 -j ACCEPT 

2. 以下のコマンドを実行して、再起動後も手順1で設定した内容が有効になるように 
する。 


/ soin/service iptables save 


システム起動時の自動起動の設定 

以下の手順を行って Helix をサービス化することにより、再起動後もシステム起動時に Helix が 
自動的に起動するように設定することができます。 

1. 以下のコマンドを実行し、自動起動するサービスに Helix を追加する。下線部は 
Helix Server の場合は 「 rmserver」、Helix Proxy の場合は 「 rmproxy 」 と入力す 
る 0 

cd / etc / rc . d / init.d 
/ sbin/chkconfig -add rmserver 

2. 以下のコマンドを実行し、表示されるリストに rmserver または rmproxy が追加さ 
れていることを確認する。 

/ sbin/chkconfig -list 


參 インストール時に指定外のディレクトリにインストールした場合や設定 
ファイル名をデフォルトから変更した場合は Management Console の 
「Helix Administrator 」 でインス I ルディレクトリ名、および設定 
ファイル名を設定するまでは自動起動は行われません。 

參本手順で Helix を自動起動する場合、使用するメモリを最大 1 GB に制限 
するオプションを付けて起動されます。運用上変更したい場合は、/ 
etc / rc . d / init . d にコピーした rmserver または rmproxy ファイルを vi 
エディタなどで開き r - m 1000」と記述されている部分を変更してく 
ださい。 - m オプションについては Helix のマニュアルを参照してくださ 
し、0 


再セットアップについて 

システムの再セットアップ時は Helix の再インストールも必要になります。必要なデータは再 
セツトアップを行う前にパックアップをとってください。データのパックアップについては4 
章を参照してください。 


胃-〇 RAI □システム構成についての詳細 i 、 5章保守•管理ソフトウェアの「ディ 
Bto スクアレイコンフィグレーション」を参照してください。 
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再セツトアップ 


再セットアップとは、システムウラッシュなどの原因でシステムが起動できなくなった場合な 
どに、添付の「パックアップ DVD - ROM 」 を使ってハードディスクを出荷時の状態に戻してシ 
ステムを起動できるようにするものです。以下の手順で再セツトアップをしてください。 



標準装備の RAID コントローラに接続されたハードデイスクを初期化したり、才 
プシヨンの RAID コントローラを取り付けたりする場合は、 RAID システムのコン 
フイグレーシヨンをはじめに行ってください。 RAID システムのコンフイグレー 
シヨンについては6章およびオンラインドキュメントを参照してください。 


システムの再インス I ル 


再インストールを行うと、装置内の全データが消去され、出荷時の状態に戻り 
Bta ます。必要なデータが装置内に残っている場合、データをパックアップしてか 
ら再インス I 'ールを実行してください。 


再インストールには、本体添付の「パックアップ DVD - ROM 」 と「インストール/初期導入設 
定用ディスク」が必要です。まず、「初期導入設定情報の作成」の項を参照して設定情報の作 
成を行います。その後、設定情報が書き込まれている「インス!ル/初期導入設定用ディス 
ウ」を 3.5 インチフロッピーディスウドライブに、「パッウアップ DVD - ROM 」 を光ディスウド 
ライプにそれぞれ挿入し、 POWER スイッチを押して電源を ON にします。 

しばらくするとインストールが完了します。インストールが完了したら、 DVD - ROM が自動的 
にイジェクトされ、本体は再起動します。再起動中に自動的に初期導入情報を用いたセット 
アップが行われます。 



このとき、前面のシリアルポート B(COM B ) に管理 PC を19,200 bps の転送速度 
で接続すると、管理 PC からログを参照することができます。 


約15分程度 （ RAID 構成の場合は約30分）でインス!-ールが完了します。インストールが完了 
したら、 DVD - ROM が自動的にイジェクトされ、本体は再起動します。再起動中に自動的に初 
期導入設定情報を用いたセットアップが行われますので、起動が完了するまで「インストール 
/初期導入設定用ディスウ」は抜かないでください。 

30分以上待っても、 DVD - ROM がイジェクトされず、 DVD-ROM への アクセスも行われていな 
い場合は再インス!ルに失敗している可能性があります。本体を再起動して、 DVD - ROM / 
フロッピーディスクをセットし直して再度インス I ■'ールを試みてください。それでもインス 
トールできない場合は、保守サービス会社、またはお買い上げの販売店までご連絡ください。 

再インストールの際には、下記の URL をご覧ください。セキュリティ問題などを常に修正/公 
開しております。 

http :// nec 8. com / 

— ケア • サポート 

—ダウンロード 
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オンラインアップデートの実行 


オンラインアップデートは、システムソフトウエアを最新の状態に維持して、最高の機能•性 
能を発揮できるようにするために必要な手続きです。セットアップ後、および、再セットアッ 
プ後に必ず実行してください。 

詳細は、84ページの「オンラインアップデート」を参照してください。 


ESMPRO / ServerAeent のセットアップ 


「システムの再インス I ル」で£31\/^闩〇/36「ソ6「パ96111;は自動的にインス I ルされますが、 
固有の設定がされていません。以下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップをして 
ください。 

添付のノ X ックアツプ DVD - ROM :/ nec / doc /500/ esmp 「 o . sa / use 「 s _ v 42 .pdf 


"-〇 シリアル接続の管理 PC から設定作業をする場合は、管理者としてログインし 
た後、設定作業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を 「 C 」 に変更してくださ 
し、。デフォルトのシェル環境の場合は以下のコマンドを実行することで変更で 
きます。 

# expo「t LANG=C 



ESMPRO/ServerAgent の他にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）も自 
動的にインストールされます。 
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NEC Express 5800シリーズ 
InterSec 

Express 5800 /CS500f 


システムの管理 

この章では、本装置で提供するサービスと Web ペースの運用管理ツールである 「Management 
Console 」 を利用した設定/管理について説明します。この 「Management Console 」 からイ 
ンターネットサービスに必要となるプロキシサーバを容易に管理することができます。 



Management Console について （60 ページ） 

システムの状態を確認したり、各種設定を行うツールです。クライアントマシ 
ンの Web ブラウザから装置にアクセスして表示できるまでの手順について説明 
しています。 

Helix Administrator (92 ページ） 

Helix Administrator の使用方法について説明しています。 

バックアップ/リストア （9 4ページ） 

システムの故障、設定の誤った変更など思わぬトラブルからスムーズに復旧す 
るために、本項目を参照して定期的にシステムのファイルのバックアップを 
とっておくことを強く推奨します。また、リストアの手順についても説明して 
います。 
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Management Co 门 solel こ *3 し、て 

ネットワーク上のクライアントマシンから Web ブラウザを介して表示されるのが 
「Management Console 」 です 。 Management Console からシステムのさまざまな設定の変更 
や状態の確認ができます。 

この章では、「管理者用」の Management Console で利用できるさまざまなサービスの設定や 
確認、システムの操作方法を中心に説明します。 

Management Console 管理者用トツプページ 



ブラウザ上か6項目（アイコン）をクリックすると、それぞれ 
の設定画面に移動することができる。 


[Management Console の画面構成】 

■ システム管理者用トップページ 

• プロキシ 

• サービス 

• パッケージ 

• システム 

• Helix Administrator 

• Management Console 
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Management Console のセキユリテイモード 


Management Console では、日常的な運用管理のセキュリティを確保するために、2つのセ 
キュリティモードをサポートしています。 

參レベル1(パスワード） 

パ スワー ド認証による利用者チェックを行います。ただし、パ スワー ドや設定情報は暗 
号化されません。 

• レベル2 (パスワード+ SSL ) 

パスワード認証に加えて、パスワードや設定情報を SSL ( Secu「e Soket Layer ) で暗号化 
して送受信します。自己署名証明書を用いているため、「セキュリティ証明書は信頼する 
会社から発行されていません」という内容の警告ダイアログボックスが表示されます。 


デフォルトの設定では、「レベル2」に設定されています。セキュリティレベルを変更する場 
合は 、 Management Console 画面の [Management Console ] アイコンをクリックして設定 
を変更してください。また、同画面で操作可能ホストを設定することにより、さらに高いレべ 
ルのセキュリティを保つことができます。 


lnte 「 netExplo 「 e「7 では、 右 図のような エラー 
画面が表示される場合があります。 

「このサイトの閲覧を続行する」をクリック 
し、 Management Console 画面を開いてくだ 
さい。 


〇©- [ 


h 明眷Iラー:ナ e ゲーンヨン b ブロ， wri ました。 - 


0 a 明者：!:ラ-:ナ e ゲ-ションはプロッ咖批。 




i ^ • S 择 -■ ぺ - ジ ® - gnj- ル ©- 


この Wfeb サイト®セキュリティ証明書(こは問題があります。 




I ； 。せん。 


題 1 。—二 1 乍欺ゃ.あ'® 1 '®コンビ ^ し送 fs される情報み取5意— - T 唆され 


こ®ベ-'：;を閉じて.こ® vvtb サイト® M 貿を樹亍しなとを推奨します • 

〇二をわ ite わし: ran Mfeb へ y を閉じ s。 

〇このサイト®聞链続 ff す5 (推奨されません)。 
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アクセス可能待ち受け IP 


本製品に割り当てられている ip アドレスの中 
から 、 Management Console のアクセスを許 
可する IP を指定します。例えば口ーカル IP と 
グロー パル IP が割り当てられている場合、 
□—カル IP のみでアクセスを許可し、グロー 
パル IP はアクセスを拒否する事で、本製品の 
セキュリティを高める事が可能です。リスト 
ボックスが空の場合は、すべての IP でアウセ 
スを受け付けます。 




參 lnternetExplorer 7 では、セキュリティ証明書のエラー画面が表示され 

る場合があります。「このサイトの閲覧を続行する」をクリックし、 
Management Console 画面を開いてください。 

• 各画面の右上にある「ヘルプ」リンクをクリックすると、オンラインへ 

ルプが表示されます。項目毎の説明、設定例などを記載していますの 
で、ご覧ください。 
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Management Go 门 sols へ®フ 7 ク t ス？5法 


システム管理者は 、 Management Console を利用することにより、クライアント側のブラウ 
ザからネットワークを介してあらゆるサービスを簡単な操作で一元的に管理することができ 
ます。以下に各セキュリテイモードにおけるアクセス手順を示します。 




レベル1の場合 

1 . クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄に 「 http :// く本装置に割り当てた IP アドレスまたは FQDN >:50090/」 
と入力する。 

3. 「Management Console 」 画面で、[システム管理者□グイン]をクリックする。 

4. ユーザー名とパスワードの入力を要求されたら、ユーザー名には 「 admin 」、 パス 
ワードにはセツトアップ時に指定した管理者パスワードを入力する。 


• Management Console への アクセスには、プロキシを経由させないで 
ください。 

• インターネット側から Management Console にアクセスする場合は、 
レベル2に設定してください。 

• レベル2では、 HTTPS プロトコル、ポート番号50453を使用します。 

• Management Console へアクセスする場合にはブラウザのキャッシュ 
機能を使用しないようにしてください。 


レベル2の場合 

1 . クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄に 「 https :// く本装置に割り当てた IP アドレスまたは 
FQDN >:50453/」 と入力する。 

3. 警告ダイア□グボックスが表示されたら、[はい]をクリックして進む。 

4. 「Management Console 」 画面で、[システム管理者□グイン]をクリックする 0 

5. ユーザー名とパスワードの入力を要求されたら、ユーザー名には 「 admin 」、 パス 
ワードにはセットアップ時に指定した管理者パスワードを入力する。 

Management Console に□グインできた6、管理者用のトップページが表示されます。 



• lnternetExplorer 7 では、セキュリティ証明書のエラー画面が表示され 
る場合があります。「このサイトの閲覧を続行する」をクリックし、 
Management Console 画面を開いてください。 

參各画面の右上にある「ヘルプ」リンクをクリックすると、オンラインへ 
ルプが表示されます。項目毎の説明、設定例などを記載していますの 
で、ご覧ください。 
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プロキシ 


頻繁にアウセスするページをキャッシングす 
ることにより、次回、同じページにアクセス 
した際に、ブラウザの表示時間を短縮します。 

, Management Go 门 sole か 1 5 、 WS 
な Web サイトなどへのアクセスの制限、不正 
なアクセスの制限などを設定することができ 
ます。 

また、頻繁に参照される Web ページをシステ 
ムに自動的にダウンロードさせ、システム内 
に格納しておくための設定もできます。 
これらの設定により、効率的なインターネッ 
卜へのアクセスを実現します。 



プロキシサーバ 


プ□キシサーパの起動状態を表示します。[再起動]をクリックするとプロキシサーパの再起 
動を行います（システムは再起動しません)。 


スケジユールダウンロー ド 

コンテンツを定期的にダウン□—ドしてキャッシュに格納するスケジュールダウンロードの 
状態を表示します。スケジュールダウン□ー ドの使用を止める場合には、[一時停止]をクリッ 
ウしてください。スケジュールダウン□ー ドの再開は[起動]をクリックします。 
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基本設定 

ブラウザなどからの要求を受け付ける F アド 
レスやポート番号など、プ□キシサーパを動 
作させるための基本的な設定をサ_パ種別に 
応じて設定します。 



サーバ種別設定 

Forward 

キャッシュサ'•パ設定 

XX. XX. XX. XX: 8080 

キャッシュサ-パ IP アドレス | xxjoooo ( x グ .1 

キャッシュサーパボート番号= | [80.1025-65535] 

HiFlfWlflWI 

FTP プロキシ設定 


FTP：? 〇キシ IP ァドレス '1xx.xx_xx.xxr 

FTP プロキシボート番号!_ ~] 121,10 25-6B53B] 

[WI [1*1 |W1 

デ 

1® (半角文芊《穴10文宇まで〉 

規 FTP プロキシ 

親 FTP ゴロ 4■シアドレス 

J9FTP プロキシポ-卜番母 (1 1| -65536] 

1CP ボ~卜#号設定 

CP ボート番号 

|ICP 要求を受1ゴ付ない v.| 

j[1025-65535] 

WCCP 設定 

WCCP* 用*!のみ有効） 


ルータアドレス1 

fHil |腰案11則除| 

キャッシュサーパ IP アドレス 

1 

パージ a ン 

1^] 

マルチキヤスト IP 

使用しないV; 

IP アド：レス 

パスヮ-ド 

1 

(確 SS) 

HASH 方法 

source ip hash v 




參キャッシュサーバを登録、変更する場合には必ず、[追加]、[編集]をク 
リックしてください。 DNS 設定や Web サーノ（設定についても同様です。 

• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 


基本設定（リバースプロキシ) 


[プロキシ]画面の[基本設定]でサーバ種別 
設定を 「 Reverse 」 と選ぶことによって表示 
される画面です。この画面では、システムを 
リバースモードで運用する際の設定ができま 
す（システムをリバースモードで運用するに 
は DNS サーバとの連携が必須です）。 




• キャッシュサーバを登録、変更する場合には必ず、[追加]、[編集]をク 
リックしてください。 DNS 設定や Web サーノ(設定についても同様です。 

• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

• ReverseHTTPS として運用される場合には、 DIMS 名は1つしか設定し 
ないで < ださい。 

參 HTTPS のポート番号は、443で固定です。 

參 リバースプロキシが対応するプロトコルは HTTP と HTTPS です。 
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セキュリティ設定 

クライアント IP アドレス制限と、 CONNECT トラフイック制限を行います。 


• サーバ撞別に Reverse を設定している場合は、クライアント IP アドレ 
ス制限は無効となります。 

• 「クライアント IP アドレス制限」と 「 CONNECT トラフィック制限」、 
「アクセス制御」の制限処理の順番は以下の通りです。制限処理の順番 
によつて設定が無効になる場合がありますので注意してください。 

1. クライアント IP アドレス制限 

2. CONNECT トラフィック制限 

3. アクセス制御 


親プロキシ設定 

階層構造を形成する場合に親プロキシを設定することができます。親プロキシの指定と、親プ 
□キシの選択方法を設定します。 


P 舞接プロキシ設定 

階層構造を形成する場合にシステムの隣接プロキシを設定することができます。 


"~〇 隣接プロキシを設定すると、指定した隣接サーバの設定によっては、 Web 閲覧 
ito の際にページや画像が正しく表示されない場合があります。指定した隣接サー 
パの設定を確認し、設定し直すか、ここでの設定を削除してください （7 章の 
r トラブルシューテイング」も併せて参照してください)。 


詳細設定 


[プロキシ]画面の[詳細設定]でプロキシサーバとしての詳細な動作設定ができます。 
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アクセス制御設定 


[プロキシ]画面の[アクセス制御設定]で 
は、アウセス許可/禁止やキャッシュ許可/禁 
止、プロキシの使用許可/禁止というアクセス 
の制御が行えます。この設定は、最初に条件 
を持つリストを登録し、それぞれのリストに 
対しての動作条件（アウセス制御、非キャッ 
シュ設定、プロキシ転送）を設定していくと 
いう流れになります。デフォルトは、リスト 
設定に「リスト名: all ,設定種別: src ,条件式 
:〇.〇.0.0/0.0.0.0」、「リスト名 : cgi ,設定種別 
: url_pathregex ,条件式:. cgi $ ¥?」' アクセス 
制御設定に 「 allow / deny : allow ，リスト名 
: all 」、 非キャッシュ設定に 「 allow / deny : deny , 
リスト名: cgi 」 です 0 


アクセス制 BP 


プロキシ 〉アクセス制御 


追加1 

y スト名 設定 sb_j 

条件式 

編集1則除1 

xxxxxxxxxxxxx src 

xxx . xxx xxx . xxx / 255.255 .255.0 

編案1則除1 

Vlethodl method 

HTTP 


NE ^ Copyright «；) NEC Corporation 2000 -2002 
アクセス制® 


ゴロキシ 〉アクセス制御 



_序 I allow/deny U スト名 



追加 | Jill /? | 

allow/deny 

リスト名 



适加 | 扁序| 

転送種別 

allow/deny 

IJ スト名 


NE ^_ Copyright ©) NEC Corporation 2000 -2002 


w-O • アクセス制御設定において、リストをまったく設定しない場合、または 
roa 指定した条件のいずれにも該当しないアクセス要求は、「アクセスを許 

可する」として扱われます。 

參アクセス制御設定、非キャッシュ設定、プロキシ転送設定、認証スキッ 
プ設定、 NTLM スキップ設定、 URL フィルタスキップ設定、 ICAP ポ 
ディ転送スキップ設定、 Keep - Alive 接続設定合わせて最大100個まで 
を目安にご設定ください。 



リストを複数指定する際、 < Shift > キーを押しながらクリックすることで範囲選 
択を、 < Ctrl > キーを押しながらクリックすることで個別に選択することができ 
ます。 


リスト設定 

• リストの追加 


リストを登録するには、アクセス制御の 
上画面に表示されている[リスト設定] 
画面から、[追加]をクリックします。 



胃"〇 參設定種別で src 、 dst 、 myip を選択する場合、 mask はマスクビット数 
隱当 で表わすことができる最上位 bit から連続した bit が立つ値を指定してく 

ださい。 

參[設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 
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參[追加]をクリックすることで、[リスト（追加）設定]画面を開くこと 
ができます。 

參[リスト（追加）設定]画面で入力できるリスト名は、半角英数字16文 
字（先頭に数字は不可）以内です。 

拳 設定種別や条件式の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラ 
インヘルプを参照してください。 


• リストの編集 


リストを編集するには、アクセス制御の 
上画面に表示されている[リスト設定] 
画面がら編集したいリスト名の左横に 
ある[編集]をクリックします。 



參設定種別で src 、 dst 、 myip を選択する場合、 mask はマスクビット数 
で表わすことができる最上位 bit から連続した bit が立つ値を指定してく 
ださい。 

• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

參設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 



參[編集]をクリックすることで、[リスト（編集）設定]画面を開くこと 
ができます。 

• [リスト（編集）設定]画面には、選択したリストの情報が表示されま 
す。 


• リストの削除 

リストを削除するには、アクセス制御の 
上画面に表示されている[リスト設定] 
画面がら削除したいリスト名の左横に 
ある[削除]をクリックします。画面に 
削除するかどうかの確認を求めるダイ 
ア□グボックスが表示されます。削除す 
る場合は、[〇 K ] をクリックしてくださ 
い0 
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動作条件の設定 


アクセス制御の下画面では、登録したリストに対して動作条件の設定を行います。3つの動作 
について設定することができます。 


• アクセス制御設定 


登録したリストに対して、アクセスの許 
可/禁止を設定します。 



— アクセス制御の追加 


アクセス制御リストを追加をする 
には、アクセス制御設定の[追加] 
をクリックします。 


アクセス制鯽（追加〉設定 


allow/deny allow ' deny 
アクセス制御リスト 
※指定したリスト名を含みます 


XXXXXXXXXXXXX 

Methodl 




該定1 

戻る 






• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

參設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 



參 

[追加]をクリックすることで、[アクセス制御（追加）設定] 

画面を開 


くことができます。 


參 

アクセス制御したいリストを選択し、アクセスの許可 （ allow ) 

か禁止 


( deny ) かを決定します。 


參 

リストを複数指定した場合には AND の処理が行われます。 
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ーアクセス制御の編集 

アクセス制御リストを編集するに 
は、編集したいリスト名の左横にあ 
る[編集]をクリックします。 






• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

參設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 



參[編集]をクリックすることで、[アクセス制御（編集）設定]画面を開 
くことができます。 

參[アクセス制御（編集）設定]画面には、選択したリストの情報が表示 
されます。 


- アクセス制御の削除 

アクセス制御リストを削除するに 
は、削除したいリスト名の左横にあ 
る[削除]をクリックします。画面 
に削除するがどうがの確認を求め 
るダイアログボックスが表示され 
ます。削除する場合は、[〇 K ] をク 
リックしてください。 
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一順序の設定 


アクセス制御の順序を設定するこ 
とができます。[順序]をクリック 
すると、順序設定画面が表示されま 
す。優先度を変更したいリストを選 
択し、 [ UP ] 、 [ DOWN ] をクリック 
することで設定することができま 
す。 



wrO • 順序は一番上が優先度が高く、下に行くにつれて優先度が低くなりま 
す。 

• [実行]をクリックしないと、システムに反映されません。 


非キャッシュ設定 

登録したリストに対して、キャッシュし 
てもよい/いけないを設定します。 

一非キャッシュ設定の追加 

非キャッシュ設定リストを追カロを 
するには、非キャッシュ設定の[追 
加]をウリツクします。 


キャッシュ設定 

追加|胭序| 

allow/ deny 

IJ スト名 

編集丨刖除| 

allow 

Methodl 





• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

• 設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 



• [追加]をクリックすることで、[非キャッシュ（追加）設定]画面を開 
くことができます。 

參 キャッシュ制御したいリストを選択し、キャッシュの許可 （ allow ) か禁 
止 ( deny ) かを決定します 0 

參 リストを複数指定した場合には AND の処理が行われます。 
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一非キャッシュ設定の編集 

非キャッシュ設定 1 J ストを編集す 
るには、編集したいリスト名の左横 
にある[編集]をクリックします。 


If キャッシュ（編集）設定 


allow/deny allow ' deny 
アクセス制御リスト 
采指定したリスト名を含みます 

fxxxxxxxxxxxxx 


設定 I 戻る」 





• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

參設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 



參[編集]をクリックすることで、[非キャッシュ（編集）設定]画面を開 
くことができます。 

參[非キャッシュ（編集）設定]画面には、選択したリストの情報が表示 
されます。 


- 非キャッシュ設定の削除 


非キャッシュ設定リストを削除す 
るには、削除したいリスト名の左横 
にある[削除]をクリックします。 

画面に削除するかどラかの確認を 
求めるダイアログボックスが表示 
されます。削除する場合は、[〇 K ] 

をクリックしてください。 

一順序の設定 

非キャッシュ設定の順序を設定することができます。[順序]をクリックすると、順 
序設定画面が表示されます。優先度を変更したいリストを選択し、 [ UP ]、[ DOWN ] 
をクリックすることで設定することができます。 




• 順序は一番上が優先度が高く、下に行くにつれて優先度が低くなりま 
す0 

• [実彳ラ]をクリックしないと、システムに反映されません。 
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• プロキシ転送設定 

登録したリストに対して、隣接プロキシ 
を使用する/しないを設定します。 

ー プロキシ転送設定の追加 



プロキシ転送設定リストを追カロす 
るには、プロキシ転送設定の[追 
加]をクリックします。 


ブロキシ転送（追加）設定 


allow/deny ^ allow 1 deny 
転送種別 | Always_direct こ] 
アクセス制御リスト 
X指定したリスト名を含みます 



[jssl 戻る I 


[設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 



• [追加]をクリックすることで、[プロキシ転送（追加）設定]画面を開 
くことができます。 

參 プロキシ転送を必ず行う （ Always _ direct ) か、行わない ( Never _ direct ) 

を[転送種別]から選択します。 

參 それぞれの設定に対して、許可する （ allow )、 許可しない （ deny ) を設 
定します。 

參 リストを複数指定した場合には AND の処理が行われます。 

參 設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 
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プロキシ転送設定の編集 

プロキシ転送設定リストを追加す 
るには、プロキシ転送設定の[編 
集]をクリックします。 


プロキシ転送 （ S 集〉設定 


allow/deny allow 1 deny 
転送種則 |"^ lways_direct 二! 
アクセス制御リスト 
X 指定したリスト名を含みます 


XXXXXXXXXXXXX 


Methodl 


設定 J 戻る| 


胃-〇 [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 



參[編集]をクリックすることで、[プロキシ転送（編集）設定]画面を開 
くことができます。 

參[プロキシ転送設定（編集）設定]画面には、選択したリストの情報が 
表示されます。 

• 設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 


ー プロキシ転送設定の削除 

プロキシ転送設定リストを削除す 
るには、削除したいリスト名の左横 
にある[削除]をクリックします。 

画面に削除するかどラかの確認を 
求めるダイア□ク'ボックスが表示 
されます。削除する場合は、[〇 K] 

をクリックしてください。 

一順序の設定 

プロキシ転送設定の順序を設定することができます。[順序]をクリックすると、順 
序設定画面が表示されます。優先度を変更したいリストを選択し、 [UP]、[DOWN] 
をクリックすることで設定することができます。 




• 順序は一番上が優先度が高く、下に行くにつれて優先度が低くなりま 

す0 

• [実彳ラ]をクリックしないと、システムに反映されません。 

參 プロキシ転送設定で 「 Never _ di「ect (転送しない)」を設定すると、直 

接 Web サーバへ接続しようとします。親プロキシが複数ある場合などは 
ご注意ください。 
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スケジュールダウンロー ド 


スケジュールダウン□ードとは、指定した 
ページをあらかじめ指定時刻にダウンロード 
し、キャッシュ可能であればキャッシュする 
機能です。対象となる URL、 ダウン□—ド周 
期などスケジュールダウン□—ドの設定がで 
きます。 




BE1 


• コンテンツの性質とサイズによってはキャッシュされないこともあります。 

• 対象コンテンツ （ URL ) がキャッシュ可能である場合は、対象コンテン 
ツへのアクセスがアクセス□グのキャッシュステータス結果で Hm こ 
なつています。 


スケジュールの新規追加 


スケジュールを追力□するには、対象となる URL、 ダウンロード周期などを設定し[追加]をク 
リックします。スケジュールは最大100件まで追加できます。下に示す図と手順の流れの関係 
は次のとおりです。 


1. 「有効にする」を選択する。 

2. ダウン□—ドする URL を入力す 
る。 

例） http://nec8.com/ 

3. [履歴]をクリックする。 

[URL LIST] 画面が表示されま 
す。 

4. [追加]をクリックしてダウン 
□ー ドしたい URL を追加する。 

5. [設定]をクリックする。 


スケジュール逞折_ 


則除1 ゴロパティ一括則除」 -KJ 


以下の URL のダウンロードを r 有幼!こする_効にする 


④ 



-② 


届歴 I 


問始|〇〇 -J 1^ foo J 分か 6 100 二二 ] 分屋に卩 二 j 回実行 
ダウンロード制限 

リンクの深3卩 J 指定ドメイン以外のリンク先砂ウンロ'-ド|する 

ダウンロード容量上限 AS flL MByte 


ダウンロードオプジクト駄上限値111100 
ウンロ'-ド対*外 

F ィメ-ジ 「サゥンドV - ビデォ 



URL 

アクセス数 

C |httD：// www.fielding.co.jp/ 

3 

C Jhtto:// ww.expressjtec.co.ip/ 

3 


-③ 


进折I 


胃-〇 履歴機能が有効になるのは、[システム]画面の[プロキシアクセス統計]で 
Bfai プロキシアクセス統計を「有効にする」を設定した時だけです。 



設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘルプを参 
照してください。 
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スケジュールの変更 


スケジュールを変更するには、[スケジュール 
選択]欄からスケジュールを選択し、変更し 
たい項目を編集します。 



[設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 



• 引き続き別のスケジュールを編集するときは、そのまま一覧から選択し 
てください。編集内容はウィンドウ内で一時保存されます。 

參 設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 


スケジュールの削除 


スケジュールを削除するには、[スケジュール 
選択]欄からスケジュールを選択し、[削除] 
をクリツクします。 



胃"〇 [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 
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スケジュールの一括削除 

[一括削除]をクリックすることで[一括削除設定]画面を開くことができます。[一括削除設 
定]画面で、削除したいスケジュールの[削除対象]をチェックし[更新]をクリックする 
と、[スケジュール選択]欄から削除されます。 


"-〇 [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 



スケジュールの一括設定 

[一覧]をクリックすることで[ダウン□—ド設定]画面を開くことができます。[ダウン□— 
ド設定]画面で、ダウンロードを実行したいスケジュールの[ダウン□ー ド]をチェッウし 
[更新]をクリックすると、[スケジュール選択]欄に反映されます。 


[設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

ran 


cVi ダウンロードを実行する時は[ダウンロード]にチェックを付け、実行しない 
irEy\i 時はチェックを外してください。 













































































78 Management Console について 


スケジュールの確認 


[プロパティ]をクリックすると、選択したス 
ケジュールの設定履歴や最新のダウン□—ド 
結果などを表示します。 




認証設定 

[プロキシ]画面の[認証設定]で、システムを使用するユーザを認証するための設定ができ 
ます。 


fAi 特定のアクセスに対して認証機能をスキップさせたい場合は、「特殊アクセス 

irETE 制御設定」で設定を行うことができます。 

NTLM 設定 

NTLM (Windows NT LAN Manager) を利用して、クライアント情報のチェックと記録が行 
えます。 

• ドメインコント□—ラとの連携無しで構築可能です。 

• NTLM に非対応のクライアント AP については、許可.拒否. Ldap/Radius 認証を選択 
可能です。 

• 認証ユーザ名以外に、コンピュータ名、ドメイン名も□ヴ出力可能です。 

• InterSafe/InterScanWebManager (ICAP 版）との組み合わせで、ユーザ単位での設定 
やユーザ名のログ出力が可能です。 


※詳細は、 ManagementConsole のヘルプをご確認くださし'|。 
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バイパス設定 

[プロキシ]画面の[パイパス設定]では、システムを透過型プロキシとして動作させる際の、 
静的パイパス.動的パイパスの設定を行います。 


特殊アクセス制御設定 

認証サービスをスキップさせる「認証スキップ設定」、 URL フィルタリングソフトをスキ、ソプ 
させる 「 URL フィルタスキップ設定」、 Ke 印- Alive 接続の方法について細かく指定する 「 Ke 印- 
Alive 設定」などの各種例外設定を行います。 

設定対象となるリストは、「アクセス制御設定」と共有します。 

SSL アクセラレータ設定（リバースプロキシ用） 

リバースプロキシサーパで SSL アクセラレータ機能を使用する設定を行います。 

本機能は、オプション機能です。使用するためには、ライセンスをインストールしてください。 


フィ ルター 選択 

[プロキシ]画面の[フィルター選択]画面で、使用するフィルタリングソフトを選択するこ 
とができます。フィルタリングソフトは ICAP 版 ( InterSafe/InterScan WebManager ) ,また 
は PROXY 版 ( InterSafe/InterScan WebManager ) を使用することができます。 

本システムには、 ICAP 版 ( InterSafe ) がプリインストールされておりますので、 ICAP 版 
( InterSafe ) は InterSafe のライセンス追加のみで、そのままご利用可能です。 

ICAP 版 （InterScan WebManager ） 、 PROXY 版 ( InterSafe/InterScan WebManager ) をご 
利用の際は、 ICAP 版 ( InterSafe ) をアンインストールいただいた後、ご利用されるソフトの 
インストールとライセンスの追加が必要です。 

フィルタリングソフトの対応パージョンは、随時サボートサイトなどでご確認ください。 
ICAP 版使用時は、アクセス□ヴへフイルタリングカテゴリ名およびフィルタリング結果を表 
示させることができます。 


InterScan WebManager • InterSafe のログ□ーテート設定 

InterScan WebManager や InterSafe の各管理コンソールで□ヴローテートの設定をする場 
合、その合計ファイルサイズに注意してください。本システムでは、□グ領域として約 20 GB 
のディスク容量を設けています 。 InterScan WebManager , InterSafe の□ヴファイルの合計 
が 20 GB を超えないよう、十分に余裕を持たせた設定にしてください。 

なお、フィルタリングソフトの□ヴ設定にて、ロヴの[自動削除]を有効にしていない場合、 
ディスウの空きがなくなる可能性がありますので、必ず設定を確認してください。 


wO 參 フィルタリングソフトの使用を中止する場合には「フィルタリングソフ 

BM 卜を使用しない」を設定してください。 

參 フィルタリングソフトを使用する場合は、各製品の管理コンソールでの 

設定が必要です。 

參 ICAP 版 ( InterSafe ) の管理画面を起動させるには、「サービス」画面 

の 「 InterSafe 」 を起動させる必要があります。なお、 ICAP 版 
( InterSafe ) の利用をやめる場合は、「サービス」画面で InterSafe を 
停止させてください。 
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PROXY 版 (InterSafe/InterScan WebManager ) 設定 

[プロキシ]画面の[フィルター選択]画面の [ URL フィルタ （ PROXY 版）動作設定]で、 
PROXY 版 ( InterSafe/InterScan WebManager ) の設定を行います。この設定は PROXY 版 
( InterSafe/InterScan WebManager ) を本システムで使用するときに必要ですので、必ず行つ 
てください。 

IP アドレスとポート番号の指定は InterSafe/InterScan WebManager で設定する内容に従つ 
て設定してください。なお、この画面で IP アドレスとポート番号を変更しても InterSafe / 
InterScan WebManager には反映されません。 


wO InterSafe / WebManager の IP アドレスやポート番号を変更した場合には、必 
ずこの画面の設定も変更してください。 


ICAP 版 （ InterSafe/InterScan WebManager ) 設定 

[プロキシ]画面の[フィルター選択]画面の [ ICAP サーバ設定]で、 ICAP 版 ( InterSafe / 
InterScan WebManager ) の設定を行います。この設定は ICAP 版 （ InterSafe/InterScan 
WebManager ) を本システムで使用するときに必要ですので、必ず行ってください。 

IP アドレスとポート番号などの指定は、「サービス」画面から InterSafe/InterScan 
WebManager 管理コンソールを起動し、表示する内容に従って設定してください。なお、本 
画面で IP アドレスとポート番号を変更しても InterSafe/InterScan WebManager 管理コン 
ソールには反映されません。 


胃"^ InterSafe / WebManager の IP アドレスやポート番号を変更した場合には、必 
Bta ずこの画面の設定も変更してください。 



• [フィルター選択]画面で設定を行った後、[プロキシ]画面に [ICAP 
サーバ設定]の項目が表示されるようになります。 

參 InterSafe のマニュアルは、インストール DVD - ROM 内の manual . html から 
閲覧できます。 


InterSafe/InterScan WebManager インストール手順 


本システムには、 ICAP 版 （ InterSafe ) がプリインストールされていますが、他のフィルタリ 
ングソフトを使用する際は、 ICAP 版 （ InterSafe ) をアンインストールした後、インストール 
作業を行います。手順の概要を示します。 

なお、 PROXY 版、 ICAP 版もフィルタリングソフトのインス!ラは共通です。インス! -- ル 
中に、 PROXY 版、 ICAP 版を選択します。 

1. [システム]画面の[保守用パスワード]で mainte ユーザのパスワードを設定する。 

2. [サービス]画面で「リモート□グイン （ telnetd ) J を起動する。 

3. [サービス]画面の「リモート□グイン （ telnetd )」 をクリックして[リモートロ 
グイン ( telnetd )] 画面へ遷移し、本システムにリモート□グインできるように 
Telnet を許可するホストを設定する。 

4. Telnet で mainte ユーザで本システムにリモート□グインし、 「 su -」とコマンド 
ラインに打ち込む。 
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5. パスワードを求められるので 、 Management Console に□グインするためのパ 
スワード （ admin のパスワード）を指定し、管理者ユーザになる。 

6. InterSafe/InterScan WebManager のマニュアルに基づきインストールをする。 

インストール中にインス I ■'ールディレクトリを聞かれるので、 r / usr / localj を指定 
します。 

また、インス!ル中に、 PROXY 版（スタンドアロン版）、 ICAP 版のいずれかをイ 
ンストールするか聞かれるので、選択します。 

7. インス!ル後、[プロキシ]画面の[フィルター選択]画面の設定を行う。 

8. [システム]画面にて[システムの再起動]を実行する。 



フィルタリングソフトをスレーブサーバ設定としてご利用いただく場合には 
再インストールが必要です。インストール中に Master Server/Slave Server を聞 
かれるので選択します。 
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サービス 


管理者は 、 Management Console から以下の 
サービスの設定を簡単に行うことができま 
す。 

參 InterSafe 

• 時刻調整 ( ntpd ) 

• ネットワーク管理エージェント 
( snmpd ) 

參 リモート□グイン （ telnetd ) 

• WPAD サーパ ( wpad - httpd ) 

サービス画面では各機能の停止 • 起動を 
指示可能で、現在の稼動状況を表示しま 
す。さらにここから、各機能ごとの詳細 
な設定を行う画面に移ります。 



0 S 起動時の状態: システムが起動した際に、このサービスを自動的に有効にする 
かどうかを指定します。 

現在の状態: 現在、このサービスが動作しているかどうかを表示します。 

(再）起動: このサービスが停止している場合に起動します。動作中の場合 

には、停止させてから再起動します。 

停止： このサービスが動作中であれば、停止します。 


InterSafe 

ICAP (Internet Content Adaptation Protocol ) による URL フィルタリングを行えます 
( InterSafe を ICAP サーバとして使用 ） 〇 

フィルタリングソフトウエアでのプロキシ動作が不要となるため、処理性能が向上します。 
初めて利用する際は、右側の 「 InterSafe 」 のリンクをクリックし、使用承諾契約書の内容を 
よく読んで「同意する」ボタンをクリックしてください。 



參 本画面では、 InterSafe 管理用コンソー』レの起動/停止を設定することが 
できます。 InterSafe を利用するには、「プロキシ」—「フィルター設 
定」画面でも InterSafe の設定が行われている必要があります。 

參 InterSafe の使用をやめる場合は、「プロキシ」—「フィルター設定」画 
面で変更を行い、「サービス」— 「 InterSafe 」 画面で InterSafe を停止 
してください。 
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時刻調整 ( ntpd ) 

NTP (Network Time Protocol ) は、ネットワーウで接続されたコンピュータ同士が連絡を取 
り合い、時計のずれを自動的に調整する仕組みです。本システムはこの仕組みを利用して、以 
下の機能を提供しています。 

• インターネットの標準時刻サーパに、本システムの時計を合わせる。 

• 他の PC が時計を本システムに合わせるのに必要な情報を提供する。 


ネットワーク管理エージェト ( snmpd ) 

SNMP (Simple Network Management Protocol ) は、ネットワークに接続された機器の稼動 
状況を、ネットワークを通じて取得するための仕組みです。本システムは、ネットワークに接 
続された機器（エージェント)の側として、必要な情報をネットワークに発信する機能を提供 
しています。 


リモート□グイン ( telnetd ) 

他のコンピュータ（ホスト）から本システムに接続することを可能にする機能です。 
Management Console では対応できない特別な操作を行いたい場合にだけこの機能を有効に 
します。通常の運用時に有効にする必要はありません。有効にしている間はセキュリティのレ 
ペルが低下しますので、通常は無効にしておくことをお勧めします。 

「 Telnet □グインを許可するホスト」画面にて、□グイン可能なホストを各種形式で指定しま 
す。カンマで区切って複数のホストを指定可能です。 IP アドレスやホスト名以外にも各種指定 
形式をサポートしています。指定形式の詳細については画面右上のオンラインヘルプを参照し 
てください。 


WPAD サーバ ( wpad - httpd ) 

本システムをフォワードプロキシとして利用している際に、ブラウザ側でのプロキシ設定を自 
動化するための機能です 。 Internet Explorer 5以降で対応しています。本機能を利用するため 
には、ブラウザの参照している DNS サーバおよび DHCP サーパを適切に設定する必要がありま 
す。 

[プロキシサーパ自動設定ファイル]画面で本システムに接続する際に使用するホスト名と 
ポート番号を設定します。本システムを通さないで接続すべきマシンがあれば、ネットワーク 
アドレス単位で指定することが可能です。 


胃-〇 WPAD サーバは本システムのサーパ種別を 「 Forward 」 に設定した時にご利 
用いただけます。 
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パッケージ 


本システムにインストールされているアプリ 
ケーシヨンなどのソフトウェアパッケージの 
アップデートやインストール、インストール 
されているパッケージの一覧を確認する画面 
です。 



オンラインアップデート 

オンラインアップデートを利用すると 、 Management Console から簡単にアップデートモ 
ジュールをインストールすることができます。 

アップデートモジュールとは、本システムに追加インス I '■ール（アップデート）可能なソフト 
ウェアで、弊社で基本的な動作確認を行って公開しているものです。内容は、既存ソフトウェ 
アの出荷後に発見された不具合修正や機能追加などが主ですが、新規ソフトウェアが存在する 
こともあります。オンラインアップデートでは、現在公開されている本システム向けのアップ 
デー トモジュールの一覧を参照し、安全にモジュールをインス I ルすることができます。 


• アップデートモジュールを適用後も適用状態が「未」と表示される場合 
は、モジュールの適用に失敗したか、システムの再起動を行っていない 
可能性があります。 

• オンラインアップデート時は、本サーバがクライアントとなり、アップ 
デート Web 用サーバへ接続します。「取得用 proxy アドレス」に本サー 
パ'を設定している場合、事前に以下の画面で自身からのアクセスを受付 
ける設定にしておいてください。 

一[プロキシ]—[アクセス制御設定]画面 
一[プロキシ]—[セキュリティ設定]画面 


手動インス I -ール 

□一カルディレクトリのファイル名、または URL 、 PROXY 、 PORT を指定して RPM パッケー 
ジをインストールすることができます。 


パッケージの_覧 

現在本システムにインストールされている RPM パッケージの一覧を確認することができま 
す。また、アンインス!ル作業を行うこともできます。 
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システム 


Management Console 画面左の[システム] 
アイコンをクリックすると「システム」画面 
が表示されます。 



システムの停止 

[システムの停止]をクリツクするとシステムを停止します。 


システムの再起動 

[システムの再起動」をクリックするとシステムを再起動します。 


CPU / メモリ使用状況 

メモリの使用状況と CPU の使用状況をグラフと数値で表示します。約10秒ごとに最新の情報 
に表示が更新されます。また、 CPU 使用率と負荷について、調節を行うことができます（上 
級者向け）。設定を変更する場合は、環境や使用状況にあわせて適当な値をチューニングして 
ください。 


ディスク使用状況 

ディスクの使用状況を各ファイルシステムごとに数値とグラフで表示します。空き容量、使用 
率に注意してください。空き容量が足りなくなるとシステムが正常に動作しなくなる可能性が 
あります。 


プ□セス実行状況 

現在実行中のプロセスの一覧を表示します。プロセス実行状況の表の最上行の項目名をクリッ 
クすると、各項目で表示をソートすることができます。表示項目の詳細については、[ヘルプ] 
をクリックし、オンラインヘルプを参照してください。 
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名前解決診断 

ネットワーク設定で登録されている DNS サーパの動作を確認することができます。 

「ホスト:」に適当なホスト名を入力して[診断]をクリックすると診断結果が表示されます。 
ホスト名に対して正しく 「 Name :」 と 「 Address :」 が表示されれば DNS サーバは正常に機能 
しています。 


ネットワーク利用状況 

ネットワーク利用状況を表示します。 

[約5秒毎に画面をリフレッシュする]チェックボックスをチェックすると自動的に表示が最 
新状況に更新されます。 


ネットワーク接続状況 

各ポートごとの接続状況を表示します。 

[約5秒毎に画面をリフレッシュする]チェックボックスをチェックすると自動的に表示が最 
新状況に更新されます。 


プロキシアクセス統計 

アクセスの統計情報を表示します d [プロキシアクセス統計表示]画面の 「Summary by 
Month 」 の表の [ Morrth ] の項目のリンクをクリックするとその月の詳細な統計情報を表示 
します。 

プロキシアウセス動作設定はプロキシアクセス統計を有効にして動作させるかどうか設定し 
ます。 

動作させる際には優先度を設定してください。優先度は1から20まで設定可能であり、値が大 
きいほど優先度が低くなります。優先度を低くすることによりプロキシアクセス統計の動作に 
よる CPU の負荷を減らすことができます。 

Webalizer 表示設定では、 sites はサイト別上位を 、 sites By KBytes はサイト別キ□パイト上 
位を、 URL ' s は URL 上位を、 URL ' s 巳 y KBytes はサイト別キ□パイト上位を Entry Pages は 
入り□上位を 、 Exit Pages は出□別上位をいくつまで表示するか設定することができます。 


wO 拳プロキシアクセス統計を無効にするを選択するとそれまで作成されてい 
rea た統計情報は削除されます。 

• プロキシアクセス統計を動作させると性能低下がおこる可能性がありま 
す。 

• 優先度は慎重に決定してください。低い優先度を設定するとシステムの 
負荷状況によっては正常に統計情報が作成されない可能性があります。 

• プロキシアクセス統計情報を動作させると、キャッシュサーバのアクセ 
スログの□グ出力形式は Squid に、□ーテート世代数は「1」に固定さ 
れ、□—テートサイズはいったん 100 MB に設定されます。 

• プロキシアクセス統計を動作させている時、□ーテートサイズの扱いに 
は注意してください。システムの性能およびプロキシアクセス統計の動 
作に影響を与えます。 
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春[初期値]をクリックすると、それぞれのテキストボックスに初期値が 
入ります。 

參 各テキストボックスは〇〜99まで入力することができます。 

參 統計情報はシステムのアクセスログが口ーテートされたときに作成され 
ます。 

• システムのアクセスログの 口ー テートの設定は[システム]画面の [口 
グ設定]画面の[キャッシュサーバアクセスログ]の[設定]をクリッ 
クすることで表示される[キャッシュサーバアクセスログ設定]画面に 
て行えます。 


経路情報 

「相手ホスト:」にホスト名を入力して[表示]をウリツクすると、そのホストまでの経路情報 
を表示します。 


システム情報 

装置に割り当てたホスト名、および os に関する情報を表示します。 


AFT/ALB 設定 

AFT (Adapter Fault Tolerance)/ALB (Adaptive Load Balancing ) モードの設定を行います。 


ネットワーク 

ネットワークの基本的な設定やネットワークインタフエース、ルーティンヴの設定を行いま 
す。 


胃-〇 AFT / ALB の設定を行っているときは、 ethl に対する設定はできません。 


バックアップ/リストア 

ファイルのパックアップおよぴリストアの設定を行います。詳細はこの後に説明する「パック 
アップ/リストア」を参照してください。 


管理者パスワード 

管理者 ( admin ) のパスワードを変更します。各パスワードは6文字以上8文字以下の半角英数 
文字（半角記号を含む）を指定して<ださい。省略すると、パスワードは変更されません。空 
のパスワードを指定することはできません。 

また、管理者宛のメールを転送する先を設定できます。管理者宛メールの転送先は正しく送信 
できるアドレスを指定してください。 
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アクセス□グ取得 

キャッシュサーバアクセスログを Samba または FTP で指定したホストを利用して転送しま 
す。 


□グ管理 

□グの表示、□グのテートの設定を行います。 

□ヴの表示は表示したいログの[表示]をクリックすると口ーテートされたログの一覧が表示 
され、その中から表示したいログを選択して表示します。 

ログの□—テートの設定は、□ー テートを行うタイミングを周期またはファイルサイズで指定 
し、何世代までログを残すかを設定します。 


• □グの□ーテートは毎日0:00とシステム起動時にチェックし、条件が 
あつているものを□ー テートします。 

• □グの□ーテートのタイミングでシステムの停止および再起動を行う場 
合にはご注意ください。 

• キャッシュサーバアクセス□グの設定は他のログと異なります。詳細は 
次に説明する「キャッシュサーバアクセスログ」を参照してください。 


ry - ログを表示したとき、ログのダウンロードを行うことも可能です。 


— キャッシュサーパアクセス□グ 


キャッシュサーパアクセスログの [ 
設定]をウリックすると、[キャッ 
シュサーパアウセスログ設定]画面 
が表示されます。この画面は、 
キャッシュサーパアウセス□グの 
出力形式、□ーテート（条件、サイ 
ズ、時間、時刻）、何世代までログ 
を残すかなどを設定することがで 
きます。出力形式が拡張形式であっ 
たとき、拡張形式でチエックボック 
スにチェックを入れた項目がログ 
出力されます。 



胃-〇 アクセス□グ取得、プロキシアクセス統計情報を動作させている時は□ーテー 
■to トサイズの扱いに注意してください。システムの性能に影響を与えます。 
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保守用パスワード 

保守用 ユーザ （ mainte ) のパスワードを設定します。 



本システムに telnet 経由でログイン（コマンドライン）する場合は以下の手順 
となります。 

1. [システム]画面の[保守用パスワード]で mainte ユーザ 
のパスワードを設定する。 

2. [サービス]画面で「リモート□グイン （ telnet )」 を起動 
する。 

3. [サービス]画面の「リモート□グイン （ telnet )」 をク 
リックして[リモート□グイン ( telnet )] 画面へ遷移し、 
本システムにリモート□グインできるように Telnet を許可 
するホストを設定する。 

4. Telnet から mainte ユーザで本システムにリモート□グイ 
ンする。 

5. 管理者権限 （ root ユーザ権限）が必要な場合は、この後、 
「 su -」 とコマンドラインに打ち込む。パスワードを求めら 
れるので 、 Management Console に□グインするための 
パスワード （ admin のパスワード）を指定し、管理者ユー 
ザになる。 


キャッシュデータ 削除 


キャッシュされているデータの削除を行います。 
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プロキシサーバ状態表示 

本システムに関する様々な情報を表示させ、確認することができます。 

• 一般情報 

パージョン情報や運用時間等を表示します。 

• キャッシュ概要 

現在の動作状況等を表示します。 

• キャッシュ情報 

一定時間あたりの本システムへの接続数や、リクエスト数等を表示します。 

參クライアント要求 

起動開始から現時点までに処理した様々な情報を表示します。 

• ICP 情報 

隣接キャッシュサーパに関連する情報を表示します。 

• CERN 情報 

親プロキシサーパに関連する情報を表示します。 

• FTP 情報 

HTTP 経由での FTP プロトコルに関連する情報を表示します。 

なお、以下の情報を表示しており、親プロキシ経由でリクエストを処理したリクエスト 
についてはカウントの対象となりません。 

- FTP サー パと直接通信を行ったリク エス トに関する情報 

— キャッシュから応答を返却したリクエストに関する情報 
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システム冗長化設定 

システム冗長化のシステム運用状況の表示、および各種情報設定を行います。 

主な設定項目は以下の通りです。 

• システム冗長化 

システム冗長化する/しないを指定します。 

• 本サーパー種別 

システム冗長化する場合、本サーパ運用方法について稼動系/待機系を指定します。 

• 相手サーバ実 ip アドレス 

システム冗長化する場合、サーバ種別で稼働系を指定した場合は待機系の、待機系を指 
定した場合は稼動系の実 ip アドレスを指定します。 

• 監視用ポート番号 

システム冗長化する場合、稼動系〜待機系間の死活監視用通信ポート番号を指定します。 

• 監視間隔 

システム冗長化する場合、稼動系〜待機系間の死活監視間隔を指定します。 

• 監視回数 

システム冗長化する場合、稼動系〜待機系間のフェイルオーパーを開始するまでの試行 
回数を指定します。 



監視用ポート番号は、通常は変更する必要はありません。他アプリケーシヨン 
とポート番号が競合する場合などに変更します。 
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Helix Administrator 


Helix Server/Helix Proxy (以下 Helix ) をイン 

ス I -ールすると、本システムでストリーミン 
グキヤツシユが可能になります。 

本システムの管理者は Management 

Console か <5 Helix Administrator (Helix の 
Web ベースの管理コンソール）の画面を開 
き、 Helix の設定変更や管理を行ラことができ 
ます。 



Helix Administrator の使用方法 


Helix Administrator の呼び出し 

3章を参照して指定のディレクトリにインストールを行い、設定ファイル名を変更していない 
場合は、[開く]をクリックすると Helix Administrator が開き、 Helix の設定変更や管理を行う 
ことができます。 



[開く]をクリックして新しいウインドウが開いても Helix Administrator が表示 
されない場合は、 Helix が起動していない可能性があります 。 Management 
Console の[システム]画面の[プロセス実行状況]で rmserver (Helix Server 
の場合）または rmproxy (Helix Proxy の場合）が表示されていることを確認し 
てください。 


インストール情報の編集 

指定のディレウトリ以外の場所にインストールした場合、および設定ファイル名をデフォルト 
から変更した場合は必ず[編集]をクリックし、インストール情報の変更を行う必要がありま 
す 0 変更を行わなければ Management Console から Helix Administrator の画面を開くことはで 
きません。 




インストールディレクトリ名 

Helix をインストールしたディレクトリ 
名をフルパスで指定してください。 


P ンストールディレクトリ名が以下と異なる場合 (3 デ^レクトリ名を f 謎してさい 


インストールディレクトリ名 |/usr/local/he lix/server 


設定ファイル名が以下と異なる場合 (3 フ7イル名を指定してください 

aSjE! フア *1 J レ名 irmserver.ctg 


設定| 
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• 設定ファイル名 

設定ファイル名をデフォルトから変更 
した場合は、そのファイル名を指定して 
ください。 



インストールディレクトリ名が以下と異なる場合はディレクトリ名を指定してください 


インスト '— ルディレクトリ名 |/usr/local/helix/proxy 

設定フ 7 イル名が以下と異なる場合 T 3 ファイル名を指定してください 
定ファイル名 j[rmproxy.cfg 


參 このソフトウェアはオプションです。使用する際は、別途購入する必要 
があります。 

參 HTTP プロトコルを使用してストリーミングコンテンツを参照するだけ 
であれば、 CS 単体で対応可能です。 Helix は、 RTSP 、 MMS などのス 
トリーミングプロトコルを使用したコンテンツの参照やコンテンツの 
キャッシュを行いたい場合にご購入ください。 



• 3章の「ストリーミングキャッシュソフトウェアのインストール」では 
以下のディレクトリにインストールすることを推奨しています。 

Helix Server : / usr / local / helix/server 
Helix Proxy : / usr / local / helix/proxy 

• インストール後に手動で設定ファイル名を変更していない限りは、「設 
定ファイル名」の項目は修正する必要はありません。 

なお、デフオルトの設定ファイル名は以下のようになっています。 

Helix Server : rmserver.cfg 
Helix Proxy : rmproxy.cfa 
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バックアップ/リストア 


システムの故障、設定の誤った変更など思わぬトラブルからスムーズに復旧するために、定期 
的にシステムのファイルのバックアップをとっておくことを強く推奨します。 

パックアップしておいたファイルを「リストア」することによってバックアップを作成した時 
点の状態へシステムを復元することができるようになります。 

本装置では、システム内のファイルを以下の5つのグループに分類して、その各グループごと 
にファイルのバックアップのとり方を制御することができます。 

それぞれのグループのバックアップ対象ディレクトリおよび作成されるファイルの名称は以 
下の通りです。 


システムの設定ファイル 
対象ディレクトリ 
圧縮（□一カル） 
圧縮 ( Samba ) 


/ etc 配下 

backup _ conf_*.tgz 

backup _ smb _ conf_*.tgz 


プロキシサーバの設定ファイル 


対象ディレクトリ 

圧縮（□—カル) 
圧縮 ( Samba ) 

各種ログファイル 
対象ディレクトリ 

圧縮（口 _ カル) 
圧縮 ( Samba ) 


: / etc/crontab 

/ opt / nec / catfish 、「 oma、smartfilter ET 
: backup _ proxy_*.tgz 
: backup _ smb _ proxy_*.tgz 


: / var / lib / logrotate.status var 配下 
/ var/log 配下 
: backup _ log_*.tgz 
: backup _ smb _ log_*.tgz 


プロキシアクセス統計情報 


対象ディレクトリ 
圧縮（□一カル) 
圧縮 ( Samba ) 


ディレクトリ指定 
対象ディレクトリ 


圧縮 （口ー カル) 
圧縮 ( Samba ) 


: / home / webanzer / 配下 
: backup _ alizer_*.tgz 
: backup _ smb _ alizer_*.tgz 

:任意のディレクトリ 

※例えば、フィルタリングソフト ( InterSafe ) 関連のファイル 
を指定する場合、 / usr / local / intersafe / を指定します。 

: backup _ dirinfo_*.tgz 
: backup _ smb _ dirinfo_*.tgz 
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初期状態では、いずれのグループも「パックアップしない」設定になっています。お客様の環 
境にあわせて各ヴループのファイルのパックアップを設定してください。 

本装置では各ヴループに対して「口ーカルディスク」と 「 Samba 」 の2種類のパックアップ方 
法を指定することができます。 

各方法には、それぞれ以下のような特徴があります。 

• □一カルディスク 

内蔵ハードディスウの別の場所にパックアップをとります。 

• Samba 

LAN に接続されている Windows マシンのディスクにパックアップをとります。 

パックアップ方式にローカルディスウを指定する場合、ディスクフルを起こさないよう注意し 
てください。ディスクフルになると、プロキシサービスが停止します。使用可能なディスク容 
量は、システムのディスク使用状況画面でマウントポイント「/」で表示されている容量です。 
標準構成の場合、以下の合計が使用可能なディスク容量を超えないよろ、余裕を持たせた設定 
にしてください。 

• 万一の障害発生時のメモリダンプ採取用の空き領域（搭載メモリ分） 

• InterScan WebManager 、 InterSafe のインストール用領域（約100 MB ) 

• InterScan WebManager 、 InterSafe の□グファイル 

• パックアップファイル 

• システムの□グ管理画面で設定できる各種□グファイル 


"rO • システムの設定ファイル、およびプロキシサーバの設定ファイルは必ず 
Bm バックアップを設定してください。 

• □一カルディスクへのバックアップは、他の方法に比べてリストアでき 
ない可能性が高くなります。なるべく Samba を使用して、別マシンへ 
パックアップをとるようにしてください。 

• Samba でのバックアップは、内蔵八ードディスクがクラッシュしても 
復元を行うことができますが、あらかじめ、 Windows マシンに共有の 
設定をしておく必要がありますので注意してください。 

• キャッシュサーバアクセス□グおよびキャッシュ□グは、「各種□グ 
ファイル」のパックアップでの対象外となりますので、注意してくださ 
し、。 
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rsambaj によるバックアップ設定の例 


ここでは 「 Samba 」 を使用したパックアップの方法について説明します。 

例として 「 workgroup 」 内に所属するマシン名 「 winpc 」 という Windows マシンの 「 C : ドライ 
プ」にパックアップのためのフォルダ 「 cachebackup 」 を作成して「システムの設定ファイ 
ル」グループのファイルのパックアップを行う場合の操作手順を説明します。 

パックアップファイルを置くマシン ( winpc ) でのパックアップ作業のためのユーザーを 
fwinpcj 上にあらかじめ用意してください。 


w-O バックアップファイルの中にはシステムのセキユリティに関する情報などが 
含まれるため、バックアップのためのフォルダ ( cachebackup ) の読み取り、 
変更の権限などのセキユリティの設定には十分注意してください 。 (Windows 
Me /98/95 ではセキユリティの設定ができません。そのためお客様の情報が 
第三者に盗まれる可能性があります。） 


パックアップ作業のためのユーザーは既存のユーザーでもかまいませんが、以下の説明では 
rcacheadminj というユーザーをあらかじめ用意したという前提で説明します。 

次の順序で設定します。以降、順に設定例を説明していきます。 

1. Windows マシンの共有フォルダの作成 

2. システムのパックアップファイルグループの設定 

3. バックアップの実行 


胃-〇 パックアップ用に作成した共有フォルダの設定を不用意に変更するとシステ 
BE ムのパックアップおよび復元の機能が正常に動作しなくなるので注意してく 
ださい。 
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Windows マシンの共有フォルダの作成 

まず、パッウアップファイルを置いておくための共有フォルダを Windows マシンに作成しま 
す。ここでは、例として Windows 2000 .Windows XP の2種の OS での作成方法を説明します。 


操作例： winpc の OS が Windows XP の場合 


1 . マシン 「 winpc 」 の[マイコンピュータ]画面を開く。 

2. 開いた[マイコンピュータ]ウインドウの [C :ドライブ]のアイコンをダブルクリツ 
クする。 


3. [ファイル]メニューの[新規作成]— 
[フォルダ]をクリックする。 



ヘルブ (Jd> 



發ブリ-フサ'-ス 
ビットマッブイメ-ジ 
旬 Microsoft Word 文軎 
固 Microsoft Access アブリケ'-シヨン 
動 Microsoft PowerPoint ブレゼンテーシヨン 
^ブ□り.ラム (D 追？] D と靜 1奶テキスト文害 


4. [新しいフォルダ]の名前に [ cachebackup ] とキーポードから入力しく Enter 〉 キー 
を押す。 

5. 上記の手順で作成した [ cachebackup ] フォルダをクリックして選択する。 

6. [ファイル]メニューの[共有とセキュリティ]をクリックする。 

[ cachebackup のプ□パティ ] ウインドウの[共有]シートが表示されます。 

7. [ネットワーク上での共有とセキュ 
リティ]メニューで、[ネットワー 
ク上でこのフォルダを共有する]の 
チェックボックスと[ネットワーク 
ユーザによるファイルの変更を許 
可する]にチェックをつける。 


cachebackup のブロパティ |?||X| 



8 . 

9. 


[ OK ] をクリックして [ cachebackup のプ□パテイ ] のウインドウを閉じる。 


[ cachebackup ] フォ)レダのアイコンが変わつたことを確認する。 


〇 

cachebackup 


以上で WindowsXP 上の共有フォルダの設定は完了です。 
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操作例： winpc の 0S が Windows 2000 の場合 

1. マシン 「 winpc 」 のデスクトップ上にある[マイコンピュータ]をダブルクリック 
する。 

2. 開いた[マイコンピュータ]ウィンドウの [ C : ドライブ]のアイコンをダブルク 
リックする。 

3. [ファイル]メニューの[新規作 
成]—[フオルダ]をクリックす 
る。 


4. [新しいフォルダ]の名前に [ cachebackup ] とキーポードから入力しく Enter 〉 
キーを押す。 

5. 上記の手順で作成した [ cachebackup ] フォルダをクリックし 
て選択する。 

6. [ファイル]メニューの[共有]をクリックする。 

[cachebackup のプ□パティ]ウィンドウの[共有]シートが表示されます。 

7. [このフォルダを共有する]をク 
リックする。 

8. [アクセス許可]をクリックする。 

9. [共有アクセス許可]を設定する。 





ファイル0編集 (£) 表^^ 


^( A ) ツ'■ル (D ヘルブ砂 


ショートカットの作成⑤ 
則除(切 
名前の変更 ( M ) 

プ□パティ© 


閉じる ◎ 


这ブリーフケ-ス 
^ t •ットマッブィメ-ジ 
Microsoft Word 文番 
S 3 喾庫ファイル (LZH 形式） 

Microsoft Access テ '' へ'''ース 


オブジ I クトを逛択すると、そ取 0 Office 卜 '' キュ メントの 一覧... 
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共有アクセス許可| 


名前 


アクセス許可®: 


逅加迫)..._ 

一則除 (B) 」 


許可 


拒否 


ここでは以下のように設定します。 

(1) [名前]一覧から [Everyone] 

を削除する。 

(2) [追加]をクリックして[ユー 
ザー、コンピューター、また 
はグループの選択]ウインド 
ウでユーザー [cacheadmin] 

を追加して[〇 K] をクリック 
する。 

(3) [共有アクセス許可]の[アク 
セス許可]一覧の[フルコン 
トロール]の許可のチェック 
ボックスにチェックをつける。 

1 0. [0 K ] をクリックして [ cachebackup のアクセス許可]のウインドウを閉じる。 

11. [0 K ] をクリックして [ cachebackup のプ□パテイ]のウインドウを閉じる。 


12. [ cachebackup ] フォルダのアイコンが変わったことを確認す 
る。 


cachebackup 


以上で Windows 2000上の共有フォルダの設定は完了です。 


システムのバックアップファイルグループの設定 

ここでは例として[システムの設定ファイル]グループのパックアップの設定手順を説明しま 
す（他のグループも操作方法は同じです）。 


1 . Management Console 画面左の 
[システム]アイコンをクリックす 
る。 

[システム]画面が表示されます。 

2. [システム]画面の[その他]一覧 
の[バックアップ/リストア]をク 
リックする。 

[パックアップ/リストアー覧]画面 
が表示されます。 


A ^ | 簽 Managemenl Console 


• a 场- (3 •ページ®-® 1 トル® • 


システム [へルゴ] 





苷理者バスワード 
アク tz スロヴ収得 


Nc4_Cop>rieht(C) NEC Corporation 2000-2007 


|ぺづが表示？ n ました 



Everyone 


cachebackup のアクセスI午可 
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3. 


一覧の[システムの設定フアイ 
ル]の左側の[編集]をクリツ 
クする。 

パックアップ設定の[編集]画面 
が表示されます。 



4. [編集]画面のパックアップ方式 
の [ Samba ] をクリックして選 
択する。 

5. 「 Windows マシンの共有フオル 
ダの作成」で行った設定に従っ 
て以下の項目を入力する。 

— ワークグループ (NT ド メイ 
ン名)： workgroup 

— [Windows マシン名]: 
winpc 

—[共有名 ]: cachebackup 
—[ユーザ名」： cacheadmin 
-[パスワード]:ユーザ 
cacheadmin の パ スワード 

6. 正しく設定されていることを確 
認するため[即実行]をクリッ 
クしてパックアップを実行する。 

正しく実行された場合は右の操 
作結果通知が表示されます。 




^ 正しく操作結果通知が表示されない場合は Windows マシンの共有の設定と 
バックアツプ方式の設定が正しいかどうか確認してください。 



この[即実行]を使うことで、任意のタイミングで手動でバックアップを行う 
ことができます。 


7. 


[戻る]をクリックする。 
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定期的に自動的にパックアップを行うには次の設定を続けて行ってください。 

8. [編集]画面で[世代]、[スケ 
ジュール]、[時刻]を指定する。 

右図の例では[毎週月曜日の朝9:00 
にパックアップをとる。パックアッ 
プファイルは3世代分残す]設定を 
行う 1 場合を示しています。 

世代 

パックアップファイルをいくつ残 
すかを指定します。パックアップ 
ファイルを保管するディスクの容 
量と、必要性に応じて指定してくだ 
さい。世代を1にすると、パックアッ 
プを実行するたぴに前回のパック 
アップ内容を上書きすることにな 
ります。 

スケジュール 

パックアップを実行する日を指定します。[毎日]、[毎週]、[毎月]、および[パッ 
クアップしない]から選択します。 

[毎週]を指定する場合は右側の曜日も選択してください。 

[毎月]を指定する場合は右側のテキストボッウスに日付を入力してください 

いずれの場合も指定した日付に本体の電源とパックアツプ先のマシンの電源が入っ 
ていない場合はパックアップできないので注意してください。 



時刻 


[スケジュール]で指定した日付の何時何分にパックアップを行うかを指定します。 
指定した時刻に本体の電源とパックアップ先のマシンの電源が ON になっていない 
場合はパックアップできないので注意してください。 


9. [編集]画面下の[設定]をクリツ 
クする。 


編集 


説明: 

世代： 

スケジュール： 


時刻： 


システムの設定ファイル 

C 毎日 
(* 毎週 

p 毎月 r b 

r パックアップしない 
|9 分にバックアップ 


バックアップ方式： 

厂 ローカル ディスクディレクトリ： 


1^ Samba 


ワークヴルーゴ名： 
( NT ドメイン名） 

Windows マシン名： 


共有名： 


/var/back 叩 


workgroup 


win pc 


cachebackup 



以上で、定期的に自動的にパックアップを行う設定は完了です。 
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バックアップの実行 

パックアップの処理は「システムのパックアップファイルグループの設定」で指定した日時に 
本体の電源とノ ゞ ックアップ先のマシンの電源が入っていない場合は、パックアップされません 
ので注意してください。 


リストア 


パックアップファイルは4つの各パックアップファイルヴループごとにシステムにリストア 
することができます。 

ここでは例として[パックアップ手順の例]で設定を行った[システム設定のファイル]ヴ 
ループのファイルのパックアップファイルをシステムにリストアする際の操作手順の例を説 
明します。 


1 . Management Consol 日画面左の 

[システム]画面が表示されます。 

2. [システム]画面の[その他]一覧 
の[バックアップ/リストア]をク 
リックする。 

[パックアップ/リストアー覧]画面 
が表示されます。 

3. 一覧の[システムの設定ファイル] 

の左側の[リストア]をクリック 
する。 

[リストア]画面が表示されます。 


[システム]アイコンをクリックする。 


その他 


システム牾報 

ロヴ音理 


AFT / ALB モード設定 

B 寺刻設定 


ネットワーク 

保守用パスワ~ド 


パックアップ/リストア 

キャッシュデータ則除 


管理者パスワード 

プロキシサーバ状態表示 


アクセスロヴ取得 

システム冗長化設定 





■ パ9々アタブ/リストアー覧 

樣 3^ 

_ 

世代数 

タイミン if 

パ、^^ プ で 

mm リストア j 

>ス テムの設定ファイル 

5 

パックアッブしな C 、 

バップ 

編集| 

プロキシサーバ①設定ファイル 

5 

パックアッブしな C 、 

バックアップ| 
編集丨 IJ スト7 | 

各種□ヴファイル 

5 

パックアップしな C 、 

パックアッゴ1 

編集丨 IJ ストア| 

プ□キシアクセス統計惟報 

5 

パックアップしな C 、 
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4. 


[リストア]画面で[バックアップ 
のリストア先]、[バックアップ方 
式]、[リストアするバックアップ 
ファイル]を指定し、[リストア] 
をク U ックする。 

通常は、デフォルトで最も新しい 
パックアップファイルが選択され 
ています。そのまま実行すれば、最 
新のパックアップファイルがリス 
トアされます。 


パックアップのリストア先 

P 元のディレクトリにリストアする 
別のデイレクトリにリストアする 


ディレクトリ名 : Ptmp 


パックアッゴ方式：| ローカルディスク ニ] 

送択したパックアップファイルか6リストアを行うディレクトリ 




リストアするパックアッゴファイル 

表示ライン数:|1〇〇 ' 



ファイル名 

パックアップ日時 

Vef 


r |backup_conf_0.tgz |2002/10/27 07:18:56 | 670.4 


O' backup conf 1.tg2 2002/10/27 07:20:22 669.9 


r |backup conf J.tgz |2002/10/16 22:51 :11 | 669.5 


r |backup conf 3.tgz|2002/10/17 14:12:08 | 87(M 


C backup_conf _4.t gz 


表示 


z 2002/10/27 07:10:04 | 669.9 

9 — 


wO [元のディレクトリにリストアする]を選択した場合、現在のファイルの内容が 
Bto パックアップしておいた内容で上書きされますので注意してください。 


5. 「リストアします。よろしいですか？」というダイア□グボックスが表示されます。 
リストアする場合は [ OK ] をクリックする。 

リストアをしない場合は、[キャンセル]をクリックしてください。 



選択したバックアップファイルの内容を参照したい場合は、[表示]をクリッ 
クしてください。 
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NEC Express 5800シリーズ 
InterSec 

Express5800/CS500f 


保守•管理ソフトウェア 


システムを監視.管理するための専用ソフトウエアについて説明します。 

EXPRESSBUILDER (106 ページ） 

添付の 「 EXPRESS 巳 UILDER DVD 」 からの起動方法と EXPRESSBUILDER が 
提供する機能について説日月しています。 

ディスクアレイコンフィグレーション（111ページ） 

ディスクアレイを構築している場合のその構築方法について説明します。 



Universal RAID Utility (1 13ページ) 

Universal RAID Utility は、本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103 -1 17相当) 
の管理、監視を行うアプリケーションです。 

保守ツール （1 14ページ） 

専用の保守ユーティリティの使い方について説明しています。 

システム診断 （1 18ページ） 

専用の診断ユーティリティの使い方について説明しています。 

DianaScope (121 ページ） 

ネットワークやシリアルポートを使って装置をリモートで保守することができ 
るアプリケーション 「 DianaScope 」 について説明しています。 

ESMPR 0 (122 ページ） 

添付の 「 EXPRESS 巳 UILDER DVD 」 および「パックアップ DVD - ROM 」 にパ 
ンドルされている InterSec シリーズ統合管理アプリケーション 「 ESMPR 0」 
について説明しています。 


エクスプレス通報サービス （123 ページ） 

本装置に何らかの障害が発生したときに自動で保守サービスセンターへ通報す 
るアプリケーション（別途契約が必要です）について説明しています。 
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EXPRESSBUILDER 


EXPRESSBUILDER は、本装置を保守 • 管理するための統合ソフトウ i アです。 


起動方法 


本体の光ディスクドライブに EXPRESSBUILDER をセツトして、電源を 0 N にすると起動しま 
す0 


wO BIOS の設定を間違えると、 DVD から起動しない場合があります。 

EXPRESS 巳 UILDER を起動できない場合は、 巳 I 0 S SETUP ユーティリティ 
で光ディスクドライブが最初に起動するよう順序を変更してください。 

く 確認する メニュー： fBootJ > 



Windows マシンに EXPRESSBUILDER DVD をセットすると管理アプリケー 
シヨンのインストールやドキユメントの閲覧ができる「オートランで起動する 
メニュー」が表示されます。 


起動方法には管理 PC と本体の接続の状態により、次の3つの方法があります。 

本体にコンソールを接続しての起動 

次の手順に従って起動してください。 

1. 本体にキーポードとディスプレイ装置を接続する。 

2. 本体の光ディスクドライブに EXPRESSBUILDER DVD をセットする。 

3. 本体の電源を 0 FF /0 N してシステムを再起動する。 

リブート後、管理 PC の画面上にトップメニューが表示され、各種保守•管理ツールを管理 PC 
から実行できるようになります。 


LAN 接続された管理 PC からの起動 

DianaScope を使用します。詳しくは EXPRESSBUILDER DVD 内の 「 DianaScope オンライン 
ドキュメント」を参照してください。 


ダイレクト接続 （ COMB ) された管理 PC からの起動 

DianaScope を使用します。詳しくは EXPRESSBUILDER DVD 内の 「 DianaScope オンライン 
ドキュメント」を参照してください。 
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各メニューの起動について 


「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を本装置の光ディスクドライプにセットして起動すると、以下 
のようなメニューが起動します。 


Boot selection 


Os instaLLation *** default ***. ① 

Tool menu ( Normal mode ). ② 

Tool menu ( Red i r e c t i on mode ). ③ 


' W ' 〇 本ツールは Configuration Tool であり 、 Windows PE 2.0を使用していま 
■to す。72時間継続して使用すると自動的に再起動されますのでご注意ください。 


① Os installation 

本項目を選択すると、 EXPRESSBUILDER トップメニューが表示されます。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step | 迄 - 



メ^!-を通択して、「次へ」ポ5ンを押して 

• RAID 播發や os« インストールす4場合1 r シームレス iz ットアップ£実行す 5)J を通折してくだ 3U 
•作菓糊了す5■塌合Iム 「EXPEZSSBUILDER 樹7する J を S 折して <mv» 


«*■ シームレスセ*ノトアップを実行する 

r TOaiows 用 OEM-Disk を作成する 
广 Linux 用ド^1•パディスク*作成する 

广 Lina Stcovry) i- ティシ a ン針 E 成す WLinrnc サービスセツト用） 
r RAID® コンフイヴレーン a ン (» 報 ¢12 —プ O-KT る 
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② Tool menu(Normal mode ) 

本項目を選択すると、ツールメニューが起動します。 



このメニューから、以下のような保守/設定用の機能を起動することができます。各 
機能の詳細については、保守ツールの章を参照してください。 

a ) Maintenance Utility 

オフライン保守ユーティリティを起動します。 

b ) BIOS/FW Updating 

システム BIOS をアップデートします。 

c ) ROM-DOS Startup FD 
ROM-DOS 起動 FD を作成します。 

d ) Test and diagnostics 
システム診断を起動します。 

e ) System Manageme 门 t 

システムマネージメント機能を起動します。 
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③ fool menu (Redirection mode ) 

本項目は、 BIOS コンソールリダイレクション機能を使用して、コンソールレスにて 
操作する場合にのみ選択してください。 





このメニューから起動できる機能は、②のメニューから起動できるものと同等です。 


リモート KVM 機能を使用しているときは、本項目ではなく②の項目を選択して 
ください。 
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オートランで起動するメニ 


Windows 2000 + IE 6.0、 WindowsXP 、 Vista または Windows Server 2003が動作しているコ 
ンピュータ上で添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットすると、才ートラン機能により 
自動的にメニューが起動します。 



VVi セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場合があります。その 
Itetfi ような場合は、エクスプローラから「マイコンピュータ」を選択し、セットし 
た光ディスクドライブのアイコンをダブルクリックしてください。 


メニューからは、 Windows 上で動作する各種パンドルソフトウェアのインストールやオンラ 
インドキュメントを参照することができます。 



オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあ 
ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Adobe Reader がインストールされている必要があります 。 Adobe Reader がイ 
ンストールされていないときは、あらかじめ Adobe システム社のインターネッ 
トサイトより Adobe Reader をインストールしておいてください。 


メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をクリックするか、右ウリッ 
クして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一部のメニュー項目は、メ 
ニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、ヴレイアウト表示され選択できま 
せん。適切なシステム • 権限で実行してください。 


DVD を光ディスクドライブから取り出す前に、メニューおよびメニューから 
起動したオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ディスクアレイコンフィグレーション 

ディスクアレイコンフィグレーションは RAID コントローラに接続されているハードディスク 
数に応じて自動的に論理ドライブ(□ジカルドライブ)を作成するユーティリティです。 

RAID コント□—ラにハードディスクを接続して RAID システムの新規設定•再設定を行う場合 
に使用します。 


使用上の注意 


ディスクアレイコンフィヴレーションを実行する前にお読みください。 

• コンフィグレーション済みの RAID コントローラを使用する場合、新規に論理ドライブ 
を作成する前に、既存のコンフィグレーション情報をウリアする必要があります。コン 
フィグレーション情報をクリアすると、既存のデータは失われますのでご注意くださ 
い。 

• 本ユーティリティで RAID システムの設定を行う場合、 RAID コントローラに接続する 
ハードディスウの容量はすべて同じで、かつ READY 状態である必要があります。 

• 本ユーティリティでは、指定されたハードディスクドライブ構成で割り当て可能な最大 
容量を使用し、単一の論理ドライブを作成することができます。 

• RAID システムの設定を行う場合は、本装置がサポートしている RAID システム構成を指 
定してください。指定されたハードディスクドライブ構成で割り当て可能な最大容量を 
使用し、単一の論理ドライプを作成します。 

• RAID システムの新規設定、再設定を行った場合、コンフィグレーション情報をフ□ッ 
ピーディスクに保存してください。 
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使用方法 


以下の手順でディスクアレイコンフィグレーションを起動し、操作します。 

1. EXPRESSBUILDER DVD からシステムを起動する。 

EXPRESSBLJILDER の起動方法は、106ぺージの 「 EXPRESSBUILDER 」 を参照し 
てください。 

管理 PC の画面にトップメニューが表示されます。 

2. 「ツールメニュー」を表示する。 

3. ツールメニューから「ディスクアレイコンフィグレーション」を選択する。 

ユー ティリティが起動し 、 RAID コントロー ラに接続された ハー ドディスクドライブ 
の状態と論理ドライブの状態をチェックします。 

4. 設定したい RAID システム構成を選択し、番号を入力する。 

作成する論理ドライブの各種パラメータが表示され、確認メッセージが表示される 
場合があります。 

一表示された内容で論理ドライブを作成する場合 

「1」を選択します。自動的に論理ドライブの作成、および初期化を開始します。 
—ユーティリティを終了する場合 

「9」を選択します。ユーティリティは終了します。 


以上で、ディスクアレイコンフィグレーションは終了です。 
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Universal RAID Utility 

Universal RAID Utility は、本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103 -117 相当)の管理、監視 
を行うアプリケーションです。 

Universal RAID Utility のインストールおよび操作方法、機能については、添付の 
EXPRESS 巳 UILDER DVD に収録している 「Universal RAID Utility ( Linux 版）ユーザーズガイ 
ド」を参照してください。 

ユーザーズガイドのインストール、アンインス I -ールに関する 
記載について 

EXPRESSBUILDER DVD に収録している 「Universal RAID Utility ( Linux 版）ユーザーズガイ 
ド」には 、 Universal RAID Utility のインストール、アンインストールについて記載していま 
す。これらの記述は InterSec シリーズには該当しないので注意してください。 

InterSec シリーズでは 、 Universal RAID Utility は工場出荷時にインストールした状態で出荷 
しています。とくにインストールする必要はありません。 

また 、 Universal RAID Utility は、 InterSec シリーズの RAID システムを管理するために必須の 
ユーティリティです。アンインス!ルしないでください。もし、誤ってアンインストール 
してしまった場合、 InterSec シリーズのパックアップ DVD - ROM を使用してシステムごと再 
インス I ルする必要があります。 


ネツトワーク経由での管理 

Universal RAID Utility は、管理対象 RAID コント□—ラを搭載するコンピュータをネツトワー 
ウ経由で管理する機能をサポートしていません。ネツトワーク経由で管理するには、 
Windows のリモートデスクトツプなど、リモートコンソール機能を使用してください。 
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保守ツール 

保守ツールは、本製品の予防保守、障害解析、設定等を行うためのツールです。 


保守 ツールの 起動方法 


次の手順に従って保守ツールを起動します。 

1. 周辺機器、本装置の順に電源を ON にする。 

2. 本装置の光ディスクドライブへ 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットする。 

3. DVD をセットしたら、リセットする （く Ctrl〉 + く Alt 〉 十く Delete 〉 キーを押す) 
か、電源を OFF/ON して Express サーバを再起動する。 

DVD から以下のようなメニューが起動します。 


fool menu (Normal mode): 
□— カル コンソールでツールを 
使用する場合に選択します。 


fool menu (Redirection mode): 
コンソールレスでツールを使用する 
場合に選択します。 


Boot select ion i 

一 _ 

I -t ' Br 's installation *** default *** 

吏ろ 


メニューの初期選択は 「0 s installation 」 となつています 。 Boot selection 
Bfaj メニュー表示後、10秒間操作が行われない場合は、 「0 s installation 」 が自 
動で起動します。 


4. □一カルコンソールを使用する場合は 「Tool menu (Normal mode )」 を、コン 
ソールレスで使用する場合は 「Tool menu (Redirection mode )」 を選択する。 
(コンソールレスについてはこの後の「コンソールレス」を参照してください。） 

以下に示すツールメニューを表示します。 



5. 各ツールを選択し、起動する。 
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保守ツールの機能 


保守ツールでは以下の機能を実行できます。 

• Maintenance Utility 

Maintenance Utility ではオフライン保守ユーティリティを起動します。オフライン保守 
ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティ 
リティを使って障害原因の確認ができます。 


w-O オフライン保守ユーティリティは通常、保守員が使用するプログラムです。才 
■to フライン保守ユーティリティを起動するとメニュー中にヘルプ（機能や操作方 
法を示す説明）がありますが、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリ 
ティの操作を熟知している保守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従つ 
て操作してください。 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、以下の機能を実行できます。 


一 IPMI 情報の表示 


IPMI(lntelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベント□ク 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示や IPMI 情報のパック 
アップをします。 

本機能により、本製品で起こった障害や各種イベントを調査し、交換部品を特定す 
ることができます。 

一 BIOS セットアップ情報の表示 

巳10 S の現在の設定値をテキストファイルへ出力します。 

ーシステム情報の表示 

プロセッサ ( CPU ) や BIOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ出力 
したりします。 

ーシステム情報の管理 

お客様の装置固有情報や設定のパックアップ（退避）をします。パッウアップを行 
ろことで、ポードの修理や交換の際に装置固有情報や設定を復旧できます。 

— システムマネージメント機能 

巳 MC(Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモー 
卜制御機能を使用するための設定を行います。 
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• BIOS/FW Updating 

8番街で配布される「各種 BIOS / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
BIOS/FW (ファームウエア）をアップデートすることができます。「各種 BIOS / FW の 
アップデートモジュール」については次のホームページに詳しい説明があります。 

『8番街』： http // nec 8. com / 

各種 BIOS / FW のアップデートを行う手順は、配布される「各種 BIOS / FW のアップデー 
トモジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容に従って 
アップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むこと 
ができます。 

BIOS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
でください。アップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなく 
なります。 


• ROM-DOS Startup FD 

ROM - DOS システムの起動用サボートディスクを作成します。 

• Test and diagnostics 

Test and diagnostics (システム診断）では本体上で各種テストを実行し、本体の機能 
および本体と拡張ボードなどとの接続を検査します。システム診断を実行すると、本体 
に応じてシステムチェック用プ□グラムが起動します。118ページを参照してシステム 
チェック用プ□グラムを操作してください。 

• System Management 

BMC(Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモート制 
御機能を使用するための設定を行います。 

このメニューから起動する機能は 、 Maintenance Utility のシステムマネージメント機能 
から起動するものと同じです。 
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ンソールレス 


保守ツールは、本体にキーボードなどのコンソールが接続されていなくても各種セットアッ 
プを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソールレス」機能 
を持っています。 


两 • 本装置以外のコンピュータおよび他の Express 5800 シリーズに使用し 

隱ョ ないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレスでは、 「Boot Selection」 メニュー 中の 「Tool menu 

(Redirection mode)」 を選択して下さい。その他を選択しても管理 
PC には表示しません。 


起動方法 

次の2通りの方法があります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続 （ COMB ) された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、 rDianaScopeJ オンラインドキュメントを参照してください。 





• BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 
いでください。光ディスクドライブが最初に起動するようになっていな 
いと使用できません。 

• LAN 接続は標準 LAN ポートのみ使用可能です。 

參 ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 

拳 コンソール レスで本装置を遠隔操作するためには、操作する管理 PC と 

の通信方法 や 詳細な設定を保存した「設定情報 ファイル」 を格納したフ 
ロッピー ディスクを必ず FD ドライブに挿入しておく必要があります。 
「設定情報 ファイル」 は ツールメニューの システム マネージメン ト機能 
や、 DianaScope Configuration で作成することができます。「設定情 
報 ファイル」 は フロッピー ディスクの ルー トディレクトリに必ず以下の 
ファイル 名で作成してください。 

く設定情報ファイル名>: CSL_LESS.CFG 

參 BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法以外の手段（電源 
◦FF やリセット）で終了するとリダイレクションが正常にできない場合 
があります。設定ファイルで再度設定を行ってください。 



BIOS 設定情報は以下の値にセットされます。 
參 LAN Controller : [ Enabled ] 

• Serial Port A : [ Enabled ] 

• Serial Port A I/O Address : [3 F 8] 

• Serial Port A Interrupt : [IRQ 4] 

• Serial Port B : [ Enabled ] 

• Serial Port B I/O Address : [2 F 8] 

• Serial Port B Interrupt : [IRQ 3] 

• BIOS Redirection Port : [Serial Port B ] 

參 Baud Rate : [19.2 K ] 

• Flow Control : [ CTS / RTS ] 

• Console Type : [PC ANSI ] 
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システム診断 

システム診断は装置に対して各種テストを行います。 

「 EXPRESSBULDER 」 の 「Tool menu 」 から 「Test and diagnostics 」 を選択して診断して 
ください。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• 本体に取り付けられているメモリのチェック 

• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されているハードディスクドライプのチェック 


胃-〇 システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルを外してくだ 
さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼすお 
それがあります。 


ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いませ 

啦ん。 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、本体に直接接続されたコンソール（キーボード）を使用する方法と、シ 
リアルポート経由で接続されている管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソールレス） 
があります。 

それぞれの起動方法は次のとおりです。 


胃-'ジ 「保守ツール」では、コンソールレスでの通信方法に LAN と COM ポートの2つ 
の方法を記載していますが、コンソールレスでのシステム診断では COM ポー 
卜のみを使用することができます。 


1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を OFF にし、電源]-ドをコンセント 
から抜く。 

2. 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を ON にする。 

4. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を使ってシステムを起動する。 
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5. 本体のコンソールを使用して起動する場合は「丁 00 1 menu (Normal mode )」 を、 
コンソールレスで起動する場合は 「Tool menu (Redirection mode )」 を選択す 
る。 

システムによっては、 Language selection メニューが表示される場合があ L J ま 
g エック| す 。 Language selection メニューが表示された場合は 「Japanese」 を選択し 
ます。 


6. TOOL MENU の 「Test and diagnostics 」 を選択する。 

Test and diagnostics の 「 End-User Mode 」 を選択してシステム診断を開始しま 
す。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 



試験タイトル 

診断ツールの名称およびパージョン情報を表示します。 

試験ウインドウタイトル 

診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始 • 終了 • 経過時間および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作するキーの説明を表示します。 

試験簡易ウィンドウ 

診断を実行した各試験の結果を表示します。カーソル行で < Enter > キーを押すと試 
験の詳細を表示します。 

システム診断でエラーを検出した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 
赤く反転表示し、右側の結果に 「Abnormal End 」 を表示します。 

エラーを検出した試験に力ーソルを移動し < Enter > キーを押し、試験詳細表示に出 
力されたエラーメッセージを記録してお買い求めの販売店、または保守サービス会 
社に連絡してください。 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従い <Esc> キーを押す。 

以下の エンドユーザー メニューを表示します。 

TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .lm) 

I — Enduser Menu — i 


<Test Result> 


<Device List> 

<Log Info 
<Option> 

<Reboot> 

Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


<Test Result> 

前述の診断終了時の画面を表示します。 

<Device List> 

接続されているデパイスー覧情報を表示します。 

<し og lnfo> 

試験ログを表示します。試験ログをフ□ッビーディスクへ保存することができま 
す。フロッピーディスクへ記録する場合は、フォーマット済みのフロッピーディス 
クをフロッピーディスクドライプにセットレ、 < Save ( F )> を選択してください。 

<Option> 

オプシヨン機能が利用できます。 

<Reboot> 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーザーメニュー でく Reboot> を選択する。 

再起動し、システムが EXPRESS 巳 UILDER から起動します。 

9. EXPRESSBUILDER を終了し、光ディスクドライブから DVD を取り出す。 

10. 本体の電源を OFF にし、電源コードをコンセントから抜く。 

11. 手順 2 .で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源 コー ドを コン セントに接続する。 

以上でシステム診断は終了です。 
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DianaScope 

DianaScope は Express 5800 シリーズをリモート管理するためのソフトウェアです 0 
DianaScope の機能やインストール方法についての詳細はオンラインドキュメントを参照し 
てください。 


フ W ル (F) 驪案©表 SM ツール CD M け (H) 

jQjxl 

K 1 

知戻 5 • ■ '3 0 a | ‘窃榜索 a お気 t 入り效;*ディア❹| lir #崮 

アドレス® |,爸| http//1 92.16 B1 4.151 :8080/dianascope/pages/commons/topjsp 

こ]夕移 I* | リンり 》 


Empowered by Innovation 





プル - プー K > B E mes > Blueberrv 

sia |_u モート =dv~i レ I 






■ 卜 rc-Awsi J _ 


- ! m \ 

I EUC-JP I UTF-a I » (J 



[SI： 43: 29] 

System Date: [07/09/2004] 

Legacy Floppy A: [1.44/1.25 MB 3.5"] 

Legacy Floppy B: [Disabled] 

Hard Disk Pre-Delay: [Disabled] 

> Primary ICE Master [CD-ROM] 

> Primary ICE Slave [None] 

> Processor Settings 

Language: [English (US)] 

Item Specific Help 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 
<Enter> selects field. 

Help Select Item Change Values Setup Defaults 

Exit Select Menu Select > Sib-Menu Save and Exit: ▼ 


_ 確 I55S7 | 

■» 綠点灯 
占 D « ン 


^ 本製品において DianaScope を使用するためにはオプションのサーバライセン 
|7^1 ス ( UL 1198-001 または UL 1198-011) が必要です。本製品には以下のサーパラ 
イセンスが添付されています。 

• UL 1 1 98-001 SystemGlobe DianaScope Additional Server Licensed ) 
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ESMPRO 


ESMPRO / ServerManager 、 ServerAgent は、システムの安定稼動と効率的なシステム運用を 
目的とした管理ソフトウエアです。構成情報や稼動状況を管理し、システムの異常を検出した 
際にシステム管理者へ通報することにより、システム障害の予防や障害に対する迅速な対処を 
可能にします。 

添付の「パックアップ DVD - ROM 」 には、本体を管理するアプリケーション 「 ESMPRO / 
ServerAgentJ が格納されています。 ESMPRO / ServerAgent と通信を行いネットワーク上の 
管理 PC から本装置を監視するアプリケーション 「 ESMPRO / ServerManager 」 は 
「EXPRESSBUILDER DVD 」 に格納されています。 

• ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO / ServerManager の動作環境やインストール方法、アンインストール方法およ 
び運用時の注意事項については 「EXPRESSBUILDER DVD 」 にある 「 ESMPRO / 
ServerManager インストレーションガイド」を参照してください。 

• ESMPRO/ServerAgent 

ESMPRO / ServerAgent は本装置に自動でインストールされる監視アプリケーションで 
す。 ESMPRO / ServerAgent に関する詳細な説明は本体に添付の「パックアップ DVD - 
ROM 」 内にあるオンラインマニュアル （ PDF ファイル）を参照してください。 

添付のパッウアップ DVD - ROM :/ nec / doc / 500 / esmp 「 o . sa / users _ v 42 .pdf 

ESMPRO / ServerAgent は出荷時のハードディスクにインス I ル済みです。また、再イ 
ンストールの時も自動的にインス I ルされます。 
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エクスプレス通報サービス 

エクスプレス通報サービスは、システムに発生する障害情報（予防保守情報含む）を保守セン 
ターに自動通報するソフトウェアです。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に 
保守を行ったりすることができます。 

エクスプレス通報サービスは出荷時のハードディスクにインストール済みです。また、再イン 
ストールの時も自動的にインストールされます。 

エクスプレス通報サービスを利用するためには、別途契約が必要となります。詳しくは、お買 
い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 



124 メモ 
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NEC Express 5800シリーズ 
InterSec 

Express5800/CS500f 


システムの拡張とコンフイグレーシヨン 

本装置用に用意されている各種オプションの取り付け•取り外しの手順や作業を行う際の注意 
事項について説明します。システムの拡張後にシステム BIOS の設定を変更する必要がある場 
合があります。この章でシステム BIOS のユーティリティについて操作方法や注意事項を説明 
します。 



内蔵オプションの取り付け （126 ページ） 

オプションデパイスの取り付け（または取り外し）の準備ができるまでの手順 
およびオプションデパイスの取り付け（または取り外し）の手順について説明 
しています。 

システム BIOS コンフイグレーシヨン （ SETUP ) (163 ページ） 

BIOS SETUP ユーティリティを使った本体の入出力に関するコンフィヴレー 
ションについて説明しています。 

RAID システムのコンフィグレーシヨン （193 ページ） 

本体装置内蔵の RAID コン ト □—ラ ( N 8103-1 17相当)を使用して、 RAID システ 
ムを構築する方法について説明しています。 

リセツトとクリア （232 ページ） 

リセツ ト する方法と内部メモリ ( CMOS ) のウリア方法について説明します。 

割り込みライン （236 ページ） 

割り込み設定について説明しています。 
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内蔵オプションの取り付け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


胃"〇 參オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
Bfai 場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 

責任を負いかねますのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持つた保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 


安全上の注意 


安全に正しくオプシヨンの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



AA 

A ® 

㉞ 翁 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


△注意 

A \ A \ 

A A 

G 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

參 カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• 感電注意 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• u ストストラップ（アームパンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラ、ソプを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ろ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着衣 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

一取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

一部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

1 . os のシャットダウン処理を行う。 

ハードディスクドライブや増設電源ユニットで、ホットスワップで増設ができる場 
合は、シャットダウン処理をする必要はありません。 


2. セキユリテイキーでフロントべゼル 
のロックを解除して、フロントべゼ 
ルを取り外す。 


3. POWER スイッチを押して本装置 
の電源を OFF ( POWER ランプ消 
灯）にする。 

4. 本装置に接続しているすべての 
ケーブルおよび電源コードを取り 
外す。 

以上で完了です。部品の取り付け 
取り外しにはプラスドライパとマ 
イナスドライパが必要です。用意 
してください。 




ハードディスクドライプと電源ユニットを除く内蔵部品の取り付け/取り外しの作業は本装置 
をラックから引き出した状態で行います。 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

A A 

Q 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• p ■:日ミナ音 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 
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1 . ^ 28ページを参照して準備をする。 

^ 保守をしようとしている装置を確認するために UID スイッチを押すことで点灯 
| p ^ l する UID ランプを利用してください。 


2. 本装置前面の左右にある□ック解 
除ポタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

引き出している途中でロックされ 
ます。□ツクされたところで引き 
出しは完了です。 



ラックへ収納するときは、左右のレリーズレ 
パー（青色）を手前または、奥に押しながら 
再度、ラッウへ押し込みます。 




レノ（一 やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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取り付け/取り外し後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

參取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケープルは元どおりに取り付けてください。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。また、部品やケープルは中途半端に取り付けず、確実に取り付けてください。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケープル端子部分に置かれたまま電源を 0 N にすると誤動作の原 
因となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケープルが冷却用の穴をふさいでいないことを確認してください。泠却 
効果を失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデパイスによっては、診断 ユーティ リ ティ や BIOS セットアップ ユーティ リ ティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデパイスの増設手順で詳しく説日月しています。参照してください。 





取り付け/取り外しの手順 
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次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

八ードディスクドライブ 

本装置の前面には、約 25.4 mm (1 インチ）厚のハードディスクドライブを搭載することがで 
きる八ードディスクドライブペイがあります。 

ハードディスクドライブは専用のドライブキヤリアに搭載された状態で購入できます。また、 
ドライブキャリアに搭載された状態のまま装置に取り付けます。 


• 弊社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティのハードディスクドライブなどを取り付けると、 
八ードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 
次に示すモデルをお買い求めください （2008 年1月現在)。 

- N 8150 -200(73.2GB、 15000 rpm, SAS) 

• 本体装置内蔵の RA 旧コントローラ (N 8103 -11 7相当内蔵)がサボート 
する RAID レベルは、 「RAID5J です。 


A - ドディスウドライブベイには最大で6台のハードディスクドライブを搭載することがで 
きます。搭載するス□ットによってポート番号が固定で決められています。下図を参照してく 
ださい。 


Port3 
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ハードディスクドライプペイは、出荷時の構成で本体装置内蔵の RAID コント□ー ラ（ N 8103- 
117相当内蔵)に接続されています。これらの八ードデイスクドライプを RAID システムで使用 
する場合は、以下を参照してください。 



• 本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103 -1 17相当内蔵)を使用する場合 

RAID システムの構築、設定、管理には、 「 WebBIOS 」 や 、 「Universal RAID Utility 」 を 
使用します。 

詳細は、 「 RAID システムのコンフィヴレージョン」 （193 ページ ）、 「Universal RAID 
Utility 」(113 ページ）を参照してください。 

標準でハードディスクドライプを2台搭載しています。 

PortO 、 Port 1のペイを除くハードディスクドライブペイにはダミートレイが入っています。ダ 
ミートレイは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。ハードディスクドライブを搭載し 
ない場合にはダミートレイを取り付けてください。 
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取り付け 


次に示す手順でハードディスクドライプを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 


RA 旧システム構成にする場合、容量などの仕様が同じハードディスクドライ 
ブを使用して、ディスクアレイを作成してください。 



ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外 
しを行うことができます。 


2 . 


3. 


128ページを参照して準備をする。 

八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□ットは本装置に6つあります。 Port 番号の小さい順に取り付けてください 。 Port 
はス□ットの位置で決まっています。 

ダミートレイを取り外す。 

ダミートレイは PortO 、 Portl 以外 
のス□ツトに取り付けられていま 
す0 



• ダミートレイは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレイは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、ダミートレイを取り付けてく 
ださい。 


















134 内蔵オプションの取り付け 



• ハンドルのフックがフレームに当たるまで押し込んでください。 

• ドライブキヤリアは両手でしっかりとていねいに持ってください。 






• 八ンドルとドライブキャリアに指を挟まないように注意してください。 
參 さらにしつかり入っているか、再度押し込んでください。 


押し込むときにハンドルのフックがフレームに引つかかつていることを確認 
してください。 


7. 本装置の電源を ON にして、 DianaScope を使い SETUP ユーティリティを起動し 
て 「 Boot 」 メニュー （190 ページ）で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 
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DISK ランプ 


ハードディスクドライプが故障したためにディスウを取り外す場合は、ハード 
ディスクドライプの DISK ランプがアンパー色に点灯しているスロットをあら 
かじめ確認してください。 


8. 取り外したフロントべセルを取り 
付ける。 

フロントぺゼル左側のタブが本体 
の フレームに 引つかかるよラにし 
てから取り付けてセキュリティ 
キーで □ツクします。 


フレーム 



取り外し 

次の手順でハードディスクドライブを取り外します。 




1. 128ページを参照して準備をする。 

2. レバーを押してロックを解除し、 
八ンドルを開く。 
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3. 八ンドルとドライブキヤリアを 
しっかりと持って手前に引き出 
す。 



4. ハードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているス□ットにダミー 
トレーを取り付ける。 


5. 本装置の電源を ON にして、 DianaScope を使し) SETUP ユーティリティを起動し 
て 「 Boot 」 メニューで起動順位の設定をする。 

A - ドディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 


RAID システム構成でのハードディスクドライブの交換について 

RAID システム構成の場合、故障したハードディスクドライブの交換後、交換した新しいハー 
ドディスウドライプに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻 
すことのできるオートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルドは故障したハードディスクドライプをホットスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。 

オートリビルドを行っている間、ハードディスウドライブにある DISK ランプが緑色とアン 
パー色に交互に点灯してオートリビルドを行っていることを示します。 



才ートリビルドに失敗すると、八ードディスクドライブにある DISK ランプが 
アンパー色に点灯します。八ードディスクドライブの取り外し/取り付けをも 
う1度行い、オートリビルドを試みてください。 


オートリビルドを行ラときは次の注意を守ってください。 

• ハードディスクドライプが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFR こしないでください。 

• ハードディスウドライブの取り外し/取り付けは90秒以上の間隔をあけて行ってくださ 


• 他にリビルド中のハードディスクドライブがある場合はディスウの交換を行わないでく 
ださい（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアンパー色に 
交互に点灯しています)。 
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電源ユニット 

万一、電源ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
す（冗長機能)。 


取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 

1 . 128ページを参照して準備する。 


必ず電源を OFF にしてください。誤動作や故障の原因となります。 


2. ブランクカバーを取り外す。 

右囡のよろにレパーをつまんで取 
り外してください。 



取り外したカパーは大切に保管しておいてください。 























138 内蔵オプションの取り付け 




とつ手をにぎりしっかりと押し込 
む。 

「カチツ」と音がしてロックされま 
す。 


霞源コード （2 本）を接続する。 

標準で添付されていたものと増設 
した電源ユニットに添付されてい 
たコードを使います。コードを接 
続すると AC POWER ランプが点 
滅します。 

本装置の電源を ON にする。 

AC POWER ランプが点灯します。 

STATUS ランプに電源 ユニッ ト 
に関するエラー表示がないことを 
確認する。 


4. 


5. 


6 . 




AC POWER ランプが消灯している場合は、もう一度電源ユニットを取り付け直して 
ください。それでも同じ表示が出たときは保守サービス会社に連絡してください。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


A 注意 

A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 感電注意 


正常に動作している電源 ユニッ トを取り外さないでください。 



本装置の電源 ユニッ トを冗長構成 （2 台で運用）にしているとき、そのうちの1 
台が故障した場合は、システム稼慟中（電源 ON の状態）に故障した電源 ユニッ 
卜を交換できます（次の手順2をとばしてください）。 


1. 背面にある_源 ユニッ トのランプの表示 （AC POWER ランプがアンバー色に点 
灯）で故障している電源 ユニッ トを確認する。 

2. システムを終了し、 POWER スイッチを押して電源を OFF にする。 

3. 故障している電源 ユニッ トの AC コードを抜く。 


4. 電源 ユニッ トのとつ手をにぎり、 
レノを押さえながら手前に引 
く。 

5. 電源 ユニッ トを取り外す。 

6. 電源 ユニッ トを交換せず1台の電 
源 ユニッ トで運用する場合は、 
「取り付け」の手順2で取り外し 
たカバーを取り付ける。 



装置内部の冷却効果を保持するためにも電源 ユニッ トを取り付けていないス 
Dto □ットにはブランクカパーを取り付けてください。 


7. 「取り付け」の手順5〜7の手順を参照して電源 ユニッ トを取り付け、取り付け後の 
確認をする。 



2台の電源 ユニッ トで動作していた本体の電源 ユニッ トを電源 ON のまま交換 
したときは、電源 ユニッ ト POWER ランプが点灯します（運用を停止している 
間に交換したときは電源コードを接続するとランプが点滅し、電源を ON にす 
ると点灯します）。 
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ドライブ カバー 

ファンの取り付け/取り外しや内部のケープル接続を変更するときはドライブカパーを取り外 
します。 

取り外し 

1. 128ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す （128 ページ参照)。 


3. ドライブカバ'—にある□ックボタ 
ンを押しながら装置前面へスライ 
ドさせる。 

4. ドライブカバーを持ち上げて本体 
から取り外す。 


取り付け 

ドライブカパーを取り付けるときは、ドライ 
ブカ パー のタブが本体 フレーム に確実に 差 
し込まれていることを確認して、ドライプカ 
パーを背面へスライドさせてください。ドラ 
イプカ パー を本体背面に向かってスライド 
させると「カチッ」と音がしてドライブカ 
パーが ロックされます。 

このときに□ックポタンの状態を確認して 
ください。確実にロックされると□ックボタ 
ンが上に上がった状態になります。下に押さ 
れた状態（くぼんだ状態）の時はドライブカ 
パーをもう一度本体背面に向けてスライド 
させてください。それでもロックされない場 
合は、いったんドライブカパーを取り外して 
から、もう一度取り付け直してください 
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□ジックカバー 

DIMM および、 PCI ボードの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときは□ジッ 
クカパーを取り外します。 

取り外し 

1. 128ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す （128 ページ参照)。 


3. ロジックカバーの背面にあるセッ 
トスクリューをゆるめ装置背面へ 
スライドさせる。 

4. ロジックカバーを持ち上げて本体 
から取り外す。 


取り付け 

□ジックカパーを取り付けるときは、□ジッ 
クカ パーの タブが本体 フレームに 確実に差 
し込まれていることを確認して、ロジックカ 
パーを前面へスライドさせてください。最後 
に背面にあるセツトスクリューを固定して 
ください。 



^ ロジックカパーの取り付け時、閉まりにくい場合は、ライプカバーも取り外し、 

□ジ 、ソク カバーを先に取り付けてください。 






















142 内蔵オプシヨンの取り付け 


DIMM 

DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケットに取り付け 
ます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが12個あります。 



メモリは最大 4 GB まで増設できます。出荷時には 、 DIMM #11と#21に 1 GB の 
DIMM を搭載しています。 


拳 DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ポードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は127ページで詳しく 
説明しています。 

參 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーポードが故障す 
るおそれがあります。また、これらの製品が原因となった故障や破損に 
ついての修理は保証期間中でも有料となります。 


DIMM の増設順序 

DIMM は Group 番号の順に増設します。 



背面側 


DIMM 

DIMM 

DIMM 

DIMM 

DIMM 

DIMM 


#42 

#11 

#13 

#22 

#31 

#33 


Group 番号 

Group を構成するソケット番号 

Group #1 

DIMM #11と DIMM #21 

Group #2 

DIMM #31と DIMM #41 

Group #3 

DIMM #12と DIMM #22 

Group #4 

DIMM #32 と DIMM #42 

Group #5 

DIMM #13 と DIMM #23 

Group #6 

DIMM #33 と DIMM #43 


w-O インタリーブ装置であるた 
Bfaj め、 2 枚単位で増設してくだ 
さし、。また同じ Group 内に異 
なる仕様の DIMM を実装す 
ると正常に動作しません。 


PaI メモ$ラ ー IJ ングヰすン 
irfeTB ラインスペアメモリなどの 
機能を使用する際の構成に 
ついては146ページを参照し 
てください。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


本装置では、 Low-profile (□_ プ□ファイル： DIMM ポードの高さが 30mm 
Bta (1.2 インチ）以下）タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外（そ 
れ以上高い） DIMM はサボートしていません。 


2 . 

3. 

4. 

5. 


128ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （128 ページ参照)。 

ドライブカバーと□ジックカバーを取り外す （ 140ページ参照)。 

PCI ライザーカードを取り外す （1 51ページ参照)。 

サボー トパーのネジ2本を外し、 

サボー ト パー を取り外す。 



✓ サポートパーが浮き上がつてネジを紛失する場合があります。 

ネジを取り外すときは、サポートパーをしっかり押さえながら行ってくださ 
い 0 


6. プロセッサダクトを持ち上げて取 
り外す。 



7. DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込 
まれるとレバーが自動的に閉じま 


す0 



^ 參 DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止す 

民ェック I るための切り欠きがあります。 

參 ソケットに押し込むときは過度の力を加えないでください。ソケットや 
端子部分を破損するおそれがあります。 
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8 . 


9. 


プロセッサダクトを取り付ける。 


USB ケープル 


USB ケープルはプロセッサダクト 
の上に置いてください。 


サボートバーを取り付ける。 

USB ケープルはサポートパーの切 
り欠きを通してください。 


プロセッサダクトの折り返し部分 
がサポートパーの内側に差し込ま 
れていることを確認してくださ 
い 0 



USB ケープル 



サ ポー ト パー 



✓ サポートパーが浮き上がってネジを紛失する場合があります。 

W ^ o \ ネジを取り外すときは、サポートパーをしっかり押さえながら行って<ださ 
い0 


10. 取り外した部品を取り付ける。 






















ハードウェア編 145 


11. DianaScope を使って管理 PC から本装置の BIOS セットアップユーティリティを 
起動して 「 Advanced 」一「 MemoryConfiguration 」 の順でメニューを選択し、 
増設した DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確認する 
(175 ページ参照)。 

12. 「 Advanced 」 メニューの [Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは174ページをご覧ください。 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 




1. 128ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （128 ページ参照)。 

3. ドライブカバーとロジックカバーを取り外す（140ページ参照)。 

4. PCI ライザーカードを取り外す（151ページ参照)。 

5. サボートバーのネジ2本を外し、サボートバーを取り外す（「取り付け」の手順を 

参照)。 

6. プロセッサダクトを持ち上げて取り外す（「取り付け」の手順を参照）。 

7. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左右にひろげる。 

ロックが解除され DIMM を取り外 
せます。 

8. 取り外した部品を取り付ける。 

9. DianaScope を使って管理 PC から本装置の巳 I 0 S セットアップユーティリティを 
起動して 「 Advanced」—「Memory Configuration」-「Memory Retest 」 
を 「 Yes 」 に設定し、取り外した DIMM の エラー 情報をクリアする （175 ぺージ 
参照)。 



• 故障した DIMM を取り外す場合は， POST や ESMPR0 で表示されるエ 
ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 
ください。 

• DIMM は最低 2 枚 1 組搭載されていないと本装置は動作しません。 


10.「 Advanced 」 メニユーの [Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは174ぺージをご覧ください。 
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メモリ機能の利用 

本製品には、システム停止の原因となるメモリ障害(複数ビット障害)を自動的に修正する 「 x 4/ 
x 8 SDDC ECC メモリ」機能の他に「メモリミラーリング機能」と「オンラインスペアメモリ 
機能」を持っています。必要に応じて利用してください。 


標準のメモリ構成と「メモリミラーリング機能」、「オンラインスペアメモリ機 
Bfai 能」を同時に利用することはできません （「 x 4/ x 8 SDDC ECC メモリ」機能 
はどの状態においても機能します)。 


本製品のマザーポード内にはメモリを制御するための「メモリブランチ」が下図のように2系 
統に分かれています。 



「メモリミラーリング機能」と「オンラインスペアメモリ機能」はメモリブランチ圊またはメ 
モリプランチ内でのメモリの死活監視と切り替えを行うことによって冗長性を保つ機能です。 
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メモリ S ラーリング機能 

メモリミラーリング機能とは、メモリブランチ間で対応する2つの Group の DIMM (ミラーセツ 
卜）に同じデータを書き込むことにより冗長性を持たせる機能です。 



オペレーティングシステムからは、物理容量の半分の容量のメモリとして認識 
Irfei ] されます。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• ミラーセットを構成するメモリソケット （4 つ）にメモリを搭載してください。 

參搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 

• DianaScope を使って管理 PC から本装置の BIOS セットアップューティリティを起動し 
て次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してください。 
I 7\ d \/ anced 」 一 「Memory Configuration サブメニュー」一 ►「Memory R/\S Feature 」 

「 Mirror 」 

• メモリは次の順序で搭載してください。 

Group #1と Group #2 - >Group #3と Group #4 - ►Group #5と Group #6 

次のよラなミラーリングは構築できません。 

• 異なるミラーセット間でのメモリミラーリング 
拳同ーメモリブランチ内でのメモリミラーリンク' 
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メモ u ミラー設定に関する注意事項 

メモリミラーを構築した状態で、メモリミラー構成とならないようなメモリ増設や、メモリミ 
ラーが崩れるようなメモリの取り外しを行なった場合は 、 BIOS Setup メニューのメモリミ 
ラーメニューがグレーアウ ト 状態になり設定が変更できなくなります。このような状態になっ 
てしまった場合の、メモリミラー解除をするには下記手順を参照して Load Setup Defaults を 
実施してください。 

1. BIOS Setup の設定内容を控えておく。 

2. POST 中に 「 F 2」 キーを押し 、 BIOS Setup メニューに入る。 

3. 「 Exit」-►「Load Setup Defaults 」 を選択 0 

4. 「Load default configutation now ?」 と表示されるので 「 Yes 」 を選択する。 

5. 1.で控えていた内容を再設定する。 


メモリミラーリング機能を使用できる DIMM の搭載パターン例を以下に示します。 


例 

メモリセツト 

メモリセツト 

メモ U セツト 

メモリ容量合計 

Group# 1 

G 「 oup#2 

Group#3 

G 「 oup#4 

Group#5 

G 「 oup#6 

物理メモリ 

論理メモリ 

1 

標準 2GB 

増設 2GB 

- 

— 

— 

— 

4G 巳 

2GB 


Load Setup Defaults が実行されると、他の Setup 設定も Default 値に戻るので、 
再度 Setup 設定を行ってください。 
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オンラインスペアメモリ機苜 g 

オンラインスペアメモリ機能は、メモリブランチ内の1つの Group を予備（スペア）として待 
機させることにより、運用している Group の DIMM で訂正可能な エラー が発生した場合、待機 
させている Group の DIMM に運用を自動的に切り替え処理を継続させる機能です。 




オペレーティングシステムからは、物理容量より少ない容量のメモリとして認 
識されます（搭載数と1枚あたりの容量によって変化します）。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• メモリブランチ内の2つ以上の Group にメモリを搭載してください。メモリブランチ間 
で搭載数が異なっていても動作します。例えば、メモリプランチ#0は4枚 （2 つの 
Group ) で、メモリブランチ#1は6枚 （3 つの Group ) でも問題ありません。 

• メモリブランチ内に搭載されたメモリの容量はすべて同じものを使用してください。メ 
モリプランチ単位で同一容量のメモリを搭載していれば動作します（メモリプランチ#0 
とメモリプランチ#1の総容量が異なっていても動作します)。 

• DianaScope を使って管理 PC から本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して次 
のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してください。 
|7\ d \/ anced 」 一 「Memory Configuration サブメニュー」一 「 Sparing 」 

• 各メモリブランチ内のメモリは次の順序で搭載してください。 

メモリプランチ#0 : Group #1— Group #3 —Group #5 
メモリプランチ# 1 : Group #2 - ►Group #4 - ►Group #6 

次のよラなスペアリングは構築または設定することができません。 


異なるメモリブランチへのスペアリング 
任意のメモリをスペアに指定 

スペアに指定される Group は同ーメモリブランチ内で一番大きい Group 番号です。 
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オンラインスペアメモリ機能を使用できる DIMM の搭載パターン例を以下に示します。なお、次の 
パターンはメモリプランチ#0でのものですが、メモリプランチ#1でも同じバターンとなります。 


例 

メモ U ブランチ# 0 

メモリ容量合計 

Group# 1 

G 「 oup#3 

G 「 oup#5 

物理メモリ 

論理メモリ 

1 

増設 1 GB 

増設 1 GB 

— 

2 GB 

1 GB 

2 

増設 1 GB 

増設 1 GB 

増設 1 GB 

3 GB 

2 GB 

3 

標準 2 GB 

増設 2 GB 

— 

4 GB 

3 GB 


オンラインスペアメモリはメモリコントローラの仕様上、メモリの Rank 単位でスペアメモリ 
を設定します。 

Single Rank メモリと Dual Rank メモリではオンラインスペアメモリを設定した場合の論理メ 
モリ容量が異なります。 

• Single Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 x 搭載数） 一 物理メモリ容量=論理メモリ容量 

• Dual Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 X 搭載数） 一 （物理メモリ容量/ 2) =論理メモリ容量 

本装置でサボートレているメモリは以下のとおりです。 

— N 8 102-309 増設 1 GB メモリ： Single Rank 
— N 81 02-310 増設 2 GB メモリ： Dual Rank 
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PCI ポード 

本装置には、 PCI ポードを取り付けることのできる「ライザーカード （2 種類)」をマザーボー 
ド上に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードを各3枚ずつ取り付けることができま 
す（合計で6枚の PCI ポードを搭載可能)。 

それぞれのライザーカードにある PCI ポードス□ットにネットワーウ拡張用やファイルデパ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 


"~〇 • PCI ポードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。 

隱直 サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから 

PCI ポードを取り扱ってください。また、 PCI ポードおよびライザー 
力ードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ポードおよびライザー 
カードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は127ベージで詳しく説明しています。 

• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項がありま 
す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せください。 

• Low-profile (ロープ□ファイル）タイプと Full-height (フルハイト） 
タイプの PCI ポードで接続できるライザーカードが異なります。ポード 
の仕様を確認してから取り付けてください。 


^ PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもあります。 
||1^| ボードに添付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうかを確 
認してください。設定は、 BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を使 
います。詳しくは、163ページを参照してください。 
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* 3 C に RAID コントローラ ( N 8103-1 17相当内蔵)標準実装 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点について注意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないよう注意してくだ 
さい。手の油や汚れが付着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

參ライザーカードによって接続できる pci ボードのタイプが異なります。ボードの仕様を 
確認してから取り付けてください。 

參本装置の起動時の pci パスス□ットのサーチ順位は次の通りです。 

3 B — 1 B —2 B - 1 C —3 C —2 C 

• 0 S や RAID システム BIOS ユーティリティなどで同種の PCI デパイス（オンボードの PCI 
デパイス含む）の認識順序が上記サーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI パス 
番号、デパイス番号、機能番号を参照して PCI デパイスのスロット位置を確認してくだ 
さい。 


PCI デバイス 

PCI バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード NIC 1 

C 

0 

〇 

オンボード NIC 2 

C 

0 

1 

スロット 1 C 

18 

0 

X 

スロット 2 C 

20 

0 

X 

スロット 3 C 

1 C 

0 

X 

スロット1巳 

0 D * 

3 

X 

スロット2巳 

0 D * 

9 

X 

スロット 3 B 

3* 

0 

X 


* ス□ット IB , 2 B 、3 B に取り付けた PCI ボードによっては、上記 PCI パス番号にならない場合 
があります。 


• 起動しない LAN コントローラのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 

• LAN ポートに接続したコネクタを抜くときは、コネクタのツメが手では押しにくくなっ 
ているのため、マイナスドライパなどを使用してツメを押して抜いてください。その際 
に、マイナスドライパなどが LAN ポートやその他のポートを破損しないよう十分に注意 
してください。 

• 起動可能な PCI カード （ RAID コントローラや LAN ボードなど）を増設すると、起動の優 
先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS セットアップユーティリティの 
「 Boot 」 メニューで設定し直してください。 

• 同じ PCI ライザーカード上にあるスロット（1 C 、 2 C 、3 C または IB 、2 B 、3 B ) のうち、 
いずれかのスロットに 33 MHz でのみ動作するオプションを取り付けた場合、その PCI ラ 
イザーカードの他のス□ットに取り付けたオプションも 33 MHz で動作します。 
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サボートしているポードと搭載可能ス□ット 

次の表のとおりです。なお、各ボードの機能詳細についてはボードに添付の説明書を参照して 
ください。 







バス A 

パス B 

パス C 

パス D 

バス E 





PCIe 

#1C 

PCIe 

#2C 

PCIe 

#3C 

PCI-X 

#1B 

PCI-X 

#2B 

PCIe 

#3B 




PCU □ツト 
性能 * 1 

x8 

レーン 

x4 

レーン 

64bit 

100 MHz 

x8 

レーン 


型名 

製品名 

ス□ツト 
サイズ 

Low Profile 

Full Height 

備考 


PCI ポー ド 
タイプ * 1 

x8 

ソケツト 

x4 

ソケツト 

3.3V 

x8 

ソケツト 




搭載可能な 
ポー ドサイズ 

MD2 

ロング/シヨ- 

-卜 


N 8103 -117 

RAID コント□—ラ 
(128MB, RAID5) 

— 

- 

• 

— 

— 

- 

標準搭載 

N8 104- 120 

1000巳 ASE-T 
接続ボード (2ch) 

— 

- 

- 

〇 

〇 

- 

PCI パスあたり1枚ま 
で (AFT 時は、 PCI パス 
あたり最大2枚まで） 
ただし、N8 104- 120 
はシステム当たり最大 
2枚まで 

N 8104 -122 

1000巳 ASE-T 
接続ボード (2ch) 

O 

〇 

- 

一 

- 

— 

最大2枚まで 
その他の NIC との 
Teaming (AFT/ALB/ 
Bonding 相当）は不可 


〇搭載可能 一搭載不可 


* 1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

く例> 1 レーン =2.5Gbps (片方向)、 4 レーン =10Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下のカードが接続可能。 

く例 >x4/x8 ソケット =xl カード、 x4 カード、 x8 カードは搭載可能。但し、詳細は搭載する 
PCI カードによる。 

※搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合： 173.1 mm まで（ショートサイズ)、 312mm まで（ロングサイズ） 

LowProfile の場合： 119.9 mm まで （ MD1)、167.6mm まで (MD2) 

※各力ードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

※同ーパス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

※本体 PCU □ットよりも PCI 力ードの動作性能のぼうが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 


拳同ーバス内に異なるポードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

參本体 PCI スロットよりも PCI ポードの方が動作性能が高い場合は本体 
PCI スロット性能で動作します。 

拳 標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンポード同士)で AFT / ALB の Teaming を組むこと 
ができます。ただし、標準ネットワークとオプション LAN ポードで同一 
の AFT / AL 巳の Teaming を組むことはできません。 
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取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに pci ポードを取り付けます。 


两~〇 • それぞれのライザーカードがサボートするポードタイプ（□ープ□ファ 
ra 当 イルかフルハイトタイプ）と取り付ける pci ポードのタイプを確認して 

ください。 

• PCI ポードを取り付けるときは、ポードの接続部の形状とライザーカー 
ドにあるコネクタの形状が合っていることを確認してください。 


1. 128ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （128 ページ参照)。 

3. □ジッタカバーを取り外す （140 ページ参照)。 


4. 


ライザーカードをまっすぐ持ち上 
げて装置から取り外す。 

外しにくい場合は、装置を押さえ 
ながらライザ_力_ドを持ち上げ 
てください。 



5. 前ページの表を参照して取り付け位置を確認する。 

6. 取り付け位置の PCI ス□ットカバーのネジを外す。 


3C 2C 1C 1B 2巳 3B 
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7. 増設カバーを取り外す。 



口ープロファイルタイプ 



^ 取り外した増設スロットカパーは、大切に保管しておいて<ださい。 

エック| 


8. <フル八イト • フルレングスタイ 

プのみ> 

フル八イト • フルレングスタイプ 
の PCI ポードを取り付ける場合 
は、 PCI ポードのリテーナを外す。 
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9. ライザーカードに PCI ボードを取り付ける。 

ライザーカードの スロッ ト部分と PCI ボードの端子部分を合わせて確実に差し込み 


ます。 




两-〇 • ライザーカードや pci ポードの端子部分には触れないでください。汚れ 
隱身 や油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外して 

から取り付け直してください。ポードに過度の力を加えると PCI ポード 
やライザーカードを破損するおそれがあります。 


• PCI ポードプラケットの先端がライザーカードの固定スロットに差し込 
まれていることを確認してください。 

• PCI ポードの種類によっては、 PCI ボードの端子部分がコネクタからはみ 
出す場合があります。 
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本体のマザーボード上のコネクタと接続するケーブルが取り付けるボードに 
ある場合は、ライザーカードを本体に取り付ける前にボードへ接続しておいて 
ください。 


11. ライザーカードをマザーポー ドの 
ス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーポード上のス□ット部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 


フックさせる。 




13. 取り外した部品を取り付ける 
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14. DianaScope を使って管理 PC から本装置の BIOS セットアップユーテイリテイを 
起動して 「 Advanced 」 メニユーの 「ResetConfiguration Data 」 を 「 Yes 」 
にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは174ページをご覧ください。 

15. DianaScope を使って管理 PC から取り付けたボードに搭載されている BIOS コン 
フイグレーシヨンユーテイリテイを起動してポードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しく 
はボードに添付の説明書を参照してください。また、起動可能なデパイスが接続さ 
れた PCI ボード （ RAID コント□—ラや SCSI コント□ーラ、 LAN ボードなど）を増設 
した場合、起動優先順位がデフォルトに変更されることがあります。 BIOS セット 
アップユーティリティの 「 Boot 」 メニューで起動優先順位を設定し直してください 
(190 ぺージ参照)。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し樹こ BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 メニューで起動優先順位を設定し直してください (190 
ページ参照)。 
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内蔵の RAID コント□ーラを使用する場合 

本体前面にあるハードディスクドライプペイに搭載したハードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法について説明します。 

RAID システムの構築には、本体装置内蔵の RAID コント□—ラ( N 8103-117相当内蔵)の機能を 
利用します。 


两"〇 參 RAID システム構成に変更する場合は、八ードディスクドライブを初期 
隱ヨ 化します。 RA 旧システムとして使用するハードディスクドライブに大 

切なデータがある場合は、バックアップを別の八ードディスクドライブ 
にとってからポードの取り付けや RA 旧システムの構築を行ってくださ 
い0 

• RAID システムでは、ディスクアレイごとに同じ容量、性能(ディスク回 
転数など)の八ードディスクドライブを使用してください。 



RAID5 の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論理ドライブ 
を構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる容量が 
小さくなります。 


本体装置内蔵の RAID コントローラ （ N 8103 -11 フ相当内蔵）で内蔵ハードディスクドライプを 
RAID システムのハードディスクドライブとして認識させることができます。 



RAID システムの構築には WebBIOS を使用します。詳しくは、 RAID システムのコンフイグレー 
シヨン （193 ページ）を参照してください。 



































































































160 内蔵オプションの取り付け 


冗長フアン 

本装置の増設用ファンス□ツトにオプションのファンを追加することにより、冷却ファンの冗 
長化をすることができます。 

下図は標準装備のファンのス□ツトとオプションのス□ツトおよびそれぞれのス□ツトに割 
り当てられているス□ット番号を示します。 


前面側 



背面側 
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取り付け 


1 . 128ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （128 ページ参照)。 

3. ドライブカバーを取り外す （140 ページ参照)。 

4. 増設用フアンの取り付け位置を確認する。 


5. フアン上面の 「 air ^>」 マークが装置の背面側に向くように持つ。 


6. まっすぐに増設用フアンスロットに 
差し込む。 

完全に押し込むと「カチッ」という 
音がしてロックされます。 



7. マザーポード上の冗長ファンジャンノスイツチを変更する。 


下図を参照して変更してください。 


前面側 



背面側 


两~〇 その他のジャン■/ ( の設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
roa 因となります。 













































































162 内蔵オプションの取り付け 


取り外し 

冗長ファンを取り外すときは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、 
以下の手順に従って行ってください。 


増設用フアンスロットからフアンをすべて取り外した場合は、「取り付け」の 
■to 手順 7 を参照して冗長フアンジヤンノ （ スイッチの設定を標準構成の状態に戻し 
てください。 


交換する場合は通電中の状態でもできます（ホットスワップ)。 


A 注意 


A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 感電注意 


1. 取り外す（交換する）フアンを確認する。 


故障したファンは EXPRESSSCOPE エンジン2などの管理ツールで確認できます。 
また、システムが通電中の場合はファンのランプが消灯しているファンが故障して 
いることを表しています。 


2. フアンを右図のようにつまんで、 
まっすぐ上に持ち上げる。 

3. フアンを交換する場合は「取り付 
け」の手順5と6を参照して取り付 
ける。 

4. 冗長フアンをすべて取り外して標準 
のフアン構成に戻す場合は「取り付 
け」の手順7を参照してジャンパス 
イッチの設定を変更する。 


ランプ （2 力所) 
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システム BK 3 S コンフイグレ■シヨン （ SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設定してください。 

SETUP はハードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 


两~〇 • SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行つてく 

ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、すべての項目の変更が 
できます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 

「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0 S (オペレーテイングシステム）をインストールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンがインス!-ールされています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定が正しく更新されないことがあります。 






164 シス テム BIOS コンフイグレーシヨン (SETUP) 



起動は DianaScope を使って本装置に接続されたリモートコンソールから行います。 

本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 


ここで < F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password C 」 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFR こしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の 2 種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


現在表示しているメニュ _ を示す 


サブメニューが， 
あることを示す 


PhoenixBIOS Setup Uti 


V System t 



設定項目 


► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 
Assert NMI on SERR: 

• FRB-2 Policy: 

Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 
AC-LINK: 

Power ON Delay Time: 
Platform Event Filtering: 


[Enabled] 

[Enabled] 

[Retry 3 Times] 
[Disabled] 
[Retry 3timesH 
[Enabled] 

[IRQ 11] 
[Enabled] 

[Last State] 

[ 20] 

[EnabLed] 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view server 
management features. 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


• /+ Change Values 
l Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


キーの 機能説明 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 

* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


n 力ーソルキー（丨、 I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 


n 力ーソルキー（―、—〇 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します 0 

□ <一〉キー / <十>キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ < Ente 「> キー 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 


n < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

□ く F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ <F10>+- 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を7^します0 


日付 • 時刻関連 


「Main」—「System Time」、「System Date」 



rESMPRO / ServerManagerJ を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「Advanced」—fAdvanced Chipset Control」—fWake On Ring」—「Enabled」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

— UPS から電源が供給されたら常に電源を〇 N させる 
「Server」—「AC-LINK」—「Power OnJ 

— POWER スイッチを使って〇 FF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「Server」—「AC-LINK」—「Last State」 

— UPS から電源が供給されても電源を〇 FF のままにする 
「Server」fAC-LINKJ ^ 「Stay Off」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」 —起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

|7\dvanced」 一 「Boot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムカヽら： r/\dvanced」rAdvanced Chipset ControlJ 

— 「Wakeon Ring」 ― 「Enabled」 

RTC のアラー厶から： 「Advanced」—rAdvanced Chipset ControlJ 

fWake on RTC Alarm」—「Enabled」 


HW コンソール端末から制御する 

「Server」—「Console Redirection」 -►それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

rAdvancedJ 「Memory Configuration」—「DIMM Group #n Status」— 表示を確 

認する (n: 1〜 6) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよラ 
に対応しています。 



DIMM #42 
DIMM #11 
DIMM#13 
DIMM #22 
DIMM #31 
DIMM #33 


Group 番号 

Group を構成するソケット番号 

Group # 1 

DIMM #11と DIMM #21 

Group #2 

DIMM #31と DIMM #41 

Group #3 

DIMM #12と DIMM #22 

Group #4 

DIMM #32 と DIMM #42 

Group #5 

DIMM #13 と DIMM #23 

Group #6 

DIMM #33 と DIMM #43 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

rAdvanced J 「Mem 〇 「y Configurati 〇 n」—「Memory Retest」—「Yes 」 再起動 

するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」—「Processor Settings」-»• 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーポード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」 一 「Processor Settings」「Processor Retest」—「Yes」 —再起動すると 
ウリアされる 
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キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」—「NumLock」—fOnJ (有効）/ fOffJ (無効：初期値) 


ィベントログ関連 


イベントログをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Conriguration」 一 fClear All Event Logs」 一 「Enter」一>「Yes」 



BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Set Supervisor Password」— パスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ユーザーパスワード (User) の順に設定します0 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「Advanced」—「Peripheral Configuration」— それぞれの1/〇ポートに対して設定をする 


内蔵デパイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「PCI Configuration」 —それぞれのデバイスに対して設定をする 

オプションの PCI ポードの ROM を展開させる 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROM」—「Enabled」 
n: PCI スロットの番号 

ハードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」—「Reset Configuration Data」—「Yes」 —再起動するとクリアされる 
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設定内容のセーブ関連 


巳 IOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」—「Exit Discarding Changes」 または 「Discard Changes」 

巳 IOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「Exit」一► 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「Exit」一► 「Save Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「Exit」「Load Custom Defaults」 





170 システム BIOS コンフィグレーション (SETUP) 


パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー （—171 ページ） 

• Advanced メニュー（- ► 174ページ） 

• Security メニュー（-►180ベージ） 

• Serve 「メニュー（- ► 183ページ） 

• Boot メニュー （—190 ページ） 

• Exit メニュー （-1 91ページ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
します。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して<巳1^6「>キ_を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


System Time: 

[iB:18:58] 

Item 

Specific Help 



System Date: 

[10/04/2007] 

<Tab>, 

<Shift-Tab>, or 

Hard Disk Pre-Delay: 

[Disabled] 

<Enter> 

selects field. 

► Primary IDE Master 

[CD-ROM] 



► Primary IDE Slave 

[None] 



► Secondary IDE Master 

[None] 



► Secondary IDE Slave 

[None] 



► Processor Settings 




language: 

[English (US)] 




FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デパイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 


それぞれのチャネルに接続されているデパ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プロセッサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示します （172 ページ参照)。 

し a 门 guage 

[English (US)] 

Frangais (FR) 

Deutsch (DE) 

Espanol (SP) 

Italian。（IT) 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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■"〇 BIOS のノ V ° ラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 


Processor Settings サブメニュー 

Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor Retest: 

1123 ] 

Select 'Yes' , BIOS 
will clear historical 

CPU Speed: 

1600 MHz 

processor status and 
retest all processors 

Processor 1 CPUID: 

06 F6 

on next boot. 

Processor 1 L2 Cache: 

4096 KB 


Processor 2 CPUID: 

Not Installed 


Execute Disable Bit: 

[Enabled] 


Virtualization Technology: 

[Enabled] 


Cl Enhanced Mode: 

[Enabled] 


Intel SpeedStep(R) Technology: 

[Enabled] 


Hardware Prefetcher: 

[Enabled] 


Adjacent Cache Line Prefetch: 

[Enabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

プロセッサの エラー 情報をクリアし、次回 
起動時にすべてのプロセッサに対してテス 
卜を行います。このオプションは次回起動 
後に自動的に「 N 0」に切り替わります。 

Processor Speed 


搭載しているプロセッサのクロック速度を 
表示します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

Not Installed 

Error 

数値の場合はプ□セッサ1の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを、 
「 Error 」 はプロセッサの強制起動を示します 
(表示のみ)。 

Processor 1 L 2 Cache 


プロセッサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Processor 2 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ 2 の ID を示します。 
「Disabled」 はプロセッサの故障、 「Not 
Installed」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L2 Cache 

— 

プロセッサ2の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[Enabled] 

Execute Disable Bit 機能をサボートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうがを設定します。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効/無効を設定します。 

Cl Enhanced Mode 

Disabled 

[Enabled] 

Cl Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Intel SpeedStep(R) 
Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサーが提供する 

SpeedStep 機能の有効/無効を設定します。 

本機能を未サボートのプロセッサーが搭載 
された場合には、設定が 「Disabled」 固定に 
なります。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

ハードウエアのプリフエ'ソチャの有効/無効 
を設定します。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Disabled 

[Enabled] 

メモリからキャッシュへのアクセスの最適 
化の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Advanced _ 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Conriguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


Num し ock: 

[Off] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help f | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[Disabled] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC ロゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶している 
システム情報 ) をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

[Off 」 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST でメモリまたはプロセッサに異常を検出 
した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「 Boot 」 でオペレーティングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止します。 


[]： 出荷時の設定 


胃™〇 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、 ブー トデバイスの情報 
も クリアされ ます 。 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されている ブート デバイスの順番を記録し、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップ メニューを 起動して、 ブー トデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration サブメニユー 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced ■ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •■- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

拡張メモリの容量を表示します。 

DIMM Group #1 -#6 

Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを、 「 Error 」 はメモリの強制起動 
を示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは次のように対応して 
います。 

Group #1 : DIMM #11,#21 

Group #2: DIMM #31 、 #41 

Group #3: DIMM #12、 #22 

Group #4: DIMM #32、 #42 

Group #5: DIMM #13、 #23 

Group #6: DIMM #33、 #43 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「 N 0」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

nMB 」 は 1 M 単位にメモリテストを行いま 
す。 「1 KB 」 は 1 K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ペースキーのみ有効となりく F 2>、< F 4>、 
< F 12>、< Esc > キーは無視されます。 

Memory RAS Feature 

[ Interleave ] 

Mirror 

搭載しているメモリを一般の方式で運用す 
る （ Interleave ) が、メモリミラーリング機 
能を使用する （ Mirror ） を選択します。 

機能の詳細については「メモリミラーリン 
グ機能」（147ページ）を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Sparing 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効を 
設定します。機能の詳細については「オン 
ラインスペアメモリ機能」（149ページ）を 
参照して<ださい。 


[]: 出荷時の設定 


PCI Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video Controller 

► Onboard LAN 

PCI Slot IB Option ROM: [Enabled] 

PCI Slot 1C Option ROM: [Enabled] 

Additional setup 
menus to configure 
onboard Video 

controller. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •«- Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot IB 〜 3 B Option 

ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

フルハイトタイプのライザカードに接続して 
いる PCI ポード上のオプション ROM の展開を 
有効にするか無効にするかを設定します。 

PCI Slot 1 C 〜 3 C Option 

ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

ロープ□ファイルタイプのライザカードに 
接続している PCI ボード上のオプション 

ROM の展開を有効にするか無効にするかを 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 


wO RAI □ コント □- ラや LAN ポード ( ネットワークブート )、 Fibre Channel コン 
Bto 卜 □ ーラで、 0S がインス!ルされた八ードディスクドライブを接続しない 

場合は、その PCI スロットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
< ださい。 
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Onboard Video Controller サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンポード上のビデオコントローラの有効/ 


[ Enabled ] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[ Auto ] 

オンボード上のビデオコント□—ラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動にするか強制的にするかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard LAN サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンポード上の LAN コントローラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□—ラ 1 の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 

LAN 2 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□—ラ 2 の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます 0 


PhoenixBIOS Setup Utility 


Peripheral Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt: 

[IRQ 4] 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt: 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

USB Controller: 

[Enabled] 

User configuration 

USB 2.0 Controller: 

[Enabled] 


Parallel ATA: 

[Enabled] 


Serial ATA: 

[Enabled] 


SATA Controller Mode Option: 

CEnhanced!] 


SATA AHCI: 

[Disabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■*- Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


害 IJ り込みべース I / O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定 
した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Base I/O address 

[3 F 8] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A のためのペース I / O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

3 F 8 

[2 F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート B のためのペース l /〇アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 
ます。 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB コント□—ラの有効/無効を設定しま 
す。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 の有効/無効を設定します。 

Parallel AT A 

Disabled 

[ Enabled ] 

パラレル ATA の有効/無効を設定します。 

Serial AT A 

Disabled 

[ Enabled ] 

本装置ではサポート対象外です。 

設定を変更しないでください。 

SATA Controller Mode 
Option 

Compatible 

[ Enhanced ] 

SATA AHCI 

[ Disabled ] 

Enabled 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control サブメニュー 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Multimedia Timer: 

Intel (R) I/O AT: [Enabled] 

Wake On Ring: [Disabled] 

Wake On RTC Alarm: [Disabled] 

EnabLe/DisabLe 

Multimedia Timer (HPET). 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

[Enabled] 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel(R) I/O AT 

Disabled 

[Enabled] 

Intel I/O アクセラレーシヨンテクノロジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルタイムク □、ソウの アラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


胃"〇 Wake On Ring 機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Ring 櫟能を利 
用することはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくだ 
さし〗。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Ring 機能が有効となりません。 
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Security 

力ーソルを 「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

PI Security ■ 




Item Specific Help 

User Password Is: 

Clear 


Supervisor Password is: 

Clear 




Supervisor Password 

Set User Password 

[RTOH] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot: 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled ： 


► Security Chip Configuration 



FI Help t [ Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter 〉 キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。ここでパスワードの設定を行います。 


W ™0 • 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していない 

と設定できません。 

• 0 S のインストール前にパスワードを設定しないでください。 

參 パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「Security Chip Configuration 」 
は選択後、 < Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させてがら設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーパイザパスワードが設定されてい 
るかどうかを示します（表示のみ)。 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているかど 
うかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

<巳1^6「>キ_を押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 でログ 
インしたときのみ設定できます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

く Enter 〉 キーを押すとスーハバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[Disabled] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行ラ/行わな 
いの設定をします。先にスーパパイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

IDEA- ドディスクドライプに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDE 八ードディス 
クドライプをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

パワースイッチの抑止機能を有効にするか 
無効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 


[]： 出荷時の設定 


Security Chip Configuration サブメニユ ー 

Security メニューで 「Security Chip Configuration 」 を選択し、 < Ente 「> キーを押すと以下の 
画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[Disabled] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 

Current TPM State 

— 

現在の TPM 機能の状態を表示します。 

Change TPM State 

[No Change] 

E 门 able & Activate 
Diactivate & Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します (Supervisor 
Password を設定すると選択可能になりま 
す)。 


[]： 出荷時の設定 
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W*0 「Change TPM State」 で [No Change] 以外のパラメータを選択し、 TPM 
State の変更を行う場合、本装置再起動後の POST の終わりにパスワード入力 
画面が表示されます。 Supervisor Password を入力すると以下のメッセージ 
が表示されます。設定変更を行うためには Execute を選択してください。 


Enable & Activate が選択された場合： 


Physical Presence 

ope ra t 

ions 

TPM configuration 

change 

was requested to 

State: Enable 

& Ac t i 

va t e 

Note: 

This action will 

s w i t c h 

on the TPM 

Reject 

Execute 




Deactivate & Disable が選択された場合： 


Physical Presence operations 


TPM configu ra t 

ion change was requested to 

State 

: Deactivate & Disable 


Note: 

This 

action wi 

L L swit ch off the 

TPM 



WARNING!!! 


Doing 

so might 

prevent securit y 

a pp l ications 

that 

rely on t 

he TPM from functioning 

as expected 



Re j ec 
Execu 

t 

t e 




Clear が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate & Disable 

Note: 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

_ Server | 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view server 
management features. 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

^ Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

[ 20] 


Platform Event Filtering: 

[Enabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration」 は選択 
後、 <Ente「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[EnablecO 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
Disable BSP 

Do Not Disable BSP 
[Retry 3 Times ] 

BSP で FRB レベル2のエラーが発生したとき 
のプ□セツサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
卜ールしていない〇 S から起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3times] に設定すると、タイムアウト 
の発生後にシステムをリセットし、〇 S 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に OS 起動を常に試みます。 

* システムにサービスパーティシヨンが 4 存 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンから〇 S 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常を検出した 
場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ペースボードマネージメントコント 
□—ラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどラかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time(Sec) 

[20] - 255 

DC 電源を ON にするディレイ時間を20秒が 
ら255秒の間で設定します。 AC-LINK で 
「Last State」 または 「Power On」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

BMC (ペースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す0 


[]： 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

=ni 中 

5X 疋 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を OFR こします。 


胃~0 無停電電源装置 (UPS) を利用して自動運転を行う場合は 「AC-LINK」 の設定 
■to を 「PowerOn」 にしてください。 
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System Management サブメニュー 

Serve 「メニューで 「System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

_ Server | 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: xxxx 

Board Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Board Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

System Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

System Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Chassis Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Chassis Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Onboard LAN1 MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

Onboard LAN2 MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

Management LAN MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

BMC Device ID: 01 

BMC Device Revision: 01 

BMC Firmware Revision: 01.00 

SDR Revision: 01.00 

▼ 

ALL items on this meenu 

cannot be modified in 
user mode. If any 
items require changes, 
please consult your 
system Supervisor. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


BIOS のバージョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 

— 

本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 

— 

本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 

— 

本装置のシステムの部品番号を表示します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 

— 

本装置の筐体の部品番号を表示します（表 
示のみ)。 

Chassis Serial Number 

— 

本装置の筐体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN1 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート1の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート2の MAC アドレス有 
表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC のデパイス D を表示します（表示の 
み)〇 

BMC Device Revision 

— 

BMC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 

— 

BMC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 

— 

センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Ente「> キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server | 


console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port : 

Baud Rate: [19.2K] 

Flow Control: [CTS/RTS] 

Terminal Type: [VT100+] 

Continue Redirection after POST : [Enabled] 

Remote Console Reset: [Disabled] 

Selects the Serial port 
to use for Console Redi¬ 
rection. 

"Disabled" completely 
disables Console Redire- 

ction. 


FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

この メニューで 設定したシリアルポートが 
ら DianaScope やハイパーターミナルを使つ 
た管理端末からのダイレクト接続を有効に 
するか無効にするかを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 

57.6K 

115.2 K 

接続する ハー ドウエアコンソールとのイン 
タフ エースに 使用する ポーレー トを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[CTS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT-UTF8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[Enabled] 

コンソールリダイレクションを POST 終了後 
に継続して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

接続しているハードウエアコンソールがら 
送信されたエスケープコマンド （Esc R) に 
よるリセットを有効にするかどラかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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BMC LAN Confi 吕 uration サブメニュー 

Server メニューで 「BMC LAN Configuration 」 を選択し、く Enter > キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server 


BMC LAN 

Configuration 

Item Specific Help 

IP Address 

: [E-168.001.001 ： 


Display IP Address. 

IP Subnet Mask 

[255.255.255. 000] 



Default Gateway 

[000.000.000.000] 



DHCP: 

[Disabled] 



Web Interface 




HTTP: 

[Disabled] 



HTTP Port Number: 

[ 80] 



HTTPS: 

[Disabled] 



HTTPS Port Number: 

[ 443 ： 



Command Line Interface 




Telnet: 

[Disabled] 



Telnet Port Number: 

[ 23] 


SSH: 

[Disabled] ^ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

IP Address 

[192.168.001.001] 

管理用 LAN の IP アドレスを設定します。 

IP Subnet Mask 

[255.255.255.000] 

管理用 LAN のサブネットマスクを設定しま 
す。 

Default Gateway 

[000.000.000.000] 

管理用 LAN のゲートウェイを設定します。 

DHCP 

[Disabled] 

Enabled 

[Enabled] に設定すると、 DHCP サーパが 
ら IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、 [Disabled] に設 
定します。 

Web Interface 

— 

— 

HTTP 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合には [Enabled] に設定してく 
ださい。 

HTTP Port Number 

[80] 

管理用 LAN が HTTP による通信の際に使用す 
る TCP ポートナンパーを設定します。 

HTTPS 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS による通信 
を使用する場合には [Enabled] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

管理用 LAN が HTTPS による通信の際に使用 
する TCP ポートナンパーを設定します。 

Command Port Number 

— 

— 

Telnet 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] に設定してください。 

Telnet Port Number 

[23] 

Telnet 接続による通信の際に使用する TCP 
ポ トナンパ を設定します。 

SSH 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] に設定してください。 

SSH Port Number 

[22] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポ _ トナンパ _ を設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Clear BMC Configuration 

[ Enter ] 

[ Enter ] を押し、 [ Yes ] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 


Event Log Configuration サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter > キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Enten > キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

_ Server _ 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■*- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Enter> キーを押すと確認画面が表示され、 
「Yes」 を選ぶと保存されているエラーログ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log サブメニュー 

Server メニューの 「Event Log Configuration」 で 「System Event Log」 を選択すると、以 
下の画面が表示されます。 

以下はシステムイベント□ク'の例です。 

記録されているシステムイベントログは< I >キー/< t >キー、<+>キ ー/<-> キー、< 
Home〉 キー/く End> キーを押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server I 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator ID = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lde 「 SEL 

<-> : Newer SEL 
<+>:0Lder SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大 2 分 
程度の時間がかかります。 



Clear BMC Configuration の注意事項 

參 BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セツトアツ 

プユーテイリテイの Load Setup Default を実行してもデフオルトに戻 
りません（デフオルトに戻すには Clear BMC Configuration を実行し 
てください)。 

參 Clear BMC Configuration 実行後の初期化が完了するまでには数十秒 
程度かかります。 

拳 本体装置にバンドルされている管理ソフト 「DianaScope」 をご使用の 

場合は、 DianaScope で設定された項目も Clear BMC Configuration 
の操作にてクリアされます。 DianaScope をご使用の場合には、本操作 
を行う前に DianaScope の設定情報のノ（ツクアツプを行ってください。 
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Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されます。 



起動デパイスとして登録されていないデパイス 


起動デパイスとして登録されたデパイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDR0M 

USB CD-ROM ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD-ROM ドライプ（本体標準装備の光ディスクドライプなども含む） 

USB FDC 

US 巳フロッピーディスクドライプ 

USB KEY 

USB フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

IDEA- ドディスクドライプ 

PCI SCSI 

本体標準装備の八ードディスクドライプ 

PCI BEV 

IBA GE Slot xxxx :本体標準装備の LAN。「Slot 0C00J が LAN1 、 「Slot 0C01」 

が LAN2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動可能なデパイスを検出すると、該当する表示項目にそのデパイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデパイスから起動させるためにはそのデパイスを 
起動デパイスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デパイスを選択後して < X > キーを押すと、選択したデパイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デパイスを登録済みの場合は < X > キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデパイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

また選択後に < Shift > キーを押しながら、<1>キーを押すと選択したデパイスを有 
効/無効にすることができます。 

3. <个>キー/<|>キーと<+>キー， <-> キーで登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

各デパイスの位置へ<丨 >キー/<丨 >キーで移動させ、<十>キー/<_>キーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

カーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

| Exit | 



Item Specific Help 

Exit Saving Changes 


Exit Discarding Changes 


Load Setup Defaults 

Exit System Setup and 

Load Custom Defaults [Enter] 

save your changes to 

Save Custom Defaults [Enter] 

CMOS. 

Disacard Changes 


Save Changes 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Execute Command F10 Save and Exit 


このメニューの各オプションについて以下に説明します。 


Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

次に 「Save before exiting?」 の確認画面が表示され、ここで、 「No」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「Yes」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exh; メニューに 
戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


胃~〇 モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合があります。こ 
の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要があります。 
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Load Custom Defaults 

このメニューを選択して <Enter> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタムデフォルト値を保存していない場合は、表示されません。 


Save Custom Deraults 

このメニューを選択して <Enter> キーを押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると 「LoadCustom Defaults」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
ます。 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、本体装置内蔵の RAID コント□ーラ (N 8103-117相当内蔵)を使用して、内蔵のハー 
ドデイスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明します。 


RA 旧に： D いて 


RAID の概要 

RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 

直訳すると低価格ディスウの冗長配列となり、八ードディスクドライプを複数まとめて扱ろ技 
術のことを意味します。 


つまり RAID とは複数のハードディスクドライプを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することです。これにより単体の大容量ハードディスク 
ドライプより高いパフォーマンスを得ることができます。 

本体装置内蔵の RAID コントローラ (N 8103 -1 17相当内蔵)では、1つのディスクグループを複 
数の論理ドライブ(パーチャルディスク)に分けて設定することができます。これらの論理ドラ 
イブは、 0S からそれぞれ1つのハードディスクドライブとして認識されます。 0S からのアク 
セスは、ディスクグループを構成している複数のハードデイスウドライプに対して並行して行 
われます。 


また、使用する RAID レベルによっては、あるハードディスクドライプに障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 

RAID 機能を実現する記録方式には、複数の種類（レベル)が存在します。その中で本体装置内 
蔵の RAID コントローラ （N 8103 -117 相当内蔵)がサポートする RAID レベルは、 「RAID 5」で 
す。ディスウグループを作成する上で必要となるハードディスクドライプの数量は下の表で確 
認してください。 


RA 旧レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID5 

3 

6 


パリティ (Parity) 

冗長データのことです。複数台のハードディスクドライブのデータから1セツトの冗長データ 
を生成します。 

生成された冗長データは、八ードディスウドライブが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中にハードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホツトスワップといいます。 


ホツトスペア (Hot Spare) 

ホットスペアとは、冗長性のある RAID レペルで作成したディスクグループを構成するハード 
ディスクドライプに障害が発生した場合に、代わりに使用できるように用意された予備のハー 
ドディスクドライプです。ハードディスクドライプの障害を検出すると、障害を検出した 
ハードディスクドライプを切り離し(オフライン）、ホットスペアを使用してリビルドを実行し 
ます。 
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RAID レベル 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラ （N 8103 -1 17 相当内蔵)がサポートしている RAID レベルに 
ついて詳細な説明をします。 


RAID レベルの特徴 

RAID5 の特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID5 

データおよび冗長データ 
のストライビング 

あり 

ハードディスクドライプが3台以上必要 
容量=八 ー ドディスクドライブ1台の容量 
x (ハー ドディスクドライブ台数- 1) 


「 RAID5 」 について 


データを各ハードディスクドライブへ「ストライビング」方式で分散して記録しますが、そ 
のときパリティ（冗長データ)も各ハードディスクドライブへ分散して記録します。この方式 
を「分散パリティ付きストライピンヴ」と呼びます。 


データをストライプ(X)、ストライプ (X+1 )、 そしてストライプ(X)とストライプ (X+1) から生成 
されたパリティ（X, X+1) というように記録します。そのためパリティとして割り当てられる容 
量の合計は、ちょうどハードディスクドライブ1台分の容量になります。ロジカルドライブを 
構成するハードディスクドライブのうち、いずれかの1台が故障しても問題なくデータが使用 
できます。 


RAID コント□—ラ 


ど ^ > 

ノ 


^ ノ 


^ ノ 

八ード 


ハード 


ハード 

デイスク 


デイスク 


デイスク 

ドライブ1 

— 


ドライブ2 1 


ドライブ3 

— ン 


ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（1,2) 




ストライプ4 


パリティ（3,4) 


ストライプ3 




パリティ（5,6) 


ストライプ5 


ストライプ6 
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本体装置内蔵の RA 旧コントローラのコンフイグレーシヨン 


本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103 -1 17相当内蔵)を使用して、内蔵のハードディスク 
ドライブを RAID システムとして使用する方法について説明します。 

本体装置内蔵の RAID コント□ーラの機能について 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103-1 17相当内蔵)が持つ機能を説明します。 


■J ビルド 

リビルド ( Rebuild ) は、ハードディスウドライブに故障が発生した場合に、故障したハードディ 
スクドライブのデータを復旧させる機能です。冗長性のあるパーチヤルディスクに対して実行 
することができます。 


マニュ アルリビルド ( 手動リビルド ) 


本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103 -117 相当内蔵)の管理ユーティリティ 「 WebBIOS 」 
や 、 「Universal RAID Utility 」 を使用し、手動で実施するリビルドです。ハードディスウドラ 
イブを選択してリビルドを実行することができます。 


オートリビルド ( 自動リビルド） 

Universal RAID Utility などのユーティリティを使用せず、自動的にリビルドを実行させる機能 
です。 


オートリビルドには、以下の2種類の方法があります。 


• スタンパイリビルド 

ホットスペアを用いて自動的にリビルドを行う機能です。ホットスペアが設定されてい 
る構成では、パーチャルディスクに割り当てられているハードディスクドライブに故障 
が生じたときに、自動的にリビルドが実行されます。 


• ホットスワップリビルド 

故障したハードディスウドライブをホットスワップで交換し、自動的にリビルドを実行 
する機能です。 



U ビルドを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• リビルドに使用するバードディスクドライブは、故障した八ードディス 
クドライブと同一容量、同一回転数、同一規格のものを使用してくださ 
し、。 

• リビルド中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• リビルド中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実施しないでく 
ださい。万が一、停電などの不慮な事故でシャットダウンしてしまった 
場合、速やかに電源の再投入を行ってください。自動的にリビルドが再 
開されます。 

• 故障した八ードディスクドライブを抜いてから新しい八ードディスクド 
ライブを実装するまでに、60秒以上の間隔をあけてください。 

• ホットスワップリビルドが動作しない場合は、マニュアルリビルドを実 
行してください。 
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パト□-ルリード 

パト□—ルリード (Patrol Read ) は、ハードディスクドライブの全領域にリード&ベリファイ 
試験を実施する機能です。パトロールリードは、パーチャルディスクやホットスペアに割り当 
てられているすべてのハードディスクドライブに対して実行することができます。 

パト □— ルリードにより、ハードディスクドライブの後発不良を検出 • 修復することができる 
ため、予防保守として使用できます。 


冗長性のあるパーチャルディスクを構成するハードディスクドライブやホットスペアに割り 
当てられたハードディスクドライブの場合は、実行中に検出したエラーセクタを修復すること 
ができます。 

p-O 

W 与 

パトロールリードを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

參 

本体装置内蔵の RAID コント□ーラ (N 8103 -1 17相当内蔵)は、工場出 
荷時にパト□ールリードが有効 [Enable] となっています。 


參 

パトロールリードの設定を変更するには、 Universal RAID Utility を使 
用します。 


參 

パトロールリード実行中にシステムを再起動しても、途中から再開しま 
す0 


整合性チェック 

整合性チェック (Check Consistency ) は、バーチャルディスクの整合性をチェックするための 
機能です。冗長性のあるパーチャルディスクに対して実行することができます。また、ホット 
スペアディスクに対しても実行することができます。 

整合性チェックは、 WebBIOS や Universal RAID Utility から実施することができます。 

整合性チェックは整合性をチェックするだけでなく、実行中に検出したエラーセクタを修復す 
ることができるため、予防保守として使用できます。 



整合性チェックを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• 整合性チェック中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• 整合性チェック実行中にシステムの再起動を行うと途中から再開しま 
す。 

• 整合性チェックのスケジュール運転は、 WebBIOS、 もしくは、 
Universal RAID Utility の raidcmd とオペレーティングシステムのス 
ケジューリング機能などを組み合わせて行えます。 
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パックグラウンドイニシャライズ 

5台以上のハードディスクドライプで構成されたディスクグループに RAID 5 のパーチャル 
ディスクを作成した場合、自動的にパックグラウンドイニシャライズ (Background Initialize ) 
が実施されます。パックグラウンドイニシャライズ機能は、初期化されていない領域に対して 
パックグラウンドでパリティ生成処理を行う機能であり、整合性チェックと同等の処理を行い 
ます。 


ただし、以下の場合はパッウグラウンドイニシャライズが実施されません。 

• パックグラウンドイニシャライズが実施される前にフルイニシャライズ (Full Initialize )* 
を実施し、正常に完了している場合 

* フルイニシャライズは、パーチャルディスクの領域全体を「0」でクリアする機能です。 

參パックグラウンドイニシャライズが実施される前に整合性チェックを実施し、正常に完 
了している場合 

• パックグラウンドイニシャライズを実施される前にリビルドを実施し、正常に完了して 
いる場合 ( RAID 5 のみ） 

• パーチャルディスク作成時に、 「 Disat)le BGI 」 の設定を 「 Yes 」 に設定した場合 

• パーチャルディスウが縮退状態 ( Degraded ) やオフライン状態 ( Offline ) の場合 

また、一旦パックグラウンドイニシャライズが完了しているパーチャルディスクに対して以下 
の操作を行った場合は、再度パックグラウンドイニシャライズが実施されます。 

• パーチャルディスクが縮退状態 ( Degraded ) やオフライン状態 ( Offline ) の場合に、オフラ 
インのハードディスクドライブに Make Online を実施し、パーチャルディスクが Optimal 
になった場合 

• RAID コント□—ラを保守部品などに交換した場合 

• 既存のパーチャルディスクにリコンストラクションを実施し、ハードディスクドライブ 
5台以上の RAID 5 構成に変更した場合 


w-O バックグラウンドイニシャライズを実行する場合は、以下の点に注意してくだ 
圖 さぃ。 

參 バックグラウンドイニシャライズ中は負荷がかかるため、処理速度は低 
下します。 

參 バックグラウンドイニシャライズを中断させても、数分後に再度実施さ 
れます。 
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U コンストラクシヨン 

リコンストラクシヨン ( Reconstruction ) 機能は、既存のパーチヤルディスクの RAID レベルや 
構成を変更する機能です。リコンストラクシヨン機能には以下の3通りの機能がありますが、 
本体装置内蔵の RAID コント □— ラ ( N 8103 -1 17相当内蔵)では Migration with addition のみを 
サポートしています。 


_"〇 リコンストラクシヨンは、 WebBIOS で行います 。 Universal RAID Utility は 
Bfr ヨ リコンストラクシヨンをサボートしていません。 


Removed physical drive 

本体装置内蔵の RAD コント□—ラ ( N 8103 -1 17相当内蔵)では未サポートです。 

Migration only 

本体装置内蔵の RAD コント□—ラ ( N 8103 - 117相当内蔵)では未サボートです。 


Migration with addition 

既存のバーチャルディスクにハードディスクドライブを追加する機能です。本機能の実行パ 
ターンは以下の通りです 。 （a :追加するハードディスクドライブの数） 


実行前 

実行後 

特長 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドライブ数 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドライブ数 

RAID 5 

X 台 

RAID 5 

x+a 台 

ハー ドディスクドライブ a 台分 
の容量が拡大される 





リコンストラクションを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

拳 リコンストラクション実行前に、必ずデータのバックアップと整合性 

チェックを実施してください。 

參 1つのディスクグループに複数のバーチャルディスクを作成している構 
成には、リコンストラクションは実施できません。 

參 リコンストラクション中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

參 縮退状態 ( Degraded ) や部分的な縮退状態 (Partially Degraded ) の 

パーチャルディスクにも実行することができますが、リビルドを実行 
し、バーチャルディスクを復旧した後で実行することを推奨します。 

參 リコンストラクション中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実 
施しないでください。万が一、停電等の不慮の事故でシャットダウンを 
してしまった場合は、速やかに電源を再投入してください。再起動後、 
自動的に再開されます。 

參構成によっては、リコンストラクションが完了後に、自動的にバックグ 
ラウンドイニシャライズが実行される場合があります。 
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例） RAID5 のバーチャルディスクの Mi 吕 ration with addition 

以下は、 73 GB ハードディスクドライブ x 3台で構成された RAID 5 のパーチャルディスク 
に、 73 GB ハードディスクドライブを1台追加する場合の例です。 


バーチャルディスク (RAID 5) 


ど - S 

^- ノ 


— 

、^ メ 


、_^ 

73 GB 


73 GB 


73 GB 



^— ^ > 




【実行前】 
容量= 146 GB 



バーチャルディスク (RAID 5) 





73 GB 


73 GB 


73 GB 


【実行後】 
容量 = 219 GB 
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WebBIOS を使用する前に 

「 WebBIOS 」 を使用する前に、サポート機能および注意事項をご覧ください。 


サボート機能 

• ハードディスウドライプのモデル名/容量の情報表示 

• ハードディスクドライプの割り当て状態表示 

• パーチャルディスクの作成 
一 RAID レベルの設定 

— Stripe Block サイズの設定 
一 Read Policy/Write Policy /10 Policy の設定 

• パーチャルディスクの設定情報.ステータスの表示 

• パーチャルディスクの削除 

• コンフィ グレー シヨンのクリア 

• イニシャライズの実行 

• 整合性チ I ックの実行 

• マニュアルリビルドの実行 

• リコンストラクションの実行 


パーチャルディスク作成時の注意事項 

1 . DG を構成する八ードディスクドライブは同一容量および同一回転のものを使用し 
てください。 

2. VD を構築した後、必ず Consistency Check を実施してください 0 

3. 本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103 -1 17相当内蔵)に 0 S をインス！ル 
する際は、 0 S インス I ル用の VD のみを作成してください。 

4. Web 巳 I 0 S は DianaScope のリモートコンソール機能では動作しません。 
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5. WebBIOS の Physical Drive と Universal RAID Utility の物理デバイスの対応は、 
以下の情報で判断します。 

WebBIOS 

Physical Drives 欄で表示するエンクロージャ番号とス□ット番号* 

* Physical Drives 欄で表示される番号 ( X : X : X ) は、コネクタ番号：エンクロー 
ジャ番号：ス□ット番号を表します。本装置では、コネクタ番号は未サボー 
卜のため「0」と表示されます。 

エンクロージャ番号は常に「1」になります。ス□ット番号はディスクベイ 
のス□ット番号を表します。 

Universal RAID Utility 

物理デバイスのプロパティで表示するエンクロージャ番号とス□ット番号 

WebBIOS の Physical Drives 欄に表示するス□ット番号は0から始まる番号ですが、 
Universal RAID Utility のス□ツト番号は1から始まる番号ですので注意してくださ 
い0 


WebBIOS の Physical Drives 表示画面 



Universal RAID Utility の物理デパイスのプロパティ画面 
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WebBIOS の起動とメニュー 

WebBIOS の起動 

1. 装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、 [ Esc ] キーを押してくださ 

し、。 


NEC 

Press <F2> to enter Setup, <F12> Network 


2. POST 画面が表示されたらく Ct 「 l >+< H > キーを押して WebBIOS を起動します。 
【 POST 画面イメージ（バーチャルディスク未設定時)】 


LSI MegaRAID SAS-MFI BIOS Version XXXX (Build MMM DD, YYYY) 
Copyright (c) XXXX LSI Logic Corporation 
HA -X (Bus X Dev X) MegaRAID SAS PCI 8708EM2 
FW package: X.X.X-XXXX 

X Logical Drive(s) found on the host adapter. 

X Logical Drive(s) handled by BIOS 
Press <CtrlxH> for WebBIOS 


拳 POST 中は < Pause > キーなどの操作に関係ないキーを押さないでくだ 
B 賴 さい0 


< Ct 「 l >+< H > キーを押し忘れてしまったり、次ページの画面が表示され 
ずに進んでしまった場合は、再起動してく Ct 「 l >+< H > キーを押してくだ 
さい0 
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Main Menu 


WebBIOS を起動すると最初に表示される [Adapter Selection ] 画面です d WebBIOS を用いて 
操作を実施するコントローラを選択し、 " Start " をクリックしてください。 


Adapter Selection 


LSI 


パク 



[Adapter Selection ] を実行すると WebBIOS トップ画面が表示されます。 



Physical Drives 欄で表示される番号 ( X : X : X ) は、コネクタ番号：エンクロー 
ジャ番号：ス□ット番号を表します。本装置では、コネクタ番号は未サボート 
のため「〇」と表示されます。 

エンクロージャ番号は常に「1」になります。スロット番号はディスクベイの 
スロット番号を表します。 
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Adapter Properties 

WebBIOS トップ画面にて [Adapter Properties ] をクリックすると、設定情報を表示すること 
ができます。 



設定情報画面にて [ Next ] をクリックすると、詳細設定を表示することができます。 



I • Submit | Reset | 11* Next | 


Iii Hone 」 


Back 


設定情報画面は次のページにもあります。 [ Next ] をクリックすると、次のページの詳細設定を 
表示することができます。 
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初期設定値および、設定値説明 


項目 

設定値 

説明 

笠更可否 

備考 

Battery Backup 

Present 

None 

バッテリのプロパティ画面を表 
します0 

• パッテリ搭載時： Present 
• パッテリ未搭載時： None 

— 


Set Factory Defaults 

No 

Yes 

本製品の設定をベンダ出荷時の 
状態に戻します。 

不可* 1 


Cluster Mode 

Disabled 

— 

不可 


Rebuild Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


Patrol Read Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


BGI Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


CC Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


Reconstruction Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


Adapter BIOS 

Enabled 

Disabled 

— 

不可 


Coercion Mode 

None 

128MB-way 

1 GB-way 

— 

不可 


PDF Interval 

300 

— 

不可 


Alarm Control 

Disabled 

Enabled 

Silence 

Disabled : アラームなし 

不可* 2 


Cache Flush Interval 

4 

— 

不可 


Spinup Drive Count 

2 

— 

不可 


Spinup Delay 

12 

- 

不可 


Stop On Error 

Disabled 

Enabled 

- 

不可 


Stop CC On Error 

No 

Yes 

整合性チェックで不整合を検出 
したときの動作を設定します。 
No: 修復して継続します。 

Yes: 中断します。 

可 


Maintain PD Fail History 

Disabled 

Enabled 

- 

不可 


Schdule CC 

Supported 

整合性チェックのスケジュール 
運転を設定します。 

可 



^ Set FactoryDefaults を実施すると NEC の工場出荷時の設定に戻せなくなりますので、実施しないでください。 
* 2 Alarm Control を Enabled に設定しても、ビープ音による異常報告はされません。 
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設定値変更方法 

[Adapter Properties ] 画面にて設定変更可能なパラメータを変更した後、画面中央にある 
[ Submit ] ポタンをクリックして設定値を確定してください。 

"Battery Backup " のステータスが” Present " と表示されます。 [ Presenl ;] をクリックすると、下 
記のパッテリステータス画面が表示されます。 


HegaRAID BIOS Configuration Uti 


a I —I »<l H i 


isi^ 


Battery Type ： iBBU 

Design Info 


Voltage ： XXXXX mV 

Mfg Name ： 

LSI CORP 

Current ： X 

Mfg Date ： 

MM/DD/YYYY 

Temperature ： XX deg centigrade 

Serial No ： 

XXXX 


Design Capacity ： 

790mAh 

Status ： 

Design Voltage ： 

3700 mV 

Gas Gauge Status : xxxxxxxxx 

Device Name ： 

2970700 

Fully Charge Capacity remaining : XXX 
Design Charge Capacity remaining : XXX 
Expected margin of error : X% 

R 

Device Chemistry: 

q_ 

LION 

Capacity Info 

Properties 


Full Charge Capacity ： XXXmAh 

Auto Learn Period (days) 30 

Remaining Capacity ： XXXmAh 

Next Learn Time xx/xx/xxxx ； xx/xx/xx 


し earn Delay Interval 

(hrs) | 0 


Auto Learn Mode 

| Disabled 


孱 Go 



13 


Home 


4in Back J 


『U 上記プロパティ画面において " Auto Leam Period ", "Next Leam Time " お 
よび " Leam Delay Interval " は設定変更不可です。 



• バッテリが充電状態のとき、 Status は" Charging " となります。 

バッテリが放電状態のとき、 Status は" Discharging " となります。 

參 バッテリ交換後、装置の電源をオンしても直ぐに充電状態に遷移しない 

ことがあります。数時間程度装置を通電した後、再度 Status を確認して 
ください。 
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Scan Devices 

WebBIOS トップ画面にて [Scan Devices ] をクリックすると、接続されているハードディスク 
ドライブを再認識します。この機能は WebBIOS 起動後に新たなハードディスクドライプを接 
続した際に有効です。 


两~〇 • 新たに接続した八ードディスクドライブに他のコンフィグレーション情 
報が保存されている場合、下記の [Foreign Configuration ] 画面が表示 
されます。そのまま新規八ードディスクドライブとして使用する場合 
は、 " Clear " をクリックしてください。新たに接続した八ードディスク 
ドライブ内のコンフィグレーション情報がクリアされます。 

參 新規に接続したハードディスクドライブ使用して Universal RAID 
Utility で論理ドライブを作成する場合、他のコンフィグレーションが 
残っていると論理ドライブを作成できません。その場合は、本機能で他 
のコンフィグレーションを削除してください 。 H 

(*) Universal RAID Utility には本機能はありません。 
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Fast Initialize 
SIoiai Initialize 
Check Consistency 
Properties 

Set Boot Drwe (Current = 0) 


A 6。 | G Reset 


a 


Virtual Disks 


WebBIOS トップ画面にて [Virtual Disks ] をクリックすると、すでに構成されている VD に対す 
る操作画面が表示されます。 



era 


VD が存在しない場合は、画面右上の欄に VD が表示されません。本操作画面は 
VD が存在するときに使用してください。 


: Optimal 


Virtue Disks 


MeqaRAID BIOS Configuraion 


厂厂厂厂厂 
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Physical Drives 

WebBIOS トップ画面にて [Physical Disks ] をクリックすると、接続されている Physical Drive 
(ハードディスクドライプ)に対する操作画面が表示されます。 



WTW 八ードディスクドライブが存在しない場合は、画面右上の欄に Physical 
Bfai Drive が表示されません。本操作画面は八ードディスクドライブが存在すると 
きに使用してください。 
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Physical Drives Properties 

Physical Drive の Property の確認は以下の手順で行います 。 Physical Drive 0:0:0の Property を 
確認する例を説明します。 

① 確認する Physical Drive をクリックして選択する。 

② Properties のチェック欄をクリックする。 

③ Go をクリックする。 



以下のプロパティ画面が表示されます。 




L 窃 Home | 伞 11 
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Conriguration Wizard 

接続したハードディスクドライプを用いてパーチヤルディスウを構築する機能です。本機能に 
ついては次項"パーチャルディスクの構築ツこて説明します。 


Adapter Selection 

本体装置内蔵の RAID コント□ー ラ( N 81 03- 117相当内蔵)のアダプタの設定を行うために、 
WebBIOS にてコント□ールするアダプタを変更する必要があります。 WebBIOS トップ画面よ 
り [Adapter Selection ] をクリックすると、 WebBIOS 起動時に表示される [Adapter Selection ] 
画面が再度表示されます。 


Physical View / Logical View 

VD を構築している場合、 WebBIOS トップ画面にディスクグループ ( DG ) が表示されます。 
[Physical View ] をクリックすると、 DG を構築しているハードディスクドライプの情報が表示 
されます。 [Logical View ] をクリックすると、 DG 内で構築されている VD が表示されます。 


Events 

イベント情報を確認する画面です。 


Events 機能をサポートしていません。 
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Exit 

WebBIOS トップ画面より [ Exit ] をクリックすると、 WebBIOS を終了するための確認画面が表 
示されます。 WebBIOS を終了する際は、下記画面にて [ Yes ] をウリツクしてください。 



WebBIOS が終了すると、下記の画面が表示されます。装置を再起動してください。 
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バーチャルディスクの搆築 

ここでは WebBIOS を用いて、 VD (パーチャルディスク)を構築する手順を説明します。 


Conriguration Wizard 

WebBIOS を起動し、トップ画面より [Configuration Wizard ] をクリックすると、下記の画面 
が表示されます。該当する操作を選択し、画面右下の [ Next ] をクリックしてください。 


Mega RAID BIOS Configure ion Utility Configure ion Wizard 


Corf i gurati on Wzard guides you through the steps for corfigiration the Mega RAID 
System easily and efriciently. The steps are as follows: 


1. May definitions 

2. Virtual Dsk definitions 

3. Coniguration Preview 


Group physical drives into arrays. 

Delne vitual disks using those anrays. 
Preview conlgurstion before it is saved. 


Please choose appropriate coniguration t\pe: 

AUgw> yau (o ' cwbllng coni'|gu albn an^. 


C l<mr Can^lgu albn 
N«wCan^|gdalbq 

Add Canfigd albn 


C l.hc ««.bl.ln9 con^|gu al.bn. f you ^ave any daU 

|q lh« a r|s rdsHisd wll be Ini. 


Rau lav aid canC|gualbn and Ihen addv U 

cMiai-Thtv apc^bn 

any 士 la bvv 


レ llda« nal r»ul han: 


Cancel い i. Next J 


Clear Configuration : 
New Configuration : 

Add Configuration : 


コンフィグレーションをクリアします。 

コンフィグレーションをクリアし、新しい VD を作成します。既存 
VD が存在する場合はご注意ください。 

既存 VD が存在する状態で、新たに VD を追加します。 
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[New Configuration ] または [Add Configuration ] を選択した場合、下記の画面が表示されま 
す。 



Custom Configuration :手動コンフィグレーションを実施します。 

(RAID レベルやサイズ等をすべて手動操作で決定します。） 

Auto Configuration : 自動コンフィグレーションを実施します。 

with Redundancy (冗長性のある RAD レベルにて VD が構成されます。） 


Auto Configuration : 自動コンフィグレーションを実施します。 

without Redundancy (冗長性の無い RAD レベルにて VD が構成されます。） 


W ™0 "Custom ConfiguratiorT 機能のみをサポートしています。 
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複数台の PD(Physical Drive ) をひとまとめの DG(Disk Groups ) として定義します。 



① DG を構成する Physical Drive (ハードディスクドライプ)をく Ctr レキーを押しながら 
クリックすることで、複数台選択します。 



画面右側 Disk Groups の欄に、新しい DG が設定されます。 DG の確定するために、画面 
右下の [Accept DG ] をウリツクします。 



























































ハードウエア編 217 


④ DG が確定されたら、画面右下の [ Next ] をクリックします。 



⑤ DG の設定後、スパン定義画面が表示されます。 


Ifexa 明 ID BIOS 


ISI^ 




御 


Span Ditinit ion ： To add arr ay hole to a Span, select an array hole from the 
d* op-dom CI ick on Add To Span, fr ray hole will be added to the 
span.Array Hole addition can be undone bv selecting the 
Reclaim button. 


| DG ： 0,Hole ： 0,R0,R5^ R8, XmXhC 


Cancel | 制 Back I 11 ^ Next 


⑥画面左側 Array With Free Space 欄から、 VD を設定する DG を選択し [Add to SPAN ] をク 
リックすると、画面右側 Span 欄に DG が設定されます。 



Span 


m 

Add to SPAN 

含 ' Reclaim | 


⑦スパン設定完了後、画面右下の [ Next ] をクリックします。 


胃"〇 • RA 旧5を構築する場合は、スパン設定は1つの DG だけを設定してくだ 
さい。複数の DG に対して一度に VD 設定する場合、1つ目の DG に対し 
て VD 設定してから、次の DG を選択して VD を設定してください。 

• 異なる数量のハードディスクドライブで構成された複数の DG を一度に 
スパン設定することはできません。 
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前画面の操作で作成した DG 内に VD を構築します。 DG 確定後、 VD 定義画面が表示されます。 
画面右側の中段の” NextLD,Possible RAID Levels " には、 DG 内に構築可能な VD の RAID レベル 
および最大サイズが表示されています。 
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例として 、 RAID 5サイズ yyyyy MB の VD を構築します。 


① 画面左側の設定項目欄へ必要なパラメータを入力します。 

② Select Size ” 欄へサイズ “ yyyyy ” を入力します。 

③ VD の設定が完了したら、画面中央下 [ Acc 印 t ] をクリックします。 

④ 続けて VD の構築を行う場合は、 [ Back ] をクリックしスパン定義画面から同様の手順で構 
築を行います。 

⑤ VD の構築が完了したら、 [ Next ] をウリックします。 


两~〇 RAID レベルを RA 旧5に設定した場合の最大サイズは 、 "Next LD , Possible 
RAID Levels " を参照し手動で入力する必要があります。 
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⑥ DG 0 内に VD 0が構築され、以下の画面が表示されます。 



⑦ 構築した VD に誤りがなければ、画面右下の [Acc 印 t ] をウリックします。 

⑧ "Save this Configuration ?" というメッセージが表示されますので、コンフイグレーシヨ 
ンを保存する場合は" Yes " をクリックします。 

⑨ "All data on the new Virtual Disks will be lost . Want to Initialize ?" と新規 VD に対しファ 
ストイニシャライズを実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。通常は 
" Yes ” をクリックしてください。 

⑩ "Virtual Disks " 操作画面が表示されます。他の操作を行ろ必要が無い場合は、画面左下の 
[ Home ] をクリックしてください。 

⑪ WebBIOS トップ画面が表示され、画面右下に構築した VD が表示されます。 
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VD Definition 設定項目 

fConfiguration Wizard 」 の設定項目一覧です。 


設定項目 

パラメータ 

備考 

RAID Level 

RAIDO / RAID1 / RAID 5 / RAID6 / RAID 
00 / RAID 10/ RAID 50 / RAID60 

RAID5 以外は未サポート 

Strip Size 

8KB / 16KB/32KB/ 64 KB / 128KB / 
256 KB/512 KB/ 1024 KB 

奨励設定値： 64KB 

Access Policy 

RW / Read Only / Blocked 

奨励設定値： RW 

Read Policy 

Normal / Ahead / Adaptive 

奨励設定値： Normal 

Write Policy 

WBack / WThru 

WBack : ライトパック 
WThru : ライト スルー 

WrtThru for BAD BBU 

チェックあり/ チェックなし 

Write Policy をライトパッ 
クに設定している場合の 
モードを選択します。 

チェックあり： 

通常ライトバック 
チェックなし： 

常時ライトバック 

奨励設定値：チェックあり 

10 Policy 

Direct / Cached 

奨励設定値： Direct 

Disk Cache Policy 

NoChange / Enable / Disable 

奨励設定値： Disable 

Disable BGI 

No / Yes 

VD 作成後に Back Ground 
Initialize を実施するが否か 
を設定します。 

奨励設定値： No 



BGI (Back Ground Initialize ) は以下の VD でのみ動作します。 
• HDD 5 台以上で構成される RA 旧5の VD 
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ライトキャッシュ設定 (Write Policy ) については、 WrtThru for BAD BBU との組み合わせによ 
り、以下のモードがあります。お客様の環境に合わせて設定してください。 




WrtThru for BAD BBU 



チェックあり 

チェックなし 

Write Policy 

WBack 

通常ライトパック 

N8 103-1 20増設パッテリを搭載 
することで使用可能です。書き込 
み時にキャッシュメモリを使用し 
ますが、バッテリの異常時や充電 
が完了していない場合には、自動 
的にライトスルーに切り替わる 
モードです。データ保持の観点が 
らも安全性が高いため、本モード 
に設定することを奨励していま 
す。 

常時ライトパック 
常にライトパックで動作し、 

N8 103-1 20増設パッテリを搭載 
してしない場合も使用できます。 
書き込み時に常にキヤッシュメモ 
リを使用するため、書き込み性能 
が最も高いモードですが、バッテ 
リの異常時や充電が完了していな 
い場合でもキヤッシュメモリを使 
用するため、停電時にはキヤッ 
シュメモリ内のデータが消えてし 
まいます。本モードに設定する場 
合は、必ず無停電電源置 (UPS) を 
使用してください。 


WThru 

ライトスルー 

N8 103-1 20増設パッテリを使用 
しない場合はライトスルー設定を 
推奨します。書き込み時にキャッ 
シュメモリを使用しないモードで 
す。データ保持の観点から最も安 
全性が高いモードですが、書き込 
み性能はライトバック設定に比べ 
劣ります。 

※本モードはありません。 

VD 作成時に WrtThru forBAD 

BBU にチェックを入れなくても、 
作成後に自動的にチェックが入り 
ます。 


RAID Level と Stripe Size 以外は VD 作成後変更することができます。 WebBIOS トップ画面で 
Virtual Disks をクリックし、 Policies 枠内の設定を変更した後 Change ポタンをクリックしてく 
ださい。 
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各種機能操作方法 


整合性チ : ！ : ック (Check Consistency ) 機能 

① WebBIOS を起動します。 

② WebBIOS トップ画面より、 [Virtual Disks] をクリックします。 

③ Virtual Disks 画面右上より、整合性チェックを実行する VD を選択します。 

④ Virtual Disks 画面右下より、 Check Consistency チェック欄をクリックします。 

⑤ チェックマークを確認した後、 [Go] をクリックします。 



⑥ Virtual Disks 画面左に、整合性チェックの進埗が表示されます。 

⑦ Virtual Disks 画面左下の [Home] をクリックして、トップ画面に戻ってくださし、。 
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マニュアルリビルド機能 

ハードディスウドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において、ハードディ 
スクドライプが1台故障したケースを例に説玥します。故障したハードディスクドライブは装 
置の電源をオフにしてから新しいハードディスクドライプと交換します。活栓交換を行ってい 
ないため、オートリビルド機能は動作しません。そこで、下記にて説明するマニュアルリビル 
ド機能を用いて VD を復旧します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右横において、交換したハードディスクドライプの 
ステータスが " UNCONF GOOD " であることを確認します。 

下記例では、ス□ット番号2のハードディスクドライプを交換しています。 

PD Missing from DGx:Slot 2 :xxxxxx MB の表示は、 スロッ ト番号2に取り付けられてい 
た PD(Physical Drive ) が取り外されたことを示します。 


Physical Drives 


1 5115 CnT93I^H 


1 

-|；«(): 1:0: DGO: ONLINE: 34176 MB J 



-m *■ d 1/. 丄 • ~'~r i / yj iviu 

jy ； 0: 1:2: UNCONF GOOD: 34176 MB 

PD Missing from DGO: Slot2: 34176 MB 




Virtual Drwes 


\-~m r '- r Du ： RAIDS: 63352 MB: Degraded 


② "Physical Drives " 欄より、新しく接続したハードディスクドライプ [0:1:2] をクリックし 
ます。 

③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 

④ 画面下の " Make Global HSP 1 ' または 、 "Make Dedicated HSP ” を選択し、画面中央下の 
[ Go ] をクリックしてください。 
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⑤ "Rebuild Progress " が表示されますので、画面左下の [ Home ] をクリックして WebBIOS 
トップ画面に戻ってください。 



整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクション等のバックグランドタ 
Bto スクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてください。進渉画面を 
表示したままですと、パックグランド処理が遅くなる場合があります。 


ホットスペアの設定 

ハードディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たにハー 
ドディスウドライブを追加し、そのハードディスクドライプをホットスペアに設定するケース 
を例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右横において、追加したハードディスウドライプの 
ステータスが " UNCONF GOOD ” であることを確認します。 
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② "Physical Drives " 欄より、新しく接続したハードディスクドライプ [0:1:3] をクリックします。 

③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 

④ 画面右下の" Make Global HSP n または" Make Dedicated HSP " を選択し、画面中央下の 
[ Go ] をクリックしてください。 

Global HSP : 全ての DG に対し使用可能なホットスペアです。 

Dedicated HSP : 特定の DG に対し使用可能なホットスペアです。設定する際には、 

使用する先の DG を指定する必要があります。 




Enclosure Affinity の設定は、ホットスペアを特定のエンクロージャ（ディスク筐 
体)に定義付ける設定ですが、本装置ではサボートしていません。チェックしな 
いでください。 


⑤ 新しく接続したハードディスクドライプのステータスが" HOTSPARE " になります。 

⑥ 画面左下の [ Home ] をクリックして WebBIOS トップ画面に戻ってください。 





ISI* 






Back 
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リコンストラクシヨン機首 g 

ハードディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たにハー 
ドディスクドライブを追加し、ハードディスクドライブ4台 RAID 5 の VD へ変更するケースを 
例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右横において、追加したハードディスウドライプの 
ステータスが " UNCONF GOOD " であることを確認します。 



② "Virtual Drives " 欄より、あらかじめ構築されている VD 0をクリックします。 

③ VD 0の設定画面が表示されます。 











































228 RAID システム のコンフィグレーション 


④画面右側に、リコンストラクション機能に必要な項目が表示されています。 



⑤ "Migration with addition " を選択します。 

⑥ リコンストラクシヨン後の RAID レベルを決定します。 

⑦ 追加するハードディスクドライプを選択します。 

⑧⑤〜⑦の操作が完了した6、画面右下 [ Go ] をクリックしてください。 

⑨画面左下に進埗が表示されます。画面左下の [ Home ] をクリックして、 WebBIOS トップ 
画面に戻ってください。 



• リコンストラクション実行後に、バーチャルディスクの容量が正常に表 
示されない場合があります。その場合はトップ画面から Scan Devices 
を実施してください。 

• 整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクション等のバックグラ 
ンドタスクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてくださ 
し、。進渉画面を表示したままですと、バックグランド処理が遅くなる場 
合があります。 
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WebBIOS と Universal RAID Utility 

オペレーティンヴシステム起動後、 RAID システムのコンフィグレーション、および、管理、 
監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

WebBIOS と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき点について説明します。 


用語 

WebBIOS と Universal RAID Utility は、使用する用語に差分があります。 WebBIOS と Universal 
RAID Utility を併用するときは、以下の表を元に用語を読み替えてください。 


WebBIOS の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RAID ビューア 

raidcmd 

Adapter 

RAID コント□—ラ 

RAID Controller 

Virtual Disk 

論理ドライブ 

Logical Drive 

Disk Group 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デパイス 

Physical Device 


番号と ID 

RAID システムの各コンポーネントを管理するための番号は、 WebBIOS と Universal RAID 
Utility では表示方法が異なります。以下の説明を元に識別してください。 


Adapter と RAID コント□—ラ 

WebBIOS は、 Adapter を◦から始まる番号で管理します。 Adapter の番号を参照するには、 
Home メニューの [Adapter Selection ] で表示する [Adpater No ] を参照します 0 
Universal RAID Utility は、 RAID コント□—ラを1がら始まる番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility で RAD コント□—ラの番号を参照するには、 RAD ビューアでは、 RAID コント □— 
ラのプロパティの[番号]を、 「 aidcmd では、 RAID コントローラのプロパティの [RAID 
Controller # X ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では、 WebBIOS の管理する Adapter 
番号も RAID コントローラのプロパティの [ ID ] で参照できます。 


Virtual Disk と論理ドライブ 

WebBIOS は 、 Virtual Disk を0から始まる番号で管理します 。 Virtual Disk の番号を参照するに 
は 、 Virtual Drives の [ VDX ] を参照します。 

Universal RAID Utility は、論理ドライブを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility で論理ドライプの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプロパティ 
の[番号]を、 raidcmd では、論理ドライブのプ□パティの [RAID Controller #X Logical Drive 
# Y ] を参照します。また 、 Universal RAD Utility では、 WebBIOS の管理する論理ドライブ番 
号も論理ドライプのプロパティの [ ID ] で参照できます。 













230 RAID システム のコンフィグレーション 


ディスクアレイ 

WebBIOS は、ディスクアレイを0がら始まる番号で管理します。ディスクアレイの番号は、 
Physical Drives や Virtual Drives の [DG X ]を参照します 0 

Universal RAID Utility は、ディスクアレイを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utilit ゾでディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライプのプ□パ 
ティの[ディスクアレイ]を、 raidcmd では、ディスクアレイのプ□パティの [RAID Controller 
#X Disk Array # Y ] を参照します 0 


Physical Drive と物理デバイス 

WebBIOS は 、 Physical Drive をコネクタ番号：エンクロージャ番号 ：ス□ッ ト番号の3つ番号 
で管理します。これらの番号は 、 Physical Drives 欄の [ x : x : x ] で参照できます。ただし、コネク 
夕番号については本装置では未サポートのため「0」と表示されます。エンクロージャ番号は 
1から始まる番号です。ス□ット番号は0から始まる番号です。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを1から始まる番号と D 、 エンクロー ジャ番号、ス□ッ 
卜番号で管理します。番号は、接続している物理デバイスを [ ID ] の値を元に昇順に並べ、値の 
小さいものから順番に1から始まる値を割り当てたものです。 ID は WebBIOS の Physical 
Drives Properties に表示される Connected Port と同じ値です。 エン クロージャ番号とス□ッ 
卜番号は、1がら始まる番号です 。 Universal RAID Utility でこれらの番号を参照するには 、 RAID 
ビューアでは、物理デパイスのプ□パティの[番号]と [ D ]、 [エン クロージャ]、[ス□ッ ト] を、 
raidcmd では、物理デバイスのプ□パティの [RAID Controller #X Physical Drvice # Y ] と [ ID ]、 
[ Enclosure ]、[ Slot ] を参照します 0 


WebBIOS の Physical Drives 欄に表示するス□ット番号は0から始まる番号 
ですが、 Universal RAID Utility のス□ット番号は1から始まる番号ですので 
注意してください。 
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優先度の設定 

WebBIOS では、 RAID コントローラのリビルド優先度、パト□-ルリード優先度、整合性チェッ 
ク優先度の設定項目を数値で表示/設定しますが、 Universal RAID Utility は、高/中/低の3つの 
レペルにまるめて表示/設定します。 

それぞれの項目ごとの数値とレベルの対応については、以下の表を参照してください。 
たとえば、 WebBIOS で RAID コント □— ラの [Rebuild Rate ] を "50" に設定したとき、 
Universal RAID Utility は、その RAD コント□—ラの[リビルド優先度]を' 1 中"という値で表示 
します (RAID コント□—ラの[リビルド優先度]は、 "50" で動作します)。 

Universal RAID Utility で、 RAID コント□—ラの[リビルド優先度]を " High " に設定したとき、 
[リビルド優先度]は、”90’で動作します。 WebBIOS でその RAID コントローラの [Rebuild 
Rate ] を参照すると、 "90" と表示します。 


Web 巳 IOS での設定値と Universal RAID Utility の表示レベル 


項目 

WebBIOS の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

80〜100 

高 ( High ) 

31-79 

中 ( Middle ) 

0-30 

低 ( Low ) 

パトロールリード優先度 

WebBIOS の Patrol Read Rate 

80〜100 

高 ( High ) 

31-79 

中 ( Middle ) 

0-30 

低 ( Low ) 

整合性チェック優先度 

WebBIOS の CC Rate 

80〜100 

高 ( High ) 

31-79 

中 ( Middle ) 

0-30 

低 ( Low ) 


Universal RAID Utility でレベル変更時に設定する値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

高 ( High ) 

90 

中 ( Middle ) 

50 

低 ( Low ) 

10 

パトロールリード優先度 

WebBIOS の Patrol Read Rate 

高 ( High ) 

90 

中 ( Middle ) 

50 

低 ( Low ) 

10 

整合性チェック優先度 

WebBIOS の CC Rate 

高 ( High ) 

90 

中 ( Middle ) 

50 

低 ( Low ) 

10 



• WebBIOS では 、 BGI Rate (バックグラウンドイニシャライズの優先度） 
も設定できますが 、 Universal RAID Utility ではバックグラウンドイニ 
シャライズの優先度は設定できません。 

參 Universal RAID U 训 ty は、初期化優先度も設定できますが、本体装置内 
蔵の RAID コントローラ ( N 8103 -117 相当)は、初期化優先度を設定できま 
せん。そのため、 RAID ビューアのプロパティの[オプション】タブに[初 
期化優先度]の項目を表示しません。また、 raidcmd で初期化優先度を設 
定すると失敗します。 





























232 リセットとクリア 



0 S からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FF にで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてくださし、電源が強制的に〇 FF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源〇 FF から約30秒ほど待ってから電源を〇 N にしてください。） 



POWER スイツチ 
(4 秒以上押す） 




■J セツトとクリア 


本装置が動作しなくなったときに参照して < ださい。 



OS が起動する前に動作しなくなったときは、 < Ctrl > キーと < Alt > キーを押しながら、 < Delete > 
キーを押してください。リセットを実行します。 


■rO リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいます。八ングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 



リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
◦S を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 


□□□□□□□□□□ 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


P -〇 CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべてデフオルト 
團ヨ の設定に戻ります。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


两~〇 その他のジャン■/(の設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
Bto 因となります。 


CMOS メモリの内容の 

パスワードの保護/クリア用ピン保護/クリア用ピン 


前面側 



背面側 



































































234 リセットとクリア 


それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



AA 

赢② 

㉞ ⑩ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

春 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

參 プラグを差し込んだまま取り扱わない 


△注意 

AA 

A A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 
參指を挟まない 

• 声:日ミナ音 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


< CMOS のクリア> 


1. 128ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （128 ページ参照)。 

3. □ジックカバーを取り外す （141 ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンノ（スイッチの位置を確認する。 

5. ジャンパスイッチの設定を変更する。 

前べージの囡を参照してください。ジャンパスイッチにアクセスしづらい場合は 
151ページを参照してライザーカードを取り外してください。 

6. 5秒ほど待って元の位置に戻す。 

7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. 電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

9. < F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する。 

<パスワードのクリア> 

1 . く CMOS のクリア>の1〜5の手順同様にノ（スワードクリアのジャンノ（スイッチの 
設定を変更する。 

2. 取り外した部品を元に組み立て、 POWER スイッチを押す。 
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3. < F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、パスワードを設定し 
直して 「Exit Saving Changes 」 を実行する。 

4. 電源を落とし、ジャンパスイッチを元に戻す。 

5. 再度、本体を元通りに組み立てる。 




236 割り込みライン 


割り込みライン 

割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コントローラ） 

0 

システムタイマ 

12 

SM Bus 

1 

— 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

プライマリ IDE 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

VGA 

5 

PCI 

17 

— 

6 

— 

18 

LAN1 

7 

PCI 

19 

LAN2 

8 

リアルタイムクロック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

PCI 

22 

USB 

11 

マザーボードリソース 

23 

USB 
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NEC Express 5800シリーズ 
InterSec 

Express 5800 /CS500f 


故障かな？と思ったときは 


「故障かな？」と思ったときは、修理を依頼する前にここで説明する内容について確認してく 
ださい。また、この章では、修理を依頼する際の確認事項や NEC 、 および NEC が認定する保 
守サービス会社が提供するさまざまなサービスについても説明があります。 

日常の保守 （238 ページ） 

日常使ラ上で確認しなければならない点やファイルの管理、クリーニングの方 
法について説明しています。 

障害時の対処 （241 ページ） 

故障かな？と思ったときに参照してください。トラブルの原因の確認方法やそ 
の対処方法について説明しています。 

移動と保管 （253 ページ） 

本体を移動 • 保管する際の手順や注意事項について説明しています。 

ユーザーサポート （255 ぺージ） 

本装置に関するさまざまなサービスについて説明しています。サービスは弊社 
および弊社が認定した保守サービス会社から提供されるものです。ぜひご利用 
ください。 






238 日常の保守 


日常の保守 

本装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する確認や保守を定期的に行っ 
てください。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依 
頼してください。 


アラー トの確認 


システムの運用中は、 ESMPR 〇で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Manage 「 C 75— 卜が通報されていないか、常に注意するよう 
心がけてください。 ESMPRO/ServerManagerO 「統合ビューア」、「データビューア」、「ア 
ラートビューア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 


ESMPR 〇でチェックする画面 



データビューァ 


ステータスランプの確認 


本体の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして電源を OFF にする前に、本体前面に 
あるランプの表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容については2章をご覧くだ 
さい。万一、装置の異常を示す表示が確認された場合は、保守サービス会社に連絡して保守を 
依頼してください。 



定期的に本体に内蔵されているハードディスク内の大切なデータをパックアップすることを 
お勧めします。 Management Console を使ったパックアップについては4章をご覧くださし'>〇 
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クリーニング 


本装置を良い状態に保つために定期的にクリーニングしてください。 



警告 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観の汚れは、柔らかい乾いた布で汚れを拭き取ってください。汚れが落ちにくいとき 
は、次のような方法できれいになります。 


• シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 
いたみや変色の原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水など 
でぬらさないでください。 


1. 本体の電源が OFF ( POWER ランプ消灯）になっていることを確認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤をぬるま湯または水で薄めて柔らかい布を浸し、よく絞る。 

5. 汚れた部分を手順4の布で少し強めにこすって汚れを取る。 

6. 真水でぬらしてよく絞った布でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 

8. 乾いた布で背面にある排気口に付着しているほこりをふき取る。 
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ディスクのクリーニング 

DVD / CD - R 0 M などの光ディスクにほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたり 
するとデータを正しく読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、ディスウのクリー 
ニンクを行います。 


1. 本体の電源が ON ( POWER ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトポタンを押す。 

トレーが光ディスクドライブから出てきます。 

3. ディスクを軽く持ちながらトレーから取り出す。 

胃-〇 ディスクの信号面に手が触れないよう注意してください。 


4. トレー上のほこりを乾いた柔らかい布でふき取る。 

胃 光ディスクドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズが傷つ 
DM いて誤動作の原因となります。 

5. トレーを軽く押してトレーを光ディスクドライブに戻す。 

6. ディスクの信号面を乾いた柔らかい布でふく。 


ディスクは、中心から外側に向けてふいてください。クリーナをお使いになる 
Bto ときは、専用のクリーナであることをお確かめください。レコード用のスプ 
レー、クリーナ、ベンジン、シンナーを使用すると、ディスクの内容が読めな 
くなったり、装置にそのディスクをセットした結果、故障したりするおそれが 
あります。 
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障害時の対処 

「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当するこ 
とがらがある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / ServerManager を使って障害の発生箇所を確認し、 
障害がハードウェアによるものかソフトウェアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の確認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行い 
ます。障害がハードウェア要因によるものがソフトウェア要因によるものかを判断するには、 
ESMPRO / ServerManager が便利です。ハードウェアによる障害をさらに切り分けるには、 
「 EXPRESSBUILDER 」 の「システム診断」をご利用ください。システム診断については5章 
をご覧ください。 
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242 障害時の対処 


エラーメッセージ〜電源 ON 後のビープ音〜 


電源 ON 直後に始まる Power On Self-Test ( POST ) 中にエラーを検出すると一連のビープ音 
でエラーが発生したことを通知します。エラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその 
内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が〗回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 1- 
3-1-1) ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意味を示します。エラーが起きたときは、お買い求めの販売店または 
保守サービス会社に連絡して保守を依頼してください。 


ビープコード 

意味 

対処方法 

3-3-( 繰り返し) 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換してください。 

1 -2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社 
に連絡して DIMM またはマザーボードを交 
換してください。 

1-3-1-3 

キーボードコント □_ ラテストエラー 

キーボードを接続し直してください。それ 
でも直らない場合は保守サービス会社に連 
絡してマザーボードを交換してください。 

1 -3-3-1 

メモリを検出できない 
メモリの容量チェック中のエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社 
に連絡して DIMM 、 またはマザーボードを 
交換してください。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換してください。 

1 -5-2-2 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会社に連絡して CPU またはマ 
ザーボードを交換してください。 

1 -5-4-2 

AC 電源の供給が遮断された 

停電や瞬断などにより AC 電源の供給が遮断 
され、システムの再起動が行われたことを通 
知するものです。異常ではありません。 

1 -5-4-4 

電源異常 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換してください。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してください。 

また、増設した PCI ボードのオプション 

ROM の展開が表示されない場合は 、 PCI 
ボードの取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して、増設した PCI ボード、またはマ 
ザーボードを交換してください。 
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思うように動作しない場合は修理に出す前に次のチェックリストの内容に従って本装置を 
チェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の確認、処 
理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

初期導入時 

[?] システム起動直後に、システムが停止 

— インス!■'ール/初期導入設定用ディスクに出力された□ヴファイルを、テキス 
トエディタなどで確認してください。ログファイルは、 elsetup . log ( Linux 用）、 
または logging . txt ( Windows 用）です。ほとんどの原因は、パスワードの入力 
ミスで、この場合は 、 "Cannot get authentication : root " の文字列が□グファ 
イルに出力されます。 


【？] Management Console が使用できない1(初期導入時) 


一本装置の起動には、数分かかります。念のため5分位経過してから、もう一度 
アクセスしてみて<ださい。 

—初期導入後に、インストール/初期導入設定用ディスクにログファイルが作成 
されていることを確認してください。ログファイルがない場合、正しいイン 
ストール/初期導入設定用ディスクを使用していないか、もしくはインストー 
ル/初期導入設定用ディスクが壊れています。（注：インストール/初期導入設 
定用ディスウは書き込み可の状態で使用してください。） 

— インストール/初期導入設定用ディスクが壊れている場合は、インストール/ 
初期導入設定用ディスクを再作成する必要があります。再作成の手順は、以 
下のとおりです。 

1. Windows マシンで MS - DOS (または、コマンドプ□ンプト)を起動する。 

2. バックアップ DVD - ROM と フォー マッ ト 済みのフロッピーディスクを 
セットする。（以下、光ディスクドライブを D 、 フロッピーディスクドラ 
イブを A とします） 

3. " D :¥ Dosutils¥Rawrite -f D :¥ nec ¥ Windows ¥ initFD.img -d A _' を実 
行する。 

4. 完了。 

-* インス!■'ール/初期導入設定用ディスクのロヴファイルに、 " completed ." の文 
字列が出力されていることを確認してください。 

" Info ： quitting with no change . 1 ' の文字列が出力されている場合、初期導入設定 
でパスワードが入力されていないか、すでに使用済みのインストール/初期導 
入設定用ディスクを再度使用しています。（セキュリティ保護のため、一度使用 
したインス I 'ール/初期導入設定用ディスクからは、パスワードなどの情報は 
削除されます） 

—すでに使用済みのインス I 'ール/初期導入設定用ディスウを再度使用する場合 
は、初期導入の手順からやり直してください。 
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-* LAN ポート1にネットワークケーブルが接続されていることを確認してくださ 
し、 LAN ポー M が ethO 、 LAN ポート2が ethl として OS に認識されます。ま 
た、オプション LAN ボードを増設した場合、増設した LAN ボードが ethO とし 
て認識されます（内蔵の LAN ポードは ethl と eth 2 になります）。 


運用時 

[?] Management Console が使用できなし)2(初期導入完了後) 

—回線がネットワークに接続されていることを確認してください。 

—本装置に設定したアドレスが間違っていないことを確認してください。 

-> URL ウィンドウで https :// または http :// を指定していることを確認してくださ 
し'!。 https :// または http :// を付けずにアドレスを入力すると動作しません。 

— Microsoft Internet Explorer 6 (日本語版）く推奨〉でのアウセスをお試しく 
ださい。 

― Management Console をアクセスする URL が間違っていないことを確認して 
ください。特に 、 Management Console のセキュリティモードを変更した場 
合、アクセスする URL が変更されますので注意してください。 

セキュリティモードのレペルが1のときは、 

" https :// く本装置の IP アドレスまたは FQDN >:50090"、 

レペルが2のときは、 

" https :// く本装置の IP アドレスまたは FQDN >:50453" 

を指定してください。 

— URL にドメイン名の代わりに、 IP アドレスを使用してアクセスしてみてくだ 
さぃ。 

IP アドレスを使用したアクセスが成功する場合は、 DNS による名前解決が正し 
く行われていないおそれがあります 。 Management Console の[システム]— 
[ネットワーク] 設定から、 DNS 設定 （ IP アドレス）に正しい DNS サー パが設 
定されているかを確認してください。 

正しい DNS サーパが設定されているときは 、 Management Console の[システ 
ム]一[名前解決診断]から、指定されたホスト名の名前解決ができるかどう 
かの診断を行ってください。名前解決ができない場合は、指定したホスト名が 
DNS サーパに登録されていないおそれがあります。 




故障かな？と思ったときは 245 


一 以上で問題が解決しない場合は、以下の手順で、本装置へのネットワーク接 
続を確認してください。 

1 . Windows マシンで MS - DOS (またはコマンドプ□ンプト)を起動する。 

2. "ping ip - address "コマンドを実行する。 （ ip - address は、本装置に割り 
当てた IP アドレスです。） 

3. "Reply from ..." と表示される場合、ネットワークは正常です。この場合、 
本体にある POWER スイッチを押すことで、システムの停止処理を実行 
してください。しばらく するとシステムが停止し ます。 10秒程待ってか 
ら、電源を再度 ON にして、 システムの起動後にもう一度アクセス してみ 
てください。 

4. "Request timed out " と表示される場合、接続の確認は失敗です。続け 
て、他のマシンからも ping コマンドを実行してみてください。 

—一部のマシンから ping コマンドが失敗する場合は、失敗するマシンの設定の 
誤り、または故障です。 

— すべてのマシンから ping コマンドが失敗する場合は、 HUB などのネットワー 
ク機器の設定を確認してください。ケーブルが外れていたり、電源が入って 
いなかったりすることがよくあります。ネットワーク機器の設定が誤ってい 
ない場合は、ネットワーク障害の可能性があります。 


[?] Management Console が使用できない 3. 


□ 認証に失敗する (Authorization Required ) 

— ユーザ ID を確認してください。管理者権限で Management Console を使用す 
る時のユーザ ID は、 admin (すべて小文字)です。 

—初期導入設定において設定したパスワードを確認してください。パスワード 
の大文字と小文字は区別されるので注意してください。 

□ 管理者パスワードを忘れてしまった 

— セキュリティの観点から、管理者用パスワードを無効にするようなスーパー 
コマンドは用意されていませんので、システムの再インス I ルが必要です。 
再インストールについては、3章を参照してください。 

[?] すべてのサービスの応答が非常に遅い 

— Management Console の[プロキシ]画面の[詳細設定]で、[デバッグ□ヴ 
出力]が 「 OFF 」 になっていることを確認してください。本機能は、ネット 
ワーク障害等が発生した場合の解析のための機能です。「〇|\|」になっている 
と、応答が遅くなる場合がありますので、通常時は 「 OFF 」 に設定してくだ 
さい。 

—Management Console を使用して、ネットワーク利用状況を確認してくださ 
し、正常の値に対して、異常/破棄/超過のいずれかが10%を超える場合は、 
対処が必要です。 

-» Management Console の「システム」— 「 CPU / メモリ使用状況」画面で、 
CacheBlast のスケジューリングパラメータの値を、いちど既定値に戻してく 
ださい。 
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[?] ブラウザアブ U ケーシヨン (Management Console ) から設定した変更内容に更新さ 

れていない 

—設定を変更したら、[設定]をクリックして、変更を有効にしてください。 
システムの再起動が必要になる場合があります。 

[?] ウィンドウのサイズを変更したり、リロー ドしたりするとトップ画面に戻ってしまう 

— Netscape をブラウザとして使用している場合、 Netscape の設定によっては、 
ウィンドウのサイズを変えたり、リ□ー ドしたりするとトップ画面に戻るこ 
とがあります。 

[?] 0 S のシステムエラーが発生した場合 

—システムにアクセスできず、本体のディスクアクセスが長く続く場合はシス 
テムエラー（パニック)が発生している可能性があります。パニック発生時には 
ダンプが揉取され、その後自動的にシステムが再起動されます。また、システ 
ム再起動時にシステムエラーの発生が ESMPRO/ServerAgent により検出され 
ます。 

システム エラーの 障害調査には/ var/crash 配下のファイルすべてと/ var / log / 
messages ファイル、および ksyms-a コマンドを実行して、その結果をファイ 
ルに出力したものを探取する必要があります。揉取の方法は、管理 PC (コン 
ソール）から障害発生サーパに□グインし、障害発生サーバから FTP で情報 
を採取します。情報の探取後は/ var/crash 配下のファイルはすべて削除可能 
です。削除しない場合、システム エラー （パニック）が発生するたび、ダンプ 
ファイルは自動的に削除されます。 

[?] スケジュールダウンロード機能が正常に動作しなし、 

—ダウンロードされた結果を「プ□パティ」で参照した際に設定エラーが表示 
された場合は、不正な設定がされた可能性があります。設定を見直すか、一 
度すベて削除してから設定し直してください。それでもエラーが表示される 
場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

—時間になってもスケジュールが実行されない場合、同一時刻に複数のスケ 
ジュールが重なりすぎて、別のスケジュールが終わるのを待っている場合が 
あります。特に大きなページなどをダウンロードする場合にはあまり時間を 
重ねない方が良いでしょう。また、あまりに実行時間を重ねすぎるとプ□キ 
シ機能に影響を与えて処理が遅くなってしまろこと も考え られます。 

—ダウンロードされた結果を「プ□パティ」で参照した際に「ページが見つか 
りませんでした。」とエラーが出る場合があります。これは本当にべージが存 
在しない場合以外に、ページ中の1画像が無がった場合などにも表示されるこ 
とがあります。 

[?] 本体の電源が自動的に OFF になった 

—装置の温度が高くなりすぎた可能性があります。通気が妨げられていないか 
確認し、装置の温度が下がってから再起動してください。それでも電源が 
OFF になる場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

[?] 起動完了ビープ音が定期的に何度も鳴る 

—一度電源を OFF にして、再起動してみてください。それでも、起動完了ビー 
プ音が定期的に D 鳥る場合は保守サービス会社に連絡してください。 
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[?] 管理 pc に画面が表示されない 

□ ケーブルは正しく接続されていますか？ 

—ケーブルが接続されていることを確認してください。また、ケープルが破損 
していないかどうか確認してください。 

□ DianaScope で正しく設定していますか？ 

-» 添付の 「EXPRESSBUILDER DVD 」 にある DianaScope オンラインドキュメ 
ントを参照して正しく設定してください。それでも表示できない場合は、保 
守サービス会社に連絡してください。 

[?] フロッピーディスクにアクセス（読み込み、または書き込みが）できない 

□ フロッピーディスクをフロッピーディスクドライプにセットレていますか？ 

ー フロッピーディスクドライプに「カチッ」と音がするまで確実に差し込んで 
ください。 

□ 書き込み禁止にしていませんか？ 

-* フロッピーディスクのライトプ□テクトスイッチを「書き込み可」にセット 
してください。 

[?] 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しない) 

□ ケープルは正しく接続されていますか？ 

— インタフエースケープルや電源ケープル（コード）が確実に接続されている 
ことを確認してください。また接続順序が正しいかどうか確認してください。 

□ 電源 ON の順番を間違っていませんか？ 

-> 外付けデパイスを接続している場合は、外付けデパイス、本体の順に電源を 
ON にします。 

□ ドライパをインス!ルしていますか？ 

— 接続したオプションのデパイスによっては専用のデバイスドライパが必要な 
ものがあります。デパイスに添付のマニュアルを参照してドライパをインス 
卜ールしてください。 

【?] DVD / CD-ROM にアクセスできない 

□ 光ディスクドライプのトレーに確実にセットしていますか？ 

-* トレーに確実にセットされていることを確認してください。 

[?] 光ディスクドライブの回転音が大きい 

— いったん、 DVD / CD - ROM を取り出し、再度 DVD / CD - ROM をセットし直して 
ください。光ディスクドライブの才ートパランス機構を再度機能させること 
で、回転音をおさえます。 
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インスI-ール/初期導入設定用ディスクの作成について 

何らかのエラーによりインストール/初期導入設定用ディスウを作成できない場合の確認事項 
と対処方法について説明します。 

[?] 次のページに進めない 

—各入力項目が正しくないと次のページに進めません。必要な項目が正しく入 
力されていることを確認してください。 

[?] 「パスワードの項目が入力されていません」と表示される 

□ 変更前の管理者パ スワ ードをパ スワ ードの項目に入力していますか？ 

一 新しい管理者パスワードを入力する場合は変更前の管理者パスワードをパス 
ワードの項目に入力する必要があります。出荷状態では、同梱の別紙「管理 
者パスワード」に記載してある値に設定されています。 

[?] 「サブネットマスクの値が正しくありません」と表示される 

□ 入力した数値に誤りがありませんか？ 

—サブネットマスクは2進数で現した時に、例えば、 

11111111 . 11111111 . 11111111.11110000 

のように1が続いてその後に0が続くような値でなければなりません。（この例 
の場合は、255.255 .255.240) 

[?] ホスト名が設定できない 

□ 入力規則を守っていますか？ 

一 英数小文字「-」、「」のいずれかで、最初の一文字目は英数小文字のみ。ホス 
卜名は最大63文字まで、ドメイン名は255文字まででなければなりません。 
また、「」が必ず含まれる省略のないドメイン名を指定してください。 


EXPRESSBUILDER につし、て 

EXPRESS 巳 UILDER から起動できない場合は、次の点について確認してください。 

[?] 「 EXPRESSBUILDER 丨 DVD から本装置を走己動で未ない 

—システム BIOS の起動デパイスが正しく設定されていない可能性があります。 
正しく設定できているか確認してみてください。 


POST を実行中に 「EXPRESSBUILDER」DVD をセットし、再起動しないと 
エラーメッセージが表示されたり、 0S が起動したりします。 
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オートランで起動するメニューについて 

【?] オンラインドキュメントが読めない 

□ Adobe Reader が正しくインストールされていますか？ 

— オンラインドキュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されてい 
ます。あらかじめ Adobe Reader をインストールしておいてください。 

□ 使用している 0 S は 、 Windows XP SP 2 ですか？ 

— SP 2 にてオンラインドキュメントを表示しようとすると、ブラウザ上に以下 
のような情報ノ ゞ 一が表示されることがあります。 

「セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできるアクティブコンテ 
ンツは表示されないよう 、 Internet Explorer で制限されています d オプション 
を表示するには、ここをクリックしてください...」 

この場合、以下の手順にてドキュメントを表示させてください。 

(1) 情報パーをクリックする。 

ショートカットメニューが現れます。 

(2) ショートカットメニューから、「プロックされているコンテンツを許可」 
を選択する。 

「セキュリティの警告」ダイアロヴポックスが表示されます。 

(3) ダイアログボックスにて「はい」を選択。 

[?] メニューが表示されない 

□ ご使用の0 S は 、 Windows Vista ですか？ 

-» Windows Vista で実行した場合、以下のようなメッセージが表示されるとき 
があります。 

「認識できないプ□グラムがこのコンピュータへアクセスを要求しています。 
dispatcher . exe 」 

この場合、「許可する」をクリックして先へ進んでください。 

□ ご使用の 0 S は 、 Windows XP 以降、または Windows 2003以降ですか？ 

— 本プ□グラムは、 WindowsXP 以降または Windows 2003以降のオペレー 
ティ ングシステムにて動作させてください。 

— Windows 2000の場合は、あらかじめ E 6.0 をインストールしてください。 

□ < Shift > キーを押していませんか？ 

-> < Shift > キーを押しながらディスウをセットすると、才ートラン機能がキャン 
セルされます。 

□ 0 S の状態は問題ありませんか？ 

-* レジストリ設定やディスクをセットするタイミングによっては、メニューが 
起動しない場合があります。そのような場合は、エウスプローラから「マイ 
コンピュータ」を選択し、セットした光ディスクドライプのアイコンをダブ 
ルクリックしてください。 
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[?] メニュー項目がグレイアウトされている 

□ ご使用の環境は正しいですか？ 

一 実行するソフトウヱアによっては、管理者権限が必要だったり、本装置上で 
動作することが必要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてく 
ださい。 

[?] メニューが英語で表示される 


□ ご使用の環境は正しいですか？ 

ー オペレーティングシステムが英語パージョンの場合、メニューは英語で表示 
されます。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語パージョンのオペ 
レーテインヴシステムにて動作させてください。 


システム診断 • 保守ツールについて 

システム診断や保守ツールの実行中にエラーメッセージや警告メッセージが表示された場合 
は、速やかに保守サービス会社までエラーやメッセージの内容を連絡し、保守を依頼してくだ 
さい。 


ESMPR 0 について 

[?] 画面が文字化けしている 

—シリアル接続の管理クライアントから設定作業をする場合は、管理者として 
□グインした後、設定作業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を 「 C 」 に変更 
してください。デフォルトのシ I ル環境の場合は以下のコマンドを実行する 
ことで変更できます。 

#export LANG=C 

[?] ESMPR 0 で思うように監視できない • 動作しない 

—本体に添付の DVD にあるオンラインドキュメントを参照してください。本体 
にインストールされている ESMPRO / ServerAgent については、添付の「パツ 
ウアツプ DVD - ROM :/ nec / doc / 500 / esmp 「 o . sa / users _ v 42. pdf 」 を参照して 
ください。 ESMPRO / ServerManager については 、 「EXPRESSBUILDER 
DVD 」 内にあります。 「 EXPRESS 巳 UILDER DVD 」 を Windows マシンにセツ 
卜すると自動的にメニューが表示されます。メニューからオンラインドキュ 
メントを選択してください。 
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RAID システム、 RAID コント□ーラについて 

RAID システムを構成している本体装置がうまく動作しないときや、管理ユーティリティが正 
しく機能しないときは次の点について確認してください。また、該当する項目があったとき 
は、処理方法にしたがった操作をしてください。 

【?] 0 S をインス!^ールできない 

□ RAID コントローラのコンフィグレーシヨンを行いましたか？ 

— WebBIOS を使って正しくコンフィヴレーシヨンしてください。 

[?] 0 S を起動できな し、 

□ RAID コントローラの BIOS 設定が変更されていませんか？ 

— WebBIOS を使って正しく設定してください。 

□ POST で RAID コントローラを認識していますか？ 

— RAID コント□ーラが正しく接続されていることを認識してから電源を on にし 
てください。 

—正しく接続していても認識されない場合は、 RAID コント□—ラの故障が考え 
られます。契約されている保守サービス会社、または購入された販売店へ連 
絡してください。 

[?] U ビルドができない 

□リビルドする八ードディスクドライブの容量が少なくありませんか？ 

- 故障したハードディスクドライプと同じ容量のハードディスクドライプを使 
用してください。 

[?] オート U ビルドができない 

□ ハードディスクドライプを交換（ホットスワップ）するときに十分な時間をあけま 
したか9 

— オートリビルドを機能させるためには、ハードディスクドライブを取り出し 
てから取り付けるまでの間に90秒以上の時間をあけてください。 

[?] ハードディスクドライブが Fail になった 


—契約されている保守サービス会社または購入された販売店へ連絡してくださ 
い。 
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システム情報の確認 


システムの情報をチェックしてみてください。 

システムのパフォーマンスや負荷状況は、クライアントマシンの Web ブラウザからチェック 
することができます。詳しくは4章を参照してください。 

さらに詳しいチェックをする場合は、 ESMPRO / SererManager 、 ServerAgnet を使用します。 
詳しくは5章を参照してください。 
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装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

參 プラグを差し込んだまま取り扱わない 


移動と保管 

本体を移動 • 保管するときは次の手順に従ってください。 



A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
指を挟まない 

局;皿/王思 




フロアのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売 
店または保守サービス会社に連絡してください。 

ハードディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップ 
をとつておいてください。 

八ードディスクドライブを内蔵している場合は八ードディスクドライブ 
に衝撃を与えないように注意して本体を移動させてください。 

再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管することをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：-1 0° C 〜 55° C 、 湿度： 
20%〜80%)を守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 


1. 本体にディスクやフロッピーディスクをセットしている場合は取り出す。 

2. クライアントマシンの Web ブラウザからシステムのシャツトダウン処理をして電 
源を OFF ( P 〇 WER ランプ消灯）にする。 

3. 本体に接続している電源コードをコンセントから抜く。 

4. 本体に接続しているケーブルをすべて取り外す。 

5. 本体をラックに搭載している場合は、2章を参照して本体をラックから取り出す。 

なるべく複数名で行うことをお勧めします。 


警告 


AA 0 C 
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6. 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと梱包する。 


胃"〇 輸送後や保管後、装置を再び運用する場合は、運用の前にシステム時計の確 
認•調整をしてください。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
本装置および、内蔵型のオプション機器は、寒い場所から暖かい場所に急に持 
ち込むと結露が発生し、そのまま使用すると誤作動や故障の原因となります。 
装置の移動後や保管後、再び運用する場合は、使用環境に十分なじませてから 
お使いください。 
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ユーザーサポート 

ア フターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について確認してくださ 
い。 


保証について 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡し 
しますので、記載内容を確認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にもとづき無償修理いたします。詳しくは『保証書』およびこ 
の後の「保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの弊社または保守サービス会社に連 
絡してください。 





參弊社製以外（サードパーティ）の製品、または弊社が認定していない装 
置やインタフェースケーブルを使用したために起きた装置の故障につい 
ては、その責任を負いかねますのでご了承ください。 

拳本体に、製品の形式 、 SERIAL No . (号機番号)、定格、製造業者名、 
製造国が明記された銘板が貼ってあります。販売店にお問い合わせする 
際にこの内容をお伝えください。また銘板の製造番号と保証書の保証番 
号が一致していませんと、保証期間内に故障した場合でも、保証を受け 
られないことがありますのでご確認ください。万一違う場合は、販売店 
にご連絡ください。 


銘板 
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修理に出される前に 


「故障かな？」と思った6、以下の手順を行ってください。 

1. 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを 
確認します。 

2. 「障害時の対処 （241 ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載 
されている処理を行ってください。 

3. 本装置を操作するために必要となるソフトウェアが正しくインス I ルされている 
ことを確認します。 

以上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最寄 
りの弊社または保守サービス会社にご連絡ください。その際にサーバのランプの表示やディス 
プレイ装置のアラーム表示もご確認ください。故障時のランプやディスプレイによるアラーム 
表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先については、 
付録 B 「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し込みください。 


胃-〇この装置は日本国内仕様のため、弊社の海外拠点で修理することはできませ 
ん。ご了承ください。 


修理に出される時は 


修理に出される時は次のものを用意してください。 

□ 保証書 

□ クライアントマシンの Web ブラウザに表示されたメッセージのメモ 
□ 障害情報（ネットワークの接続形態や障害が起きたときの状況） 

□ 本体•周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期間は、製造打ち切り後5年です。 
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保守サービスについて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および弊社が認定した保守サービス会社によっての 
み実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安心の上、ご都 
合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で承っ 
ておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意しております。 

保守サービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたります。この保守方式は、 
装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていただくもので、お客様との間に維持 
保守契約を結ばせていただきます。さまざまな保守サービスを用意しています。詳しくは 
この後の説明をご覧ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守または修理料金は 
その都度精算する方式で、作業の内容によって異なります。 


弊社では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。 


• サービスを受けるためには事前の契約が必要です。 

• サービス料金は契約する日数/時間帯により異なります。 


八ードウエアメンテナンスサービス 
維持保守 

定期的な点検により障害を予防します。（定期予防保守） 

また、万一障害発生時には保守技術者がすみやかに修復します。（緊急障害復旧) 


出張修理 

障害発生時、保守技術者が出張して修理します。（緊急障害復旧) 


エクスプレス 通報 サービス 

ご契約の期間中、お客様の本体を監視し、障害（アレイディスク縮退、メモリ縮退、温度異常 
等）が発生した際に保守拠点からお客様に連絡します。お客様への連絡時間帯は、月曜日〜金 
曜日午前9:00〜午後5:00です。 

「ハードウェアメンテナンスサービス」または「マルチベンダ H / W 統括サービス」を契約され 
たお客様は無償でこの保守サービスをご利用することができます。 

(お申し込みには「申込書」が別途必要です。販売店、当社営業担当にお申し付けください。） 












258 ユーザー サポート 


オプションサービス 

下記のオプションサービスもございますのでご利用ください。 


基本サボートサービス 

Express 5800シリーズの InterSec シリーズを対象に、運用する中で生じる疑問やトラブル対 
応といったニーズにお応えするために、以下のサービスを提供します。 

• インストールされているソフトウェアに関する電話 • FAX • 電子メールによる問合せ対 
応(運用支援、障害解決支援） 

• FAQ などの情報提供（問い合わせをする回数によってソフトウェアサポートサービス 
(5)、または (20) をお求めください。） 

以下のサービスは提供する NEC 販売店により、名称、内容が異なる場合がございますので、お 
確かめの上、ご用命ください。なお、以下のサービスは NEC フィールディング（株）が提供す 
るも)のです。 


マルチベンダ H / W 統括サービス 

マルチベンダ製品（本製品 + SI 仕入製品*)で構成されるクライアント.サーバ.システムに対 
し、下記の形態による修理を行います。 


維持保守形態 

定期予防保守と、障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

出張保守形態 

障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

引取り保守形態 

障害発生機器の切り分け、取外し、引取り、持帰り、調査、修理をし、完了後に取付け、 

動作確認、修理内容報告、引渡しを行います。 

預り保守形態 

お客様が送付された故障品を修理し、完了後にご返送します。 


si 仕入製品とは.-- 

NEC が他社が6仕入れ、責任をもってお客様に納入させていただ<他社製品のことです。 


LAN マルチベンダ保守サービス 

他社製品を含むマルチベンダで構成される LAN 機器（ルータ • HUB -ブリッジなど）につい 
て、障害原因の切り分けとお客様が選んだ保守方式による障害修復を行います。クライアント 
およびサーバは、本メニュー対象外です。 

NEC 製の LAN 機器は出張修理を行います。 

他社製品の LAN 機器についても、シングルウインドウでその障害修復（センドパック、予備機 
保守など、お客様が選んだ保守方式による）までをフォローします。 


LAN • ネットワーク監視サービス 

お客様が準備した LAN •ネットワーク監視装置を使用し、 INS 回線経由で監視します。サービ 
ス内容はネットワークノードの障害監視から、性能監視、構成監視まであります。サービス日 
時は、24時間 • 365日まで9パターンから選択できます。監視の結果は毎月報告書を発行しま 
す。修理はハードウ エア メンテナンスサービスで対応します。 
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情報 サービス について 


本製品に関するご質問 • ご相談は「ファーストコンタウトセンター」でお受けしています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL . 03-3455-5800 (代表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する「エウスプレ 
ス通報サービス」の申し込みに関するご質問 • ご相談は「エクスプレス受付センター」でお受 
けしています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター 
TEL . 0120 -22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

http :// nec 8. com / 

『8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 

http :// club . express . nec . co . jp / 


『Club Express』 ： 『Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800 
シリーズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介しています。 

http :// www . fielding . co . jp / 

NEC フィールディンヴ（株）ホームぺージ：メンテナンス、ソリューシヨン、用品、 
施設工事などの情報をご紹介しています。 
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付録 A 



項目 

Express 5800 /CS 50 Of 

N 8100 -1463 

CPU 


デュアルコア InteP Xeon® プロセッサー 


クロック周波数 

1.86GHz 

二次キャッシュ 

6MB 

搭載可能 CPU 数 
(標準搭載数） 

1(1) 個（増設不可） 

Iクステン r ッド • メモリ64 
テクノ □グ- 

対応 

チップセット 

Intel® 500 OP (1333MHz) 

メモリ 


ECC 付き DDR2-667 FB-DIMM、x4/x8 SDDC 機能付き 


標準 

2GB (1GB X 2 枚） 

最大 

4GB 

補助記憶 
装置 

八-ドディスク 
ドラィァ * 1 

標準: 146.4GB (73.2GB X 3 (RAID5)) 

内蔵最大： 366GB (73.2GB X 6 (RAID5)) 

ホットプラグ：対応 

光 r ィス外 4 ライア 

標準： CD-RW/DVD-ROM* 2 装置 

(DVD: 3倍速以上、最大8倍速 CD: 10倍速以上、最大24倍速）X1 

フロッピ-ディスクドライア 

標準： 3.5 インチ USB フ□ッピーディスクドライプ (2 モード対応） xl 

拡張ス□ット[空き] 

フルハイト □—プ□ファイル 

(標準装備）： 3スロット （標準装備）： 3スロット 

PCI EXPRESS (x8 レーン）X 1[1] PCI EXPRESS (x8 レーン）X 1[1] 

64ビット PCI-X (100MHz) X 2[2] PCI EXPRESS (x4 レーン） X2[1] 

RAID コント□—ラ 

(N 8103 -11 7相当内蔵）標準搭載 

標準インタフエース 

RS-232C 規格準拠シリアルポート（前面 xl 、背面 x 1[いずれも D-sub9 ピン]) x2、 

1 000BASE-T( 1 0OBASE-TX/ 1 0BASE-T 対応 )LAN コネクタ （RJ-45)x2、 

100 BASE-TX/10BASE-T 対応管理用 LAN コネクタ （RJ-45)x1 

冗長羞 W 

対応（オプション、ホットプラグ対応） 

冗長ファン 

対応（オプション、ホットプラグ対応） 

外形寸法 (WxDxH) 

445 X 722 X 88mm* 3 

質量（最大） 

21kg (31kg) 

電源 

二極並行アース付きコンセント x1(AC100/ 20 0V 士10%、 50/60Hz±1Hz) 

温度/湿度条件 

動作時：温度：10〜35で/湿度:20〜8096 (ただし、結露しないこと） 

保管時：温度:-10〜5510/湿度:20〜80% (ただし、結露しないこと)* 4 


* 1 ハードディスクドライプの容量表記は1(3巳=100〇3巳換算値です。 1GB=1024 3 B 換算のものとは表記上同容量 
でも、実容量は少なくなります。 

* 2 ライティングソフトウエアは添付されていません。 

* 3 突起物/フロントぺゼルを含んだ場合は 485mm X 822mm X 88mm。 

* 4 低温または高温で保管した場合、システム時計の時刻が現在時刻から大きくずれる場合があります。なおシステ 
ム時計に高い精度が求められる場合には、タイムサーパ （NTP サーパ）の運用を推奨します。 
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付録 B 保守サービス会社網一覧 


NEC Express 5800シリーズ、および関連製品のアフターサービスは、お買い上げの弊社販売 
店、最寄りの弊社または NEC フィールディング株式会社までお問い合わせください。下記に 
NEC フィールディングのサービス拠点所在地一覧を示します。 

(受付時間： AM 9:00 〜 PM 5:00 土曜日、日曜日、祝祭日を除く） 

次のホームページにも最新の情報が記載されています。 

http :// www . fielding . co . jp / 


このほか、弊社販売店のサービス網がございます。お買い上げの販売店にお問い合わせくださ 
い。 

トラプルなどについてのお問い合わせは下記までご連絡ください（電話番号のおかけ間違いに 
ご注意ください)。その他のお問い合わせについては、下表を参照してください。 

【 IT 機器の修理窓口】 

修理受付センター（全国共通） 0120 -536-111 (フリーダイヤル） 

携帯電話をご利用のお客様 0570 -064-2 11(通話料お客さま負担） 


2008年1月現在 


都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

北海道 

札幌支店 

011-221-3705 

060-0042 

札幌市中央区大通西 4-1 新大通ビル 9F 

東札幌営業所 

01 1-833-8640 

003-0001 

札幌市白石区東札幌1条1丁目6番33号 

釧路営業所 

0154 -32-7 100 

085-0816 

釧路市錦町 5-3 三ッ輪ビル 2F 

旭川支店 

0166 -24-2098 

070-0033 

旭 J 11市三条通9 丁目左1号明治安田生命旭 j 11ビル1 F 

オホーツク 

営業所 

0157 -25-7520 

090-0024 

北見市北四条東 3-1-1 富士火災北見ビル 3F 

苫小牧営業所 

0144 -36-3846 

053-0022 

苫小牧市王子町 3-2-23 朝日生命苫小牧ビル 2F 

室蘭営業所 

0143 -46-3 180 

050-0083 

室蘭市東町 2-24-4 石井第5ビル 3F 

函館支店 

0138 -54-5642 

040-0001 

函館市五稜郭町 1-14 五稜郭114ビル 3F 

道東支店 

0155 -25-4892 

080-0013 

帯広市西三条南 10-32 日本生命帯広駅前ビル 5F 

小樽営業所 

0134 -24-5685 

047-0036 

小樽市長橋 3-4-14 

青森 

青森支店 

017-735-8501 

030-0802 

青森市本町 1-2-20 住友生命青森柳町ビル3 F 

八戸営業所 

0178-44-4354 

031-0081 

八戸市柏崎 1-10-2 八戸第一生命ビル 1F 

弘前営業所 

0172-34-9083 

036-8002 

弘前市駅前 2-2-2 弘前第一生命ビル 1F 

岩手 

盛岡支店 

019-635-3011 

020-0866 

盛岡市本宮 3-13-20 

一関営業所 

0191-25-6531 

021-0041 

一関市赤荻字月町 218-2 

宮城 

仙台支店 

022-292-1900 

983-0852 

仙台市宮城野区榴岡 3-4-18 タカノボル22ビル 4F 

秋田 

秋田支店 

018-863-7938 

010-0951 

秋田市山王 1-3-29 

山形 

山形支店 

023-631-3502 

990-2445 

山形市南栄町 3-6-34 

鶴岡営業所 

0235 -25-8386 

997-0013 

鶴岡市道形町 23-31 山庄ビル1階 

米沢営業所 

0238 -24-1418 

992-0027 

米沢市駅前 3-5-22 かなつビル 1F 

福島 

郡山支店 

024-938-5209 

963-8022 

郡山市西ノ内 22-13 

福島支店 

024-536-3703 

960-8074 

福島市西中央五丁目6番1号 

いわき営業所 

0246 -28-8371 

970-8034 

いわき市平上荒川字桜町 34-1 

会津若松営業所 

0242-28-7624 

965-0818 

会津若松市東千石 2-1-45 

茨城 

鹿島営業所 

0299-82-4860 

314-0014 

鹿嶋市光3住友金属構内 

つくば支店 

029-860-2000 

305-0821 

つくば市春日 3-22-8 

水戸支店 

029-257-1860 

310-0911 

水戸市見和 3-575-3 

栃木 

宇都宮支店 

028-632-8140 

321-0954 

宇都宮市元今泉 2-7-6 

小山営業所 

0285 -21-1 495 

323-0807 

小山市城東 1-14-12 ウェルストン1ビル 1F 
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都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

群馬 

群馬支店 

027-255-5461 

371-0855 

前橋市問屋町 2-4-3 NF3 ビル 4F 

太田営業所 

0276-45-0666 

373-0853 

太田市浜町 58-24 

埼玉 

さいたま北支店 

048-660-1881 

331-0812 

さいたま市北区宮原町 2-85-5 

熊谷営業所 

048-527-0597 

360-0036 

熊谷市桜木町 1-1-1 秩父鉄道熊谷ビル 4F 

さいたま南支店 

048-859-7360 

338-0832 

さいたま市桜区西堀 8-21-35 カタヤマビル 3F 

Jl 1越支店 

04-2955-7695 

350-1331 

狭山市新狭山 2 - 11- 10 

越谷営業所 

048-978-9500 

343-0042 

越谷市千間台東 1-7-25 エムゲービル 1F 

千葉 

千葉支店 

043-221-7660 

260-0843 

千葉市中央区末広 1-12-15 

成田営業所 

0476 -22-5390 

286-0044 

成田市不動ヶ岡 2152-2 成田旭ビル 1F 

君津営業所 

0439 -55-7278 

299-1144 

君津市東坂田 1-3-2 京葉君津ビル 3F 

船橋支店 

047-434-1611 

273-0012 

船橋市浜町 2-1-1 ら6ぽ一と三井ビル 7F 

柏支店 

04-7135-2400 

277-0827 

柏市松葉町 2-5-1 

印西営業所 

0476 -46-4250 

270-1352 

印西市大塚 1-9 

千葉ニュータウンエネルギーセンター1階 

東京 

東京中央支店 

03-3431-9191 

105-0012 

港区芝大門 2-5-5 住友芝大門ビル 3F 

大森支店 

03-3764-0007 

140-0013 

品川区南大井 6-25-3 ピリーヴ大森ビル 8F 

三田支店 

03-3452-6168 

108-0073 

港区三田 1-4-28 三田国際ビル 1F 

渋谷支店 

03-5458-3341 

150-0032 

渋谷区鶯谷町2番3号 COMS (コムス） 2F 

新宿支店 

03-5155-7810 

169-0072 

新宿区大久保 1-3-21 新宿 TX ビル 6F 

日本橋支店 

03-3297-0783 

104-0032 

中央区八丁堀 4-5-8 KDX 八丁堀ビル2 • 3F 

江東支店 

03-3649-3230 

135-0016 

江東区東陽 2-2-20 住友不動産東陽駅前ビル 1F 

秋葉原支店 

03-5821-2474 

111-0052 

台東区柳橋 2-19-6 秀和柳橋ビル 8F 

足立営業所 

03-3888-7151 

120-0034 

足立区千住 1-11-2 力ーニープレイス千住 7F 

神田支店 

03-3233-241 1 

101-0064 

千代田区猿楽町 2-7-8 住友水道橋ビル 8F 

東京流通サービ 
ス部 

03-5459-6051 

150-0032 

渋谷区鶯谷町2番3号 COMS (コムス） 2F 

立川支店 

042-527-2527 

190-0022 

立 J 11市錦町 2-4-6 住友生命立川ビル 3F 

小金井支店 

042-385-7666 

184-0013 

小金井市前原町 5-9-7 

神奈川 

神奈川支店 

045 -314-7625 

220-0004 

横浜市西区北幸 2-8-4 横浜西 □ KN ビル1 1F 

横須賀営業所 

046-827-3188 

238-0004 

横須賀市小川町 14-1 ニッセイ横須賀センタービル 1F 

川崎営業所 

044-244-1083 

210-0011 

川崎市川崎区富士見 1-6-3 TOKICO 事務棟ビル 3F 

相模支店 

042-746-61 11 

228-0803 

相模原市相模大野 7- 1 -6 相模大野第一生命ビル 4F 

厚木支店 

046-225-041 1 

243-0018 

厚木市中町四丁目 16-21 プ□ミティあつぎビル5階 

平塚支店 

0463 -21-4777 

254-0035 

平塚市宮の前 1-2 あいおい損保平塚第ービル 2F 

藤沢営業所 

0466 -22-0204 

251-0055 

藤沢市南藤沢 17-10 コア湘南田村ビル1 F 

玉川支店 

044-814-1551 

213-0002 

川崎市高津区二子 5-1-1 高津パークプラザビル 4F 

山梨 

甲府支店 

055-226-7564 

400-0858 

甲府市相生 2-3-16 三井住友海上甲府ビル 3F 

富士吉田営業所 

0555-23-9515 

403-0005 

富士吉田市上吉田3726ヤマナシ文具センタービル 1F 

長野 

松本支店 

0263-27-7070 

399-0033 

松本市笹賀6096 -1 

岡谷営業所 

0266-24-4870 

394-0031 

岡谷市田中町 2-8-5 岡谷サンプラザビル4階 

長野支店 

026-224-0050 

380-0824 

長野市南石堂町1293長栄南石堂ビル 1F 

上田営業所 

0268-27-6336 

386-0032 

上田市諏訪形 5-1 豊成ビル 5F 

飯田営業所 

0265-53-7043 

395-0815 

飯田市松尾常盤台 73- 10 

新潟 

新潟支店 

025-243-2315 

950-0986 

新潟市中央区神道寺南 2-4-15 

長岡営業所 

0258 -35-521 フ 

940-0034 

長岡市福住 2-3-6 小林石油ビル 

富山 

富山支店 

076-442-2605 

930-0004 

富山市桜橋通り 1-18 住友生命富山ビル 1F 

黒部営業所 

0765-54-0447 

938-0031 

黒部市三日市字新光寺 1880-1 

高岡営業所 

0766 -25-42 12 

933-0912 

高岡市丸の内 1-40 高岡商エビル 8F 

石川 

金沢支店 

076-223-3188 

920-0864 

金沢市高岡町 1-39 住友生命金沢高岡町ビル 1F 

小松営業所 

0761 -24-3782 

923-0926 

小松市竜助町36小松東京海上日動ビルディング 3F 

七尾営業所 

0767-54-0298 

926-0801 

七尾市昭和町5 1-2 

福井 

福井支店 

0776-54-6637 

918-8206 

福井市北四ツ居町518 

岐阜 

東濃営業所 

0572-55-4578 

509-5132 

土岐市泉町大富26 1-8 

岐阜支店 

058-275-8801 

500-8367 

岐阜市宇佐南 3-4-7 
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都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

静岡 

静岡支店 

054-202-6120 

422-8061 

静岡市駿河区森下町 1-35 静岡 MY タワー 2F 

富士営業所 

0545-64-6735 

416-0944 

富士市横割 1-17-24 FC ビル 2F 

沼津支店 

055-973-6001 

411-0906 

駿東郡清水町八幡 88-1 

浜松支店 

053-466-0205 

435-0047 

浜松市原島町111 

掛川営業所 

0537-23-2181 

436-0056 

掛川市中央 1-4-2 タウンビル 3F 

愛知 

名古屋中央支店 

052-264-7525 

460-0007 

名古屋市中区新栄 2-28-22 NEC 名古屋ビル 5F 

名古屋東支店 

052-264-7581 

460-0007 

名古屋市中区新栄 2-28-22 NEC 名古屋ビル 5F 

名古屋西支店 

052-264-7561 

460-0007 

名古屋市中区新栄 2-28-22 NEC 名古屋ビル 5F 

名古屋南支店 

052-694-1031 

457-0862 

名古屋市南区内田橋 1-8-5 アートライフ • タケセイ 1F 

半田営業所 

0569-22-2762 

475-0903 

半田市出□町 1-130-1 森田ビル 4F 

小牧支店 

0568-75-5594 

485-0029 

小牧市中央 1-271 大垣共立銀行小牧支店ビル 4F 

岡崎営業所 

0564-23-5020 

444-0044 

岡崎市康生通南 3-5 住友生命岡崎第ニビル 1F 

豊橋営業所 

0532-55-3063 

440-0084 

豊橋市下地町瀬上83 

三河支店 

0565-34-1 168 

471-0034 

豊田市小坂本町 1-5-3 朝日生命新豊田ビル 3F 

三重 

三重支店 

059-227-1622 

514-0042 

津市新町 3-2-1 

四日市営業所 

0593-51-0425 

510-0075 

四日市市安島 1-5-10 KOSC 〇四日市西浦ビル 2F 

滋賀 

滋賀支店 

077-525-3156 

520-0043 

大津市中央 4-5-4 BK ビル 

彦根営業所 

0749 -24- 1784 

522-0073 

彦根市旭町 8-20 

東近江営業所 

0748-25-0680 

527-0022 

東近江市八日市上之町 2-7 ウイング八日市 3F 

京都 

京都支店 

075-812-5800 

604-8804 

京都市中京区壬生坊城町 24- 1古川勘ビル 4F 

福知山営業所 

0773-23-6287 

620-0942 

福知山市駅南町 3-6 竹下駅南ビル 2F 

亀岡営業所 

0771 -25-7320 

621-0805 

亀岡市安町中畠 1-2 スカイビル 7F 

大阪 

本町支店 

06-6264-2810 

541-0053 

大阪市中央区本町 2-1-6 堺筋本町センタービル 6F 

大阪支店 

06-6264-2828 

541-0053 

大阪市中央区本町 2-1-6 堺筋本町センタービル 6F 

淀 J 11支店 

06-6305-5444 

532-0011 

大阪市淀川区西中島 1-11-16 住友商事淀川ビル 3F 

千里支店 

06-6835-0017 

560-0083 

豊中市新千里西町 1-2-2 住友商事千里ビル南館 2F 

東大阪支店 

0729 -24-6780 

581-0803 

八尾市光町 1-61 嶋野 • 住友生命ビル 7F 

南大阪支店 

072-223-8595 

590-0075 

堺市堺区南花田□町 2-3-20 
住友生命堺東ビル南館 4F 

兵庫 

豊岡営業所 

0796 -24-0331 

668-0043 

豊岡市桜町 15-1 幸栄ビル 1F 

神戸支店 

078-332-5431 

650-0031 

神戸市中央区東町126神戸シルクセンタービル 3F 

姫路支店 

079-289-2684 

670-0948 

姫路市北条宮の町113 

奈良 

奈良支店 

0742-36-1161 

630-8001 

奈良市法華寺町2 19-1 

檯原営業所 

0744 -23-6240 

634-0813 

檯原市四条町 277-1 シエ • ホーム•ヤマ 2F 

和歌山 

和歌山支店 

073-428-3222 

640-8154 

和歌山市六番丁5和歌山第一生命ビル 

鳥取 

鳥取営業所 

0857-25-6322 

680-0845 

鳥取市富安 2-159 久本ビル 4F 

米子営業所 

0859-22-8280 

683-0805 

米子市西福原 2-1-1YNT 第10ビル2階 

島根 

山陰支店 

0852-21-0988 

690-0049 

松江市袖師町 2-38 NKT ビル 7F 

浜田営業所 

0855-22-6092 

697-0033 

浜田市朝日町 70-5 朝日第2ビル 1F 

岡山 

岡山支店 

086-246-9606 

700-0976 

岡山市辰巳 19-102 

倉敷営業所 

086-426-1371 

710-0057 

倉敷市昭和 2-4-6 住友生命倉敷ビル 2F 

津山営業所 

0868-31-2821 

708-0023 

津山市大手町 6-8 城南ビル 4F 

広島 

広島支店 

082-248-4222 

730-0042 

広島市中区国泰寺町 2-5-11 西橋屋ビル 4F 

呉営業所 

0823-21-5129 

737-0051 

呉市中央 1-6-9 センタービル呉駅前 6F 

東広島営業所 

0824-22-641 1 

739-0015 

東広島市西条栄町 10-27 栄町ビル 2F 

福山営業所 

084-931-8907 

720-0973 

福山市延広町 1-2 明治安田生命福山駅前ビル 8F 

山口 

山□支店 

083-973-1858 

754-0011 

山□市小郡御幸町 4-9 山陽ビル小郡 1F 

山□周防営業所 

0833-44-1621 

744-0011 

下松市西豊井 1375-3 

岩国営業所 

0827-22-9534 

740-0018 

岩国市麻里布町 1-5-26 岩国通運ビル 2F 

下関営業所 

0832-57-2939 

751-0877 

下関市秋根東町 8-10 トワムールエクスビル 3F 

徳島 

徳島支店 

088-622-1270 

770-0852 

徳島市徳島町 2-19-1 あいおい損保徳島第ービル 4F 

香川 

高松支店 

087-833-1708 

760-0008 

高松市中野町 29-2 住友生命高松パークビル 7F 

丸亀営業所 

0877-23-8563 

763-0034 

丸亀市大手町 3-5-18 ジブラルタ生命丸亀ビル 7F 
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都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

愛媛 

松山支店 

089-945-4145 

790-0878 

松山市勝山町 1-19-3 青木第ービル5 F 

八幡浜営業所 

0894 -23-0 173 

796-0010 

八幡浜市江戸岡1丁目 4-6 江戸岡ビル 2F 

宇和島営業所 

0895 -24- 1471 

798-0032 

宇和島市恵美須町 2-4- 14井上ビル 

今治営業所 

0898-31-5741 

794-0063 

今治市片山 1-2-20 

新居浜営業所 

0897 -34-4772 

792-0003 

新居浜市新田町 3-2 新居浜ビル 5F 

川之江営業所 

0896 -58-6208 

799-0113 

四国中央市妻鳥町1010番地8共和ビル102号室 

高知 

高知支店 

088-873-8851 

780-0870 

高知市本町 4-2-40 ニッセイ高知ビル3階 

福岡 

福岡支店 

092-472-2853 

812-0004 

福岡市博多区檟田 2-3-27 STS 第ニビル 3F 

北九州支店 

093-522-0581 

802-0014 

北九州市 Al v 倉北区砂津1 -5-34 v 倉興産23号館 4F 

飯塚営業所 

0948 -24-09 19 

820-0066 

飯塚市大字幸袋 526-1 福岡ソフトウェアセンター 2F 

久留米営業所 

0942 -44-5298 

839-0809 

久留米市東合川 2-4-29 

大牟田営業所 

0944 -51-2655 

836-0843 

大牟田市不知火町 2-7-1 中島物産ビル 5F 

佐賀 

佐賀支店 

0952-31-9301 

849-0937 

佐賀市鍋島 3-2- 19 

佐賀西営業所 

0954 -22-6567 

843-0022 

武雄市武雄町大字武雄5014 -1 東洋リーセントビル 5F 

唐津営業所 

0955 -75-0745 

847-0861 

唐津市ニタ子 1-17-6 サンライズビル 1-2 号室 

長崎 

長崎支店 

095-820-0525 

850-0032 

長崎市興善町 6-5 興善イーストビル4階 

佐世保営業所 

0956 -34-381 1 

857-1161 

佐世保市大塔町 1266-24 

諫早営業所 

0957 -23-0471 

854-0016 

諫早市高城町 5- 10諫早商工会館 5F 

五島営業所 

0959 -75-0876 

853-0033 

五島市木場町252番地8 F ビル1 F 

熊本 

熊本支店 

096-383-6777 

862-0925 

熊本市保田窪本町 1-40 

大分 

大分支店 

097-503-2555 

870-0921 

大分市萩原 4-9-65 

中津営業所 

0979 -23-1 182 

871-0058 

中津市豊田町 2-423- 10 6 BILL 5F 

宮崎 

宮崎支店 

0985 -27-4477 

880-0806 

宮崎市広島 1-18-7 大同生命宮崎ビル 9F 

延岡営業所 

0982 -35-7545 

882-0847 

延岡市旭町 3-1-1 

旭化成ネットワークス（株）本社棟 1F 

都城営業所 

0986 -23-4821 

885-0021 

都城市平江町13街区15富士火災海上保険ビル 3F 

鹿児島 

鹿児島支店 

099-285-2266 

890-0062 

鹿児島市与次郎 2-4-35 KSC 鴨池ビル1 F 

出水営業所 

0996 -62-8922 

899-0202 

出水市昭和町1 3- 1第二丸久ビル 2F 

沖縄 

沖縄支店 

098-876-2788 

901-2132 

浦添市伊祖 2-7-1 1 
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用語解説 


本装置に関する用語について解説します。 

AFT (Adapter Fault Tolerance) モード 

ethO と eth 1 を 1 つの仮想アダプタとし 
て機能させることにより、プライマリ 
ポートが故障した場合、即座にパック 
アップポートに切り替え運用を継続さ 
せることができる。 

ALB (Adaptive Load Balancing) モード 

ethO と ethl を1つの仮想アダプタ 
( bondO ) として機能させることにより、 
各ポートに通信を分散し、スループッ 
卜を向上させることができる。 

anonymous FTP 

FTP (File Transfer Protocol ) の利用 
方法のひとつで、 FTP サーバをイン 
ターネット上で公開し、誰でも使用で 
きるようにしたもの。利用者は特定の 
アカウントを持たない匿名でもサーパ 
にアクセスすることができる。 

BIOS(Basic Input Output System) 

基本的な入出力を行ろプ□グラムのこ 
と。 

CGI (Common Gateway interface) 

Web サーパの HTML 文書から外部プロ 
グラムを呼び出すための仕掛け 。 Web 
サーバ機能をさまざまな用途に拡張で 
ぎる。 

DHCP(Dynamic Host Configuration 
Protocol) 

ネットワークに接続された各端末は IP 
アドレス、 DNS サーパなど、各種の設 
定を行ラ必要がある。 

これらに関する情報を DHCP サーバに 
登録しておくと、 LAN ポートに接続さ 
れた機器の設定を DHCP サ_パが自動 
的に行ラ。 

DNS(Domain Name System) 

ネットワーク上のマシンの名前と IP ア 
ドレスを相互に変換するシステム。 
覚えにくい IP アドレスを使わずに、マ 
シン名であるドメイン名 （ 例えば 
www . nec . co . jp ) を使って通信を可能に 
する。 


DNS ソフトウエアはネームサーパとリ 
ゾルパと呼ばれる二つの機能を持つ。 
ネームサーパは、ドメインネームと IP 
アドレスを管理するデータべースにア 
クセスし、マシン名と IP アドレスを変 
換する機能を持つ。 

リゾルパはクライアントの要求に応じ 
て、ネームサーパに問い合わせを行ラ 
機能である。代表的な DNS ソフトウエ 
アに、 BIND がある。 

Ethernet (-*• 「イーサネット」） 

FQDN(Fully Qualified Domain Name) 

TCP / IP ネットワーク上で、ドメイン名 
やサブドメイン名、ホスト名を省略せ 
ずにすべて指定した記述形式のこと。 

FTP (File Transfer Protocol) 

TCP / IP ネットワークでファイルを転 
送するために使われるプロトコル、ま 
たはプログラムを指す。 FTP でファイ 
ルを転送するには、通常はユーザー名 
とパスワードが必要であるが、 
anonymous (匿名の意味）というユー 
ザ名で、誰でも使用できる FTP サーパ 
もあり、これは 、 anonymous FTP サー 
パと呼ばれる。 

HTML(Hype「Text Markup Language) 

Web サーバで公開する情報を記述する 
ための言語。文字や画像を結び合わせ 
たハイパーテキスト文書を作成でき 
る。 

HTML を記述するには、文書の論理構 
造を、タグと呼ぶ記号を使つて示さな 
ければならないが、現在は HTML を簡 
単に作成するツールが数多く存在して 
いる。 Web ブラウザは、 Web サーパ上 
にある HTML ファイルを実際に表示す 
るソフトウエアである。 Web サーパに 
アクセスするには 、 URL (Uniform 
Resource Locator ） 、例えば 「 http :// 
www . nec . co . jp /」 を指定する。 
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HTTP(Hyper Text Transfer Protocol ) 

Web ，_ パと Web ブラウザがファイル 
などの情報をやり取りするためのプロ 
トコル。 

iCAP(lnternet Content Adaptation 
Protocol ) 

インターネット上を流れるデータの変 
更やスキャニングを可能にする才ープ 
ンプロトコル。本製品では、 URL フイ 
ルタリングソフト rinterSafeJ の iCAP 
版に対応しています。 

ICP(lnternet Cache Protocol ) 

キャッシュ サー パが他 サーバ ヘキャッ 
シュデータの有無を確認するためのプ 
口トコル。隣接プロキシが存在する場 
合に使われます。 

IP(lnternet Protocol ) 

ネットワーク間でのデータの中継経路 
を決定するためのプロトコル。通信プ 
ロトコルの体系において、 TCP と IP は 
非常に重要なので、これら二つを合わ 
せて TCP / IP とも呼ばれる。 

IP (Internet Protocol ) アドレス 

丁 CP / IP 通信においてネットワーク上 
の各端末の位置を特定するために使用 
される32ビットのアドレス。通常は8 
ビットずつ4つに区切って〇〜255.0〜 
255.0〜255.0〜255という10進数の 
数字列で表される。ルータは IP アドレ 
スを複数持つ。 

例）130.158 .60.5 

LAN (Local Area Network ) 

同ー フロアー や敷地内の比較的小さな 
規模のネットワークのことをいう。 

Ldap (Lightweight Directory Access 
Protocol ) 

デイレクトリデータべースにアクセス 
するためのプロトコル。本製品では、 
Ldap 認証サービスを使用可能です。 

Linux 

Linus Torvalds 氏を中心に、世界中の 
開発者がインターネットを利用して、 
相互に協力しながら開発 • 保守してい 
る UNIX 互換 0 S 。 


Management Console 

キャッシングシステムで使用する Web 
ブラウザによる運用管理（システムの 
各種設定および状態確認）ツールの名 
称。 Web-based Management 

Console の略称として WbMC と表記す 
ることちある。 

MIME (Multipurpose Internet Mail 
Extention ) 

インターネットを介してさまざまな 
データを送るための拡張仕様。 

NTLM (Windows NT LAN Manager ) 

ネットワークログオンのための 
Microsoft リモートアクセスプ□トコ 
ル。本製品では NTLM を使用したクラ 
イアント情報のチヱックと記録が行え 
ます。 

PING (Packet InterNet Groper ) 

ある端末から他の端末への接続が正常 
に行えるかどうかを試験するプ□ヴラ 
ム〇 

POP (Post Office Protocol ) 

TCP / IP のアプリケーシヨンプ□トコ 
ルの一つで、クライアントがサーパか 
らメールを取得するときに用いられる 
プロトコル。 

Radius (Remote Authentication Dial In 
User Service ) 

ダイヤルアップユーザの認証システ 
ム。アクセスサーバとの間で認証用の 
ユーザ ID やパスワードをやり取りする 
際には MD 5 を使った独自の方式を用い 
る。本製品では、 Radius 認証サービス 
を使用可能です。 

SMTP(Simple Mail Transfer Protocol ) 

TCP / IP のアプリケーシヨンプ□トコ 
ルの一つで、電子メールの配送のため 
のプロトコル。 

SSL (Secure Socket Layer ) 

Web サーパが信頼できるものかの認証 
を行ったり、 Web ブラウザのフォーム 
から送信する情報を暗号化するために 
用いられる技術。 SSL を用いるには、 
Web ，_ パに秘密鍵と証明書を設定す 
る必要がある。証日月書はペリサインな 
どの認証局に署名しても らうものと、 
自己署名のものがあるが、前者を用い 
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るとサーバ認証と暗号化が、後者を用 
いると暗号化のみが有効になる。 

TCP(Transmission Control Protocol) 

事実上インターネット標準となってい 
る TCP / IP プ□トコルの基礎をなすプ 
□トコル。 IP の上位プロトコルとして 
位置づけられ、 IP がコネクションレス 
型の配送サービスだけを提供するのに 
対して、 TCP はコネクション型の配送 
サービスを提供す る。 

TCP/IP(Transmission Control 

Protocol/I nternet Protocol) 

インターネットの標準通信プ□トコ 
ル。 TCP を IP はそれぞれ固有のプロト 
コル名だが、一般に UDPOJser 

Datagram Protocol ) などを含めたプロ 
トコル群を TCP / IP と総称することが 
多い。 

TCP を使う代表的なネットワーク機能 
には、 HTTP 、 FTP などがある 。 UDP 
を使う代表的なネットワーク機能に 
は、 DNS などがある。 

Telnet (Telecommunication Network) 

TCP / IP で接続されたコンピュータに 
遠隔地から□グインするためのサービ 
ス、またはプログラムを指す。 
インターネットに接続された特定のコ 
ンピュータに接続し、そのコンピュー 
夕を遠隔操作する目的で使われるも 
の。 

イーサネット (Ethernet) 

米ゼロックス社、米 DEC 社、米インテ 
ル社の3社が共同開発した LAN の名称。 

インターネット 

ほぼ全世界にまたがるコンピュータ 
ネットワークの集合体。元々は 、 UNIX 
の LAN を相互接続することで形成され 
たきた。現在ではパソコン LAN とも接 
続しており、巨大な通信インフラと 
なった。 

インターネットへの接続には、専用線 
による IP 接続、ダイヤルアップ接続な 
どの方法がある。 

イントラネツト 

インターネットの技術を企業内の通信 
基盤に取り入れた形態。 


キャッシュ 

データを高速にアクセスするために、 
直前に利用したデータを一時的に格納 
しておく場所のこと。 

八ードウェアで実現されている場合 
と、ソフトウェアで実現されている場 
合の両方がある。 

クライアント 

ネットワーウにおいてサーパに対し、 
情報の提供などの何らかのサービスを 
要求し、その返答を受ける機器または 
アプリケーションの総称。 

サーバ’ 

ネットワークにおいてクライアントに 
対し、何らかのサービスを提供する機 
器のことをいう。提供するサービスご 
とに、ファイルサーパ、 DNS サーバと 
いった名称で呼ばれる。 

サブネット 

IP アドレスの範囲内で管理者は自分の 
管理するネットワークをサブネットマ 
スクを使用して、いくつかの小ネット 
ワークに分割することができる。こう 
してできた小ネットワークを、サブ 
ネットと呼ぶ。 

サブネットマスク 

IP アドレスにはネットワークの情報と 
端末の情報が含まれているが、 IP アド 
レスのラちどこまでがネットワークの 
情報で、どこからが端末の情報かを識 
別するために用意されているもの。 

IP アドレス同様に〇〜255.0〜255.0〜 
255.0〜255という10進数の数字列で 
表される。また、これの値で管理者は 
サブネットを設定することができる。 

例えぱ、サブネットマスク 
「255.255.255.0」は、8ビットの2進数では 
11111111 . 11111111 . 11111111.00000000 
となる。 IP アドレス192.168.60.5のラ 
ち1で覆われている部分がネットワー 
クを、0の部分がネットワーク内の端末 
を表す。この場合、192.168 .60.0 が 
ネットワークを、5はその中の端末のこ 
とを表す。 

システム運用管理 

構築したシステムが円滑に稼働するよ 
う継続的に保守を行っていくこと。 
ハードやソフトの障害を検出して復旧 
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する障害対策、ハードの配置やディス 
クの空き容量を管理する構成管理、卜 
ラフィックやプロセスの使用率を管理 
する性能管理、パスワードやアクセス 
権を制御するセキュリティ管理などが 
ある。 

スト 1 」 一 5ング 

サーバに あるサウンド データ や動画 
データを ネッ トワーク 経由でダウン 
ロー ドしながら順次再生することを可 
能にする技術。 

主なものにリアルネットワークスの 
RealVideo やマイク□ソフトの 
Windows Media Technology > アップ 
ルの QuickTime などがある。 

デフォルトゲートウェイ 

IP バケットを他のネットワークへ転送 
するときに使用する回送先。接続して 
いるネットワーク上にないホスト 
(ルータを超えた他のホスト）とのデー 
夕の送受信をする際に複雑な経路制御 
を特定のホストに任せる方式において 
「特定のホスト」のことをデフォルト 
ゲートウェイと呼ぶ。 

ドメイン 

大規模なネットワークを論理的なグ 
ループに分割して、個々のコンピュー 
夕や ユーザーを 識別.管理するための 
概念。 

インターネットの世界では、 IP アドレ 
スに対応して付けられる名前の範囲を 
ドメインと呼ぶ。 IP アドレスとドメイ 
ン名は DNS サーパが対応づける。 LAN / 
WAN の世界では 、 Windows 2000サー 
パなどのネットワーク管理単位をドメ 
インと呼ぶ。 

ネームサーバ' 

ネットワーク内でユーザー名やコン 
ピュータ名に関する情報を提供する 
サーバ。代表的なものとして DNS サー 
パなどがある。 

パケット 

LAN や通信回線を介して、デジタル 
データを伝送する際に、データをある 
一定長の固まりに区切って、宛先など 
の情報を加えたもの。 


パケットフィルタリング 

パケットに含まれた送信元などの情報 
を基に、そのバケットを通過させてよ 
いかどろかの選別を行うセキュリティ 
の手段。 

フアイアウ オール 

インターネットと LAN との間に配置す 
ることでデータ通信を管理し、外部か 
らの不正アクセスから内部のネット 
ワークを保護するシステムや役割をさ 
す。 

ブラウザ 

インターネットのホームページを見る 
ためのソフト。 

ネットスケープ.コミユニケーシヨン 
ズ社のネットスケープ.ナビゲーター 
や、マイク□ソフト社のインターネッ 
卜.エクスプローラ など。 

プロキシ 

インターネット環境で、クライアント 
からの要求を受けると、ウライアント 
に代わってサーバにアクセスし、 サー 
パから受け取ったデータをクライアン 
卜に転送するソフトウエア。 

クライアントが気が付かずに動作する 
場合を特に、透過プロキシと呼ぶ。 
セキュリティの向上と、ネットワーク 
負荷の集中を避ける（キャッシンヴ機 
能の)ために使用される。 

プロトコル 

ネットワーウを介してデータを交換す 
るための取り決め。通信規約。 
通信ケーブルの種類などの物理的な規 
定から、アプリケーションプログラム 
へのデータの受け渡し方法の規定ま 
で、さまざまなレベルのプ□トコルが 
ある。 

プ□パイダ 

商用インターネット接続サービス業者 
のこと。正式には、インターネットサー 
ビスプロパイダ ( ISP )。 

ポー ト番号 

TCP や UDP で通信相手を特定するため 
に用いられる識別子。 
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ホスト名 

ネットワーク全体の管理、または制御 
を行うコンピュータに付けられた名 
前。 

ルータ 

複数のネットワークを相互に接続する 
ための通信装置の一つ。 

インターネットは TCP / IP を使うネッ 
トワーク同士がルータで結ばれた巨大 
なネットワークである。 

ログ 

コンビュ_夕の利用状況やデータ通信 
の記録を取ること。また、その記録。 
操作やデータの送受信が行われた日時 
と、行われた操作の内容や送受信され 
たデータの中身などが記録される。 
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The BSD Copyright 


Copyright © 1991, 1992,1993, 1994 

The Regents of the University of California. All rights reserved. 


Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the fol¬ 
lowing conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following dis¬ 
claimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgement: 
This product includes software developed by the University of California, Berkeley and its contributors. 

4. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products 
derived from this software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MER¬ 
CHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT 
SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PRO¬ 
CUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 
STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 



GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 
Version 2, June 1991 


Copyright (C)1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the 
GNU General Public License is intended to guarantee your freedom to share and change free software—to make sure 
the software is free for all its users. This General Public License applies to most of the Free Software Foundation's 
software and to any other program whose authors commit to using it. (Some other Free Software Foundation software 
is covered by the GNU Library General Public License instead.) You can apply it toyour programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General Public Licenses are designed 
to make sure that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if you wish), 
that you receive source code or can get it if you want it, that you can change the software or use pieces of it in new 
free programs; and that you know you can do these things. 


To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you these rights or to ask you to sur¬ 
render the rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the soft¬ 
ware, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all 
the rights that you have. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. And you must show 
them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with two steps:(l) copyright the software, and (2) offer you this license which gives you legal 
permission to copy, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that everyone understands that there is no war¬ 
ranty for this free software. If the software is modified by someone else and passed on, we want its recipients to know 
that what they have is not the original, so that any problems introduced by others will not reflect on the original 
authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to avoid the danger that redistribu¬ 
tors of a free program will individually obtain patent licenses, in effect making the program proprietary. To prevent 
this, we have made it clear that any patent must be licensed for everyone's free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. 



GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License applies to any program or other work which contains a notice placed by the copyright holder saying 
it may be distributed under the terms of this General Public License. The "Program", below, refers to any such pro¬ 
gram or work, and a "work based on the Program" means either the Program or any derivative work under copyright 
law: that is to say, a work containing the Program or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or 
translated into another language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) 
Each licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. 
The act of running the Program is not restricted, and the output from the Program is covered only if its contents con¬ 
stitute a work based on the Program(independent of having been made by running the Program). Whether that is true 
depends on what the Program does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source code as you receive it, in any medium, pro¬ 
vided that you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer 
of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and give any 
other recipients of the Program a copy of this License along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection 
in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus forming a work based on the Pro¬ 
gram, and copy and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also 
meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of 
any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in part contains or is derived from the 
Program or any part thereof, to be licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of this 
License. 

c) If the modified program normally reads commands interactively when run, you must cause it, when started run¬ 
ning for such interactive use in the most ordinary way, to print or display an announcement including an appropri¬ 
ate copyright notice and a notice that there is no warranty (or else, saying that you provide a warranty) and that 
users may redistribute the program under these conditions, and telling the user how to view a copy of this License. 
(Exception: if the Program itselr is interactive but does not normally print such an announcement, your work 
based on the Program is not required to print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from 
the Program, and can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and 
its terms, do not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the 
same sections as part of a whole which is a work based on the Program, the distribution of the whole must be on the 
terms of this License, whose permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every 
part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, 
the intent is to exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the Program(or with a work based on 
the Program) on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this 
License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) in object code or executable 
form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, which must be distributed under 
the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any third party, for a charge no more 
than your cost of physically performing source distribution, a complete machine-readable copy of the correspond¬ 
ing source code, to be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for 
software interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute corresponding source code. (This 
alternative is allowed only for noncommercial distribution and only if you received the program in object code or 
executable form with such an offer, in accord with Subsection b above.) 



The source code for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For an executable 
work, complete source code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface defi¬ 
nition files, plus the scripts used to control compilation and installation of the executable. However, as a special 
exception, the source code distributed need not include anything that is normally distributed (in either source or 
binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the operating system on which the execut¬ 
able runs, unless that component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering 
equivalent access to copy the source code from the same place counts as distribution of the source code, even though 
third parties are not compelled to copy the source along with the object code. 


4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as expressly provided under this License. 
Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate 
your rights under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you under this License 
will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full compliance. 

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you per¬ 
mission to modify or distribute the Program or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not 
accept this License. Therefore, by modifying or distributing the Program (or any work based on the Program), you 
indicate your acceptance of this License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modify¬ 
ing the Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the recipient automatically receives 
a license from the original licensor to copy, distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. 
You may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not 
responsible for enforcing compliance by third parties to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited 
to patent issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the 
conditions of this License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as 
to satisfy simultaneously your obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a conse¬ 
quence you may not distribute the Program at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free 
redistribution of the Program by 

all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it and this 
License would be to refrain entirely from distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the 
section is intended to apply and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest 
validity of any such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribu¬ 
tion system, which is implemented by public license practices. Many people have made generous contributions to the 
wide range of software distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to 
the author/donor to decide if he or she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 


8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the Program under this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus 
excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if written in the body of tms License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the General Public License from time 
to time. Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new 
problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a version number of this License 
which applies to it and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that 
version or of any later version published by the Free Software Foundation. If the Program does not specify a version 
number of this License, you may choose any version ever published by the Free Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose distribution conditions are differ¬ 
ent, write to the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, 
write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the 
two goals of preserving the free status of all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of 
software generally. 



NO WARRANTY 


11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE 
PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED 
IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE PROGRAM "AS IS" 
WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIM¬ 
ITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH 
YOU. SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY 
SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE PRO¬ 
GRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPE¬ 
CIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO 
USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED 
INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES ORA FAILURE OF THE PROGRAM 
TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 



How to Apply These Terms to Your New Programs 


If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the public, the best way to 
achieve this is to make it free software which everyone can redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them to the start of each source file to 
most effectively convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer 
to where the full notice is found. 

cone line to give the program's name and a brief idea of what it does .〉 

Copyright (C)19yy <name of author 〉 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify 
it under the terms of the GNU General Public License as published by 
the Free Software Foundation; either version 2 of the License, or 
(at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, 
but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the 
GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public License 

along with this program; if not, write to the Free Software 

Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 


Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in an interactive mode: 
Gnomovision version 69, Copyright (C)19yy name of author 

Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type 'show w'. 

This is free software, and you are welcome to redistribute it 
under certain conditions; type 'show c' for details. 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' should show the appropriate parts of the General Public License. 
Of course, the commands you use may be called something other than 'show w' and 'show c'; they could even be 
mouse-clicks or menu items—whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright dis¬ 
claimer" for the program, if necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 
'Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by James Hacker. 

く signature of Ty Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your program into proprietary programs. If your program 
is a subroutine library, you may consider it more useful to permit linking proprietary applications with the library. If 
this is what you want to do, use the GNU Library General Public License instead of this License. 



GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 
Version 2.1，February 1999 

Copyright (C) 1991， 1999 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111 -1307 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as the successor of the GNU Library Public 
License, version 2, hence the version number 2.1.] 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the 
GNU General Public Licenses are intended to guarantee your freedom to share and change free software—to make 
sure the software is free for all its users. 

This license, the Lesser General Public License, applies to some specially designated software packages—typically 
libraries—of the Free Software Foundation and other authors who decide to use it. You can use it too, but we suggest 
you first think carefully about whether this license or the ordinary General Public License is the better strategy to use 
in any particular case, based on the explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. Our General Public Licenses are 
designed to make sure that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if 
you wish); that you receive source code or can get it if you want it; that you can change the software and use pieces of 
it in new free programs; and that you are informed that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid distributors to deny you these rights or to ask you to 
surrender these rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the 
library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the 
rights that we gave you. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. If you link other code 
with the library, you must provide complete object files to the recipients, so that they can relink them with the library 
after making changes to the library and recompiling it. And you must show them these terms so they know their 
rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1)we copyright the library, and (2) we offer you this license, which 
gives you legal permission to copy, distribute and/or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty for the free library. Also, if the 
library is 

modified by someone else and passed on, the recipients should know that what they have is not the original version, 
so that the original author's reputation will not be affected by problems that might be introduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program. We wish to make sure that a 
company cannot effectively restrict the users of a free program by obtaining a restrictive license from a patent holder. 
Therefore, we insist that any patent license obtained for a version of the library must be consistent with the full free¬ 
dom of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU General Public License. This 
license, the GNU Lesser General Public License, applies to certain designated libraries, and is quite different from the 
ordinary General Public License. We use this license for certain libraries in order to permit linking those libraries 
into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, the combination of the two is 
legally speaking a combined work, a derivative of the original library. The ordinary General Public License therefore 
permits such linking only if the entire combination fits its criteria of freedom. The Lesser General Public License 
permits more lax criteria for linking other code with the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less to protect the user's freedom than the 
ordinary General Public License. It also provides other free software developers Less of an advantage over compet¬ 
ing non-free programs. These disadvantages are the reason we use the ordinary General Public License for many 
libraries. However, the Lesser license provides advantages in certain special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest possible use of a certain library, 
so that it becomes a de-facto standard. To achieve this, non-free programs must be allowed to use the library. A more 
frequent case is that a free library does the same job as widely used non-free libraries. In this case, there is little to 
gain by limiting the free library to free software only, so we use the Lesser General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non-free programs enables a greater number of people to use 
a large body of free software. For example, permission to use the GNU C Library in non-free programs enables many 
more people to use the whole GNU operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating system. 



Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it does ensure that the user of a 
program that is linked with the Library has the freedom and the wherewithal to run that program using a modified ver¬ 
sion of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. Pay close attention to the differ¬ 
ence between a "work based on the library" and a "work that uses the library". The former contains code derived 
from the library, whereas the latter must be combined with the library in order to run. 



GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 
TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License Agreement applies to any software library or other program which contains a notice placed by the 
copyright holder or other authorized party saying it may be distributed under the terms of this Lesser General Public 
License (also called "this License"). Each licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/or data prepared so as to be conveniently linked with appli¬ 
cation programs (which use some of those functions and data) to form executables. 

The "Library", below, refers to any such software library or work which has been distributed under these terms. A 
"work based on the Library" means either the Library or any derivative work under copyright law: that is to say, a 
work containing the Library or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated straightfor¬ 
wardly into another language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) 

"Source code" for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For a library, com¬ 
plete source code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, 
plus the scripts used to control compilation and installation of the library. 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its 
scope. The act of running a program using the Library is not restricted, and output from such a program is covered 
only if its contents constitute a work based on the Library (independent of the use of the Library in a tool for writing 
it). Whether that is true depends on what the Library does and what the program that uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source code as you receive it, in any 
medium, provided that you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice 
and disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; 
and distribute a copy of this License along with the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protec¬ 
tion in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus forming a work based on the Library, 
and copy and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet 
all of these conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of 
any change. 

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third parties under the terms of this 
License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be supplied by an application pro¬ 
gram that uses the facility, other than as an argument passed when the facility is invoked, then you must make a 
good faith effort to ensure that, in the event an application does not supply such function or table, the facility still 
operates, and performs whatever part of its purpose remains meaningful. 

(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is entirely well-defined indepen¬ 
dent of the application. Therefore, Subsection 2d requires that any application-supplied function or table used by 
this function must be optional: if the application does not supply it, the square root function must still compute 
square roots.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from 
the Library, and can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and 
its terms, do not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the 
same sections as part of a whole which is a work based on the Library, the distribution of the whole must be on the 
terms of this License, whose permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every 
part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, 
the intent is to exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library (or with a work based on the 
Library) on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this 
License. 



3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License instead of this License to a given 
copy of the Library. To do this, you must alter all the notices that refer to this License, so that they refer to the ordi¬ 
nary GNU General Public License, version 2, instead of to this License. (If a newer version than version 2 of the ordi¬ 
nary GNU General Public License has appeared, then you can specify that version instead if you wish.) Do not make 
any other change in these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the ordinary GNU General Public 
License applies to all subsequent copies and derivative works made from that copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library into a program that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under Section 2) in object code or execut¬ 
able form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you accompany it with the complete corresponding 
machine-readable source code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium 
customarily used for software interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent 
access to copy the source code from the same place satisfies the requirement to distribute the source code, even 
though third parties are not compelled to copy the source along with the object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is designed to work with the Library by 
being compiled or linked with it, is called a "work that uses the Library". Such a work, in isolation, is not a derivative 
work of the Library, and therefore falls outside the scope of this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executable that is a derivative of the 
Library (because it contains portions of the Library), rather than a "work that uses the library". The executable is 
therefore covered by this License. Section 6 states terms for distribution of such executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of the Library, the object code for 
the work may be a derivative work of the Library even though the source code is not. 

Whether this is true is especially significant if the work can be linked without the Library, or if the work is itself a 
library. The threshold for this to be true is not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, data structure layouts and accessors, and small macros and 
small inline functions (ten lines or less in length), then the use of the object file is unrestricted, regardless of whether 
it is legally a derivative work. (Executables containing this object code plus portions of the Library will still fall under 
Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object code for the work under the terms 
of Section 6. Any executables containing that work also fall under Section 6, whether or not they are linked directly 
with the Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that uses the Library" with the 
Library to produce a work containing portions of the Library, and distribute that work under terms of your choice, 
provided that the terms permit modification of the work for the customer's own use and reverse engineering for 
debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work that the Library is used in it and that the Library and its 
use are covered by this License. You must supply a copy of this License. If the work during execution displays copy¬ 
right notices, you must include the copyright notice for the Library among them, as well as a reference directing the 
user to the copy of this License. Also, you must do one of these things: 

a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable source code for the Library including 
whatever changes were used in the work (which must be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the 
work is an executable linked with the Library, with the complete machine-readable "work that uses the Library", 
as object code and/or source code, so that the user can modify the Library and then relink to produce a modified 
executable containing the modified Library. (It is understood that the user who changes the contents of definitions 
files in the Library will not necessarily be able to recompile the application to use the modified definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. A suitable mechanism is one that (1)uses 
at run time a copy of the library already present on the user's computer system, rather than copying library func¬ 
tions into the executable, and (2) will operate properly with a modified version of the library, if the user installs 
one, as long as the modified version is interface-compatible with the version that the work was made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give the same user the materials spec¬ 
ified in Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of performing this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a designated place, offer equivalent access 
to copy the above specified materials from the same place. 


e) Verify that the user has already received a copy of these materials or that you have already sent this user a copy. 



For an executable, the required form of the "work that uses the Library" must include any data and utility programs 
needed for reproducing the executable from it. However, as a special exception, the materials to be distributed need 
not include anything that is normally distributed (in either source or binary form) with the major components (com¬ 
piler, kernel, and so on) of the operating system on which the executable runs, unless that component itself accompa¬ 
nies the executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of other proprietary libraries that do not nor¬ 
mally accompany the operating system. Such a contradiction means you cannot use both them and the Library 
together in an executable that you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on the Library side-by-side in a single library together with 
other library facilities not covered by this License, and distribute such a combined library, provided that the separate 
distribution of the work based on the Library and of the other library facilities is otherwise permitted, and provided 
that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the Library, uncombined with any 
other library facilities. This must be distributed under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part of it is a work based on the Library, and 
explaining where to find the accompanying uncombined form of the same work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except as expressly provided under this 
License. Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library is void, and will auto¬ 
matically terminate your rights under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you 
under this License will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full compliance. 

9. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you per¬ 
mission to modify or distribute the Library or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not 
accept this License. Therefore, by modifying or distributing the Library (or any work based on the Library), you indi¬ 
cate your acceptance of this License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying 
the Library or works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library), the recipient automatically receives a 
license from the original licensor to copy, distribute, link with or modify the Library subject to these terms and condi¬ 
tions. You may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not 
responsible for enforcing compliance by third parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited 
to patent issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the 
conditions of this License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as 
to satisfy simultaneously your obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a conse¬ 
quence you may not distribute the Library at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free redis¬ 
tribution of the Library by all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you 
could satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the 
section is intended to apply, and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest 
validity of any such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribu¬ 
tion system which is implemented by public license practices. Many people have made generous contributions to the 
wide range of software distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to 
the author/donor to decide if he or she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the Library under this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus 
excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if written in the body of tms License. 

13. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the Lesser General Public License 
from time to time. Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to 
address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Library specifies a version number of this License 
which applies to it and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that 
version or of any later version published by the Free Software Foundation. If the Library does not specify a license 
version number, you may choose any version ever published by the Free Software Foundation. 



14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose distribution conditions are incom¬ 
patible with these, write to the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software 
Foundation, write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be 
guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of our free software and of promoting the shar¬ 
ing and reuse of software generally. 


NO WARRANTY 

15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE 
LIBRARY, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED 
IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" 
WITHOUT WARRANTY OF ANYKIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIM¬ 
ITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH 
YOU. SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SER¬ 
VICING, REPAIR OR CORRECTION. 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE 
LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, 
SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO 
USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED 
INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES ORA FAILURE OF THE LIBRARY 
TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 



How to Apply These Terms to Your New Libraries 


If you develop a new library, and you want it to be of the greatest possible use to the public, we recommend making 
it free software that everyone can redistribute and change. You can do so by permitting redistribution under these 
terms (or, alternatively, under the terms of the ordinary General Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to the library. It is safest to attach them to the start of each source 
file to most effectively convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a 
pointer to where the full notice is found. 

<one line to give the library's name and a brief idea of what it does .〉 

Copyright (C) く year〉<name of author 〉 

This library is free software; you can redistribute it and/or 
modify it under the terms of the GNU Lesser General Public 
License as published by the Free Software Foundation; either 
version 2.1of the License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, 
but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU 
Lesser General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General Public 
License along with this library; if not, write to the Free Software 
Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your 
school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the library, if 
necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the 

library 'Frob' (a library for tweaking knobs) written by James Random Hacker. 

く signature of Ty Coon>,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 


That's all there is to it! 
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< 本装置の利用目的について > 

本製品は、高速処理が可能であるため、高性能コンピュータの平和的利用に関する日本政府の指 
導対象になっております。 

ご使用に際しましては、下記の点につきご注意いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

1. 本製品は不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置してください。 

2. パスワード等により適切なアクセス管理をお願いいたします。 

3. 大量破壊兵器およびミサイルの開発、ならびに製造等に関わる不正なアクセスが行わ 
れるおそれがある場合には、事前に弊社相談窓□までご連絡ください。 

4. 不正使用が発覚した場合には、速やがに弊社相談窓□までご連絡ください。 

弊社相談窓ロ ファーストコンタクトセンター 

電話番号 03-3455-5800 


注意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス A 情報技術装 
置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には 
使用者が適切な対策を講ずるよろ要求されることがあります。 


高調波適合品 

この装置は、高調波電流規格 JISC 61000 -3-2 適合品です。 

: JISC 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （1 相当たりの 
入力電流が 20 A 以下の機器)」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レペルに適合して設計 • 製造した製品です。 


回線への接続について 

本体を公衆回線や専用線に接続する場合は、本体に直接接続せず、技術基準に適合し認定されたボードまたはモデム等 
の通信端末機器を介して使用してください。 


電源の瞬時電圧低下対策について 

この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策として 
は、交流無停電電源装置 ( UPS ) 等を使用されることをお勧めします。 


レーザ安全基準について 

この装置に標準で搭載されている光学ドライプは、レーザに関する安全基準 （ JISC -6802、 IEC 60825-1) クラス1に 
適合しています。 


海外でのご使用について 

この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格等の適用を受けておりません。したがっ 
て、この装置を輸出した場合に当該国での輸入通関および使用に対し罰金、事故による補償等の問題が発生することが 
あっても、弊社は直接 • 間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。 




